

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　西沢５㍉

















プロローグ









「きっと将来、あなたは私なんて置き去りにして立派に遠くまで羽ばたいていくのでしょうね」

　高校生の頃ころ、私の恩師は柔やわらかな笑え顔がおでそんなことを言っていた。

　そのときにはいまいち意味がわからなかったが、教師となった今ならわかる。

　生徒たちは、私たち教師を置き去りにして立派に育っていく。

　それが顕けん著ちよにわかるのは、卒業式だ。

　同じ三年間という時間を共有して見守っていたはずなのに、生徒たちは驚おどろくほど変わって巣立っていく。その成長速度に比べれば、私たち教師なんて立ち止まっているのと変わらない。だから、卒業式のたびに生徒の成長を嬉うれしく思う反面、置き去りにされていく感覚がしてしまうのだろう。

　そして、私たちは学校に残り続ける。

　生徒たちが社会に出て、飛ひ翔しようして行っても。

　それは、これからも変わらないだろう。








第一章









　どの学校にも、代々、先せん輩ぱいから語り継つがれている噂うわさはあると思う。

　たとえば、期末テストの技術・家庭科の問題はここ何年も変わってないだとか。西にし棟とう四階にある屋上の扉とびらは、実は壊こわれてて簡単に入れるようになっているとか。

　そんな噂を収集し、真しん偽ぎを見み極きわめた者こそが、高校生活を最小コストで満まん喫きつできる覇は者しやとなれるのだ。

　言ってみれば、高校生活は情報戦である。

　青春という名の戦場を勝ち抜ぬくためには──俺のように、次の授業の教室が急に変へん更こうになったことを知らず、誰だれもいない教室でぽつんと佇たたずまないためには──きっと、常日頃からクラスメイトたちと仲良くして情報収集することが非常に大切なんだろう。……ところで、誰か教えてくれてもよかったんじゃない？

　と、まあ、長々前置きしてしまったが、そんな不本意ながらも高校二年生の七月になろうというのに友達がほぼいない俺でも、知っている噂がある。

　それは、他ほかの教師はいざ知らず、氷ひ川かわ先生だけは絶対に弄いじってはいけないということ。

　だから、黒板にこんな文字列が書かれていれば、教室が凍こおりつくのも必然だった。




　・慶けい花か祭さい二年二組の案




　氷川先生が猫ねこ耳みみメイドでタピオカジュースを売るお店




　おい、いったい誰だ。こんなの考えたやつ。

「……………………」

　沈ちん黙もく。

　耳が痛くなるほどの沈黙だった。

　そして、それを無表情で、じぃっと見つめているのは一人の女性教師。

　名前は、氷川真ま白しろ。

　氷のように冷たく、誰も寄せ付けないとすら言われている二年二組の担任教師である。

　一つにまとめられた黒くろ髪かみ。黒くろ縁ぶちの眼鏡。他の教師がクールビズだと言い張ってジャージを着ているなかで、彼女だけは真夏日だというのにきっちりとスーツを纏まとっていた。その姿で、彼女が如何いかに生き真面目まじめであるかが窺うかがえる。

　通つう称しよう──〈雪ゆき姫ひめ〉。

　そう揶や揄ゆされるほどの女性教師が冷れい徹てつな狙そ撃げき手しゆみたいな目をしていれば、教室がお通つ夜や状態になってしまうのも仕方ないというものだ。

　いったい、なんでこんなことになったんだっけ。

　気分転てん換かんのために視線を窓まど際ぎわに向けると、校舎の外で夏服の女子生徒たちが水場のホースを使って、お互たがいに水を掛かけ合っている光景が窺えた。きゃっきゃっという笑い声。半はん袖そでのシャツや短い丈たけのスカートから、惜おしみなく剥むき出しにされている日焼けした肌はだが妙みように眩まぶしく見える。

　季節は、夏。

　中間テストが終わり、とうの昔に、制服が夏服へと替かわっている時期だった。

　容よう赦しやなくギラついた日光が降り注ぎ、蝉せみの鳴き声が騒そう々ぞうしく響ひびく。

　正直それだけでもうんざりなのに、この慶けい花か高こう校こうに登校するためには正門前の長い坂を登らなければならない。この暑い時期にそんなことをすれば、大おお粒つぶの汗あせが次から次へと溢あふれ出てシャツをべたべたにしてしまう。幸い、校舎の中は冷れい房ぼうが効いていて天国のようだが、体育などがあればそれも意味をなさない。灼しやく熱ねつの陽光に晒さらされた後では、節電とやらで高く設定されている冷房では気休めにしか思えないからだ。

　そして、その後に、通常通り授業があれば集中できないのも無理はない。

　それが、たとえ、来月にある〈文化祭〉の話し合いという高校生活における一大イベントに関かかわるものであったとしても、だ。

　……だとしても、氷川先生を猫耳メイドにするって案を出すのは集中力が足りなさすぎるんだけど。もしかしたら「取り敢あえず、匿とく名めいで案を書き出してみよう」としたせいで、こんな馬ば鹿かげた案が出たのかもしれない。

　教室では、視線だけでこっそりと犯人探しが始まっていた。

　だが、みんな、自分ではないと言いたげに周囲を窺っている。

　ま、そりゃそうだよな。普ふ段だんの氷川先生の姿を知っていれば、匿名とはいえ、こんな馬鹿な案を出すわけがない──

「たぶん、その案を出した人は、氷川先生に愛あい想そ良くなって欲しいんだと思いますー！」

　いたよ、馬鹿が。

　俺も含ふくめて教室中のほとんどの首が、錆さび付いた機械のようにギギギと動く。

　すると、一人の男子生徒がへらへらとした笑みを浮うかべながら、やや腰こしを浮かせて手を伸のばしていた。二年二組でお調子者キャラのやつだ。確か、鈴すず木きか鈴すず井いなんだけど……もう七月になるのに、クラスメイトの苗みよう字じすらあやふやなのは流石さすがにヤバいかもしれない。

　しかし、その発言によって、誰があの馬鹿げた案を出したのかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　そうして、特大級の地じ雷らいを踏ふみ抜いたのも。

「へぇ……つまり、君は私が愛想が良くないと思っているんですね？」

「ひっ」

　氷川先生がにっこりと笑った瞬しゆん間かん、お調子者系男子──鈴井は表情を引きつらせた。

　なにせ、氷川先生の笑顔なんて「これからお前を殺す」と語っているようにしか思えない。結局、鈴井はＫＯ寸前のボクサーの如ごとく、がたがたと足を震ふるわせながら「じょ、冗じよう談だんです……」と小声で口にしながら椅い子すに座った。

「皆みなさん、さっきから見ていれば……少しふざけすぎではないでしょうか？」

　茶番が終わったところで、氷川先生は冷徹な視線とともに教室中を見回した。

　匿名で集めた案を書き込んだ紙を摘つまみながら。

「年に一度の慶花祭だというのに……人気ＹｏｕＴｕｂｅｒを呼ぶや、アイドルに来てもらってクラスでライブをしてもらうなどと……そんな案が本気で通ると思っているんですか？　それにまだ慶花祭実行委員の選出も終わってないようですが。このために、時間も無む尽じん蔵ぞうに取れるわけではないことを理解していますか？」

　氷川先生に厳しい言葉をぶつけられ、クラスメイトの多くは俯うつむいてしまう。

　だが、そう──慶花祭。

　そのために、俺たちは授業の時間を使って話し合いをしているのだった。

　慶花祭は、端たん的てきに言えば〈文化祭〉だ。

　だが、しいて他校と違ちがう点を挙げるならば、開かい催さい時期が八月上じよう旬じゆんであること。

　それから、隣りん接せつしている慶花大学のオープンキャンパスと合わせて行うことだ。

　大学合同で行われるため、一いつ般ぱん的な文化祭に比べればかなり大規模だ。毎年、メインステージでは、ミスコン、ミスターコン、教師コンなどが行われ、最後には慶花高校・慶花大学出身の芸能人などで締しめ括くくるのが通例らしい。地元では結構有名なお祭りだ。

　さらに、オタクにとってはもうちょっと特別な意味がある。

　以前、慶花祭を扱あつかった作品がアニメになったときにネットで大きく取り上げられたのだ。

　それ以来、アニメ放送後から何年か経たとうとしているが、未いまだに聖地巡じゆん礼れいとして来る方もいる。ちなみに、この続編が四月にあった慶花桜おう花か祭を取り扱ったので、今年は再燃して来客数が増えるのではと勝手に予想している。

　だから、そんな人気イベントである慶花祭に人気ＹｏｕＴｕｂｅｒやアイドルを呼んだりするのは、あながち珍めずらしいわけでもない。……まあ、クラス単位で呼ぼうとするのは、確かにふざけてるんだけど。

「今日は、最低でも慶花祭実行委員を決めなければ話が進みません。皆さん、決めてから帰ってください」

　氷川先生の冷れい酷こくな宣言で、クラスが一気に騒ざわめいた。

　スケジュール的には、氷川先生が言っていることは何らおかしいところはない。今日中に決めなければ、後ろがつっかえる可能性がある。

　だが、急に決めろ、と言われても困る。

　なにせ、慶花祭実行委員には俺でも知ってるぐらい良い噂がないからだ。

　大学生と合同で行うが故ゆえに、大学生の雑用役と呼ばれていたり、とにかく降りかかってくる作業が面めん倒どう臭くさいらしい。そのため、二年二組でも中々決まらない役回りでもあった。

　じゃあ、誰もがやりたくない役回りに誰を宛あてがうか？

　その答えを導き出す手段は、いつだってだいたい一つに集約される。

「よし！　じゃあ、男子はこっちでじゃんけんするぞ！　せっかくだし、ここは最後まで勝ったやつが実行委員な！」

　男子の一人がそう宣言したことで、教室のあちこちで椅子を引く音が響き始めた。

　だけど、まあ、やっぱそうなるよな。

　こういうときには、じゃんけんに限る。

　勝ち負けがはっきりとするし、詰つまったときの最終兵器だ。

　それに正直に言えば、俺が実行委員になるわけがないので、決めるならじゃんけんでさっさと決めて欲しいってのが本音だ。

　え、なんで、じゃんけんなのに実行委員にならないってわかるのかって？

　それは、だってなぁ……？

　ちょっと、冷静に考えて見て欲しい。

　現実で、俺みたいな冴さえないやつが実行委員なんて仮にも花形の役を担当しているのを見たことあるだろうか？　答えは否いな、だ。古今東西、こういうのは陽キャラというかクラスの中心人物がやると相場が決まっている。

　実際、じゃんけんと言いつつも、鈴井をはじめとした何人かが「ここは俺かな」みたいな顔をしてるし。こういうのは落ち着くところに落ち着くと相場が決まっている。

　というわけで、俺みたいな陰いんキャラの役割は粛しゆく々しゆくと負けてさっさと退場することだ。

　ってことで──ちょっと負けてきますか。

　まあ、造作もないだろう。

　なにせ、うちのクラスには男子が二十人近くいる。その中の一人を引き当てる運があるなら、俺はもっとソシャゲのガチャで当てていい。

「よし、始めるぞ！　まずはその辺の人とじゃんけんしてくれ！」

　その宣言により、教室中で「最初はグー」の掛け声が響き渡わたって。




　……嘘うそ、だろ。




　俺は自分が放ったグーが、最後の一人のチョキに勝ってしまうのを見て愕がく然ぜんとした。

　最後の一人に残ってしまった。

　つまり、それは俺が慶花祭実行委員という大役を担になったということで──

　い、いやいやいや！

　これは駄だ目めだろ！　これは絶対に駄目だろ！　俺が実行委員とか何の冗談だよ!?

　だが、誰だれもがその結果に口を出すことはなかった。

　クラスの中心を仕切っている男子たちも、他ほかの生徒なら「代わるよ」と言うつもりだったんだろうが、今回に限っては相手が俺だ。助たすけ舟ぶねを出していいか判断に迷っているみたいだ。……そんなの迷う必要ないのに。

　と、教室の対面側──つまり、女子の方でも慶花祭実行委員が決まったようだった。クラスの中でも地味目の女の子だ。しかし、その地味目の女の子は相方が、俺だとわかるや否やわなわなと唇くちびるを震わせた。まるで、これから地じ獄ごく行きが確定したような反応だ。

「どうやら、決まったようですね。では、本日はこれで終わりましょう」

　だけれど、クラス中が騒そう然ぜんとしているものの、氷川先生は至って冷静にそう告げた。

　やり直すべきでは、という空気がこの教室には流れていたものの、氷川先生は歯し牙がにもかけなかった。ただ淡たん々たんと、

「では、次までにこのクラスで行う出し物を各自で考えてきてください。ただし、人気ＹｏｕＴｕｂｅｒを呼ぶなどといったふざけたものではない案であること。いいですね？」

　言うだけ言うと、氷川先生は靴くつ音おとをたてながら教室から去って行く。

　その姿は、まさに冷酷無む慈じ悲ひな堅かた物ぶつ教師そのもの。

　きっと、この人は生徒のことなんて何とも思っていないんだろう。だから、どんなことを言われても、あるいはどれだけ冷たいことを口にしても心は揺ゆらがないんだろう。

　そんな風に、思わせる口調と行動で。

　それこそが、〈雪姫〉と呼こ称しようされる教師の本質だった。




　……って、普通は誤解してしまうんだけど。




「えーっと、氷川先生？　ここにいますか……って」

「き、霧きり島しまくん!?　きゅ、急に入ってきてどうしたの!?」

　放課後。国語準備室。

　校舎の一階の端はしっこにある滅めつ多たに人が近づかない部屋──それ故に、俺と氷川先生が秘密の逢おう瀬せに頻ひん繁ぱんに利用するこの部屋に入ると、氷川先生が驚おどろいたように声をあげた。

　慌あわてた様子で何故なぜか頭の辺りを手で押さえるが、驚きたいのはこっちの方だった。

「あの、氷川先生……？　そ、その……なんで猫ねこ耳みみなんかつけてるんですか？」

「あ、あの、こ、これは違うのっ。ちょ、ちょっと試ためしにつけてみただけっていうかっ。ほ、本当よ？　私の趣しゆ味みってわけじゃないからねっ」

　わたわたと手を振ふりながら、顔を真っ赤にして必死に否定しようとする氷川先生。

　その頭には、ふさふさした猫耳がついていた。

　スーツ姿のせいか、特とく殊しゆプレイ感が凄すごいが……うん、これはこれでいいな。多分、世界とか狙ねらえる。超ちよう可愛かわいい。

　だが、いずれにせよ、先さき程ほどまでの堅物教師の姿はここにはなかった。

　まあ、それも当然だ。氷川先生の本質はどっちかと言えば、こっちの方なのだから。

　氷川先生曰いわく「立派な教師」になるためにあんな風に振る舞まっているらしい。

[image: ]

　その一方で、俺はそれ以上に詳しよう細さいな説明は受けていない。が、俺はそれでもいいと思っている。氷川先生が氷川先生であることは何も変わらないしな。

　それよりも、今、気になるのは猫耳をつけている理由の方だ。

　氷川先生は「私の趣味じゃない」って言ってたけど、それならどうして──って、あっ。

「もしかして、さっき、鈴井に言われたこと気にしてるんですか？」

「そ、それは…………うん」

　ふと思いついたことを口にすると、氷川先生はこくりと頷うなずいた。

「だ、だって、確かに私って愛あい想そはないだろうし……だから、鈴井くんの言った通りこれをつければ少しでも愛想良く見えるかなぁって。ど、どうかな、霧島くん？」

　にゃあ、と鳴き声が聞こえてきそうな見た目で、上うわ目め遣づかいで窺うかがってくる氷川先生。

　正直に言えば、可愛くて堪たまらない。

　今まで猫耳なんてそれほど良いと思ったことはないが、何かに目覚めてしまいそうだ。

「それと……その、霧島くん大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？」

「ほら、慶花祭実行委員になっちゃったでしょ？　だから、大丈夫かなって。それに、山やま田ださんもあんまりそういうの得意じゃないだろうし……でも、みんなで決めたことに私が口を出すのも駄目だろうし……」

　うーん、と悩なやましげに額にシワをつくる氷川先生。

　そう。氷川先生は冷れい徹てつで無慈悲に思われがちだが──決してそんな教師ではない。

　いつだって、生徒のことを考えて行動している。

　当然、生徒から指し摘てきされたことはちゃんと考えるし、実じつ践せんする人なのだ。まあ、流石さすがに猫耳はやり過ぎだとは思うけど。どっから持ってきたんだよ、それ。

「……まあ、実行委員についてはちょっと考えてみます。それよりも……」

　言いながら、俺は猫耳の氷川先生をマジマジと見つめる。

　くっそ──やっぱ、めちゃくちゃ可愛いなぁ！　仕組みがどうなっているかわからないけど、猫耳がピクピク動いているのも、謎なぞの装着のされ方をしてフリフリと動いてるしっぽも、すべてあざと可愛い。

　氷川先生は自覚してないんだろうけど、この可愛さは反則すぎるだろ！

　できれば、写真を撮とって残しておきたいんだけど……駄目かなぁ。許してくれないかなぁ（チラチラ）。

「……そ、そんな寂さびしそうな目をしても写真はダメだからね？」

「そんな！　な、なんでですかっ？」

「だ、だってっ。最近の霧島くんの目、なんかちょっとイヤらしいし……こ、この間、私が体操服を着たときから、『また着てくれないかなぁ（チラチラ）』みたいな視線を感じることがあるしっ」

「そ、そんなことはっ──」

「ないの？」

「…………」

「ほんとうにないの？　ちゃんと、私の目を見て言える？」

　サッ。

　俺は明後日あさつての方向を見た。

「ほ、ほらぁ！　やっぱりそうなんでしょ！　霧島くん、エッチなこと考えてたんだ！」

「仕方ないじゃないですか！　彼女の可愛い姿を見たいっていう願望はそんなに変ですか!?」

　俺が開き直って叫さけぶと、氷川先生はみるみるうちに頬ほおをほんのりと染めて。

「か、可愛いって……霧島くん、なに言ってるのっ？　嬉うれしいけど、そ、そんな見え見えのお世辞なんて──」

「お世辞なんかじゃありません。氷川先生は可愛いです。世界で一番可愛いです」

「……～～～ぅぅぅぅ～～～っ。も、もうっ、霧島くんはそんなこと言っちゃ駄目っ。そ、そうやって大人をからかっちゃ駄目なんだからねっ」

　俺が至し極ごく真面目まじめに告げると、氷川先生はぷりぷりと怒おこりながらぷいっと顔を背そむけた。

　怒るポーズをつくるためか、頬を膨ふくらませている……が、正直可愛さしか見み出いだせない。

　それから、氷川先生は頬をやや膨らませたままチラッとこちらを見て。

「前に、そ、そういうことを考えるのは自由って言ったけど……で、でも、口に出すのは禁止って言ったでしょっ。そもそも、私は大人だからともかくとして、君は高校生なんだから、そ、そういうのはまだまだ早いと思うし……」

「え？」

　思わず怪け訝げんな声を発してしまうと、氷川先生は「だ、だから」と未いまだに頬に熱を持たせた状態で補足する。

「そ、その……高校生なのに、そんな、え、エッチなことだったりとかは早すぎるってことっ。き、キスだって、私としては高校生にはまだ早いかなぁって思うし」

「いや、それは──」

　流石に違ちがうんじゃ、と俺が言おうとしたその瞬しゆん間かん。

　ギシッ、と。

　カーテンで覆おおわれている国語準備室の窓が微かすかに軋きしんだ。

「っ」

「ッ」

　ここは一階だ。人ひと気けが少ないスポットであり、カーテンで外から覗のぞけないようになっているとはいえ、耳を澄すませば外からでも俺たちの会話も十分に聞こえる。

　油断しすぎた、と思うも、俺と氷川先生の反応は迅じん速そくだった。

　アイコンタクトを交かわすと音もなく窓まど際ぎわの真下に隠かくれ、万が一、カーテンの隙すき間まから覗かれても見えにくい位置に移動する。これは、万が一バレそうになったときのために、俺と氷川先生が事前に打ち合わせしていたことだ。

　こうすれば、外から覗かれても大丈夫だ。誰かに俺と氷川先生が密室で二人きりだとは思われることはないはず──

　……なのはいいのだが、その、さっきから窓のギシギシが終わらないんだけど。

「……な、なんだろうね。風でも吹ふいてるのかな？」

「今日、そんなに風が強い印象はなかったんですけど……」

　こそこそと小声で会話をしながらも、俺と氷川先生は首を捻ひねる。

　なにかおかしくないか？

　流石に音の原因が気になってしまい、俺たちは恐おそる恐る半立ちになるとカーテンの隙間から外を窺う。すると──




　うちの高校の制服を着た男女が、窓にもたれかかりながら熱ねつ烈れつなキスをしていた。




　見ているこっちが、赤面してしまうほどの熱いキス。

　ちなみに、二人は目を閉じていて完全に二人きりの世界に入っていた。

「「…………………………」」

　え、えーっと、こういうシーンを目もく撃げきしたときってどうすればいいんだろうな。

　家族でドラマを見ていたら、急にラブシーンに入ったときのような気まずさがある。

　取り敢あえず、俺たちは再び窓際の下に隠れる。

　それからチラッと隣となりを窺うと、氷川先生は「ふぇ……え……さ、三組のあの子とあの子が……？」と顔をさっきよりも真っ赤にしていた。

　一ひと先まず、俺は氷川先生のさっきの発言を小声で訂てい正せいする。

「……えっと、氷川先生は『高校生にはキスもまだ早い』って言ってましたけど……高校生でもキスぐらい普通にすると思いますよ。ま、まあ、外を見てもらえばわかるかもしれませんけど……」

「で、でもっ、あ、あんなエッチなキスなんてっ……え？　い、今の子ってあんなに進んでるの？　そ、それとも、私の頃ころにもあったの？　わ、私が知らなかっただけ？」

　氷川先生はうわ言のように呟つぶやきながら、目をぐるぐるとさせていた。

　まあ、それも仕方ないのかもしれない。自分の教え子ががっつりとディープキスをしている光景は、教師にとっては刺し激げきが強いに決まっている。

　──と。

「…………あ」

　座り直すために手を床ゆかにつけると、氷川先生の手に触ふれてしまった。

　柔やわらかくて、雪のように白い肌はだ。

　夏の暑さとは違う、人肌の温ぬくもりが伝わってくる。

　反射的に視線を上げると、氷川先生はびくっと身体からだを震ふるわせてゆっくりと目線をあげているところだった。

　だが、視線の動きはそこで止まらなかった。

　さっきのキスの光景を思い返して、無意識のうちに緩ゆるやかに移動してしまう。

　──桜色の唇くちびるへと。

「っ」

　氷川先生の視線も同様の軌き跡せきを描えがいていたようだった。

　彼女の目が俺の唇から動き、更さらに持ち上げられる。視線が、深く、深く絡からみ合う。

　雲の向こうに太陽が隠れたのか、部屋が急に薄うす暗ぐらくなった。

　僅わずかにだけ斜しや陽ようがカーテンの隙間からこぼれ落ちて、一筋の橙だいだい色いろの光が俺たちの間を縫ぬうように差し込んでくる。

　何を考えているかは一いつ緒しよだったと思う。

　最初に顔を近づけたのは、どっちだったか。

　息いき遣づかいが同調して、微かすかな吐と息いきがはっきりと聞こえるようになる。

　氷川先生のまつげってこんなに長いんだな、と益やく体たいもないことを考えつつも目を瞑つぶって。

　俺と氷川先生は顔を近づけ──




　ギシッ。




　外から響ひびいてきた窓が軋む音に、俺と氷川先生はハッと同時に我に返った。

　どうやら、さっきのカップルが外でいちゃついていたせいのようだった。「そろそろ行こっかー」などという声とともに、足音が遠ざかっていく音が聞こえてくる。

「……じゃ、じゃあ、霧島くん、わ、私たちもそろそろ行こっか」

「……そ、そうですねっ」

　あは、あはは、と、俺たちは乾かわいた笑い声を響かせながら立ち上がる。

　だけれど、氷川先生の顔なんて見られなかった。

　だ、だって。今、俺たちがしようとしたことは、その──

「っ」

　氷川先生が窓を開け放ったのか、不意に突とつ風ぷうが国語準備室を吹き抜ぬけた。

　長い黒くろ髪かみが靡なびいて、氷川先生は片手でおしとやかに押さえた。

　窓の向こうから溢あふれ出す煌きらめくようなオレンジ色の陽光に、俺は目を細める。

　斜陽に照らされていた先生の綺き麗れいな形の耳は、朱しゆ色いろに染まっていた。

　暑い。

　身体の内側から熱が湧わき上がって、頬が火ほ照てっているのを感じる。

　だけど、これは全すべて夏のせいだろう。

　きっと、そうに決まっている。

　なんだか照れ臭くさくなって、俺は取り敢えずそう思い込むことにしたのだった。








第二章









　夢を見ていた。

　渋しぶ谷やにあるスクランブル交差点みたいなところだった。

　数えきれない人々が、視界の目の前を横切っていた。

　そんな誰だれかに見られていてもおかしくないような場所で、私は待ち合わせをしていた。

　やがて誰かが近づいてくる気配がして、私は顔をあげる。

　そこには、大人になった霧きり島しまくんが立っていて。

　彼は私を見つけると、小さく破顔した。

　それから手をあげながら、多くの人に注目されるのも構わず駆かけ寄ってくる。

　それに対して、私も笑えみを溢こぼすと霧島くんに向かって行って。

　──××××××××







　そこで、夢が覚めた。

「………………うぅ、しあわせな夢だったのにぃ」

　私はベッドの上でゴロゴロしながら、ぶつぶつと不満を口にした。

　時間を確かく認にんすると、朝の六時半。当然、視界に映るのは渋谷のスクランブル交差点みたいな光景ではない。慣れ親しんだ、氷ひ川かわ真ま白しろの部屋である。

　それにしても、

「……大人になった霧島くん、格好良かったなぁ」

　夢を思い返す。

　あの霧島くんは私の妄もう想そうであって、彼があんな風に成長すると決まっているわけではないのだけど……それでも、とっても格好よかった。大人びてて、今より背も伸のびてて。本人が気にしている目つきも、夢では緩かん和わされていた。端たん的てきに言えば、凄すごく格好いい。

　最近、こんな夢ばかり見ていた。

　原因はわかっている。

　この間、国語準備室で、その……き、キス未み遂すいを起こしてしまったせいだ。

　あの未遂事件以降、私と霧島くんの雰ふん囲い気きは変になってしまった。

　別に喧けん嘩かしてるわけじゃなくて……そ、その、霧島くんの顔をまともに見られなくなったのだ。だ、だって、霧島くんの顔を見ると、あのときのことを思い出しちゃうし……

　教え子たちの──高校生の生々しいキスを、目の前で見たせいもあっただろう。

　教師と生徒である以上、キスはしない。一線は越こえない。

　そんな風に心に誓ちかっていても、やっぱりそこに憧あこがれはあって。

　霧島くんと「次」に行きたいという願望はあって。

　そして、その「次」を重ねていった結果、あの「大勢の人の前でも平然とデートできている光景」に辿たどり着くことを夢を見ているのだと思う。

　夢を見てしまったのだと思う。

　と、まあ。

　長々と自分の夢を分ぶん析せきしてしまったが、私は非常に重要かつ深刻な問題を抱かかえていた。

　こんなに深刻な問題を抱えたのは、「真白、この五つ子の中だと誰が一番好き？」と質問されたとき以来かもしれない。無理、みんな可愛かわいいのに誰か一人なんて選べない……

　だけれど、ラブコメなら誰か一人選べば終わることが多いが──現実はそうではない。現実ではまだ続く、というかそこからがスタートだ。そういう意味では、私が今考えているのは『物語』のその先だ。自分の妄想とか、同人誌とかで補完するところだ。

　私は、大人だ。霧島くんよりも年上だ。

　そして、キス未遂事件を起こしてしまった以上、考えなければいけないことがある。教師と生徒という関係上、キスをするつもりはないけれど勉強しておかなければいけない。

　つまり、

「……き、キスってどうするの……？　し、舌って入れるんだっけ……？」

　そうして、今日も今日とて、私は朝からパソコンに向き合って非常に重要かつ深刻な問題を解決するためにキスの勉強をしているのだった。




　　　　◇　◇　◇




「き、キスってどうするんだ……？　し、舌って入れるのか……？」

　休日。自宅。

　俺は朝からパソコンに向き直って、ひたすらにキスについて調べていた。

　だが、どれだけ調べても答えがわからない。取り敢えず初しよっ端ぱなで舌を入れてはいけないのは何となくわかったが、幾いくつものサイトを巡じゆん回かいしていると何が正解かわからなくなっている。なんで、キスの種類だけでこんなにあるんだよ。

　俺は子供だ。氷川先生より年下だ。

　それでも──こういう考え方はもう古いのかもしれないが──男としては、彼女をリードしたいという願望はある。初めてのキスだって、スマートに格好良くやりたい。

　もちろん、氷川先生は「教師と生徒」だからと言って許してくれないだろうけど……でも、この間みたいなのがいつあるかわからないし。準備をしておいて損はないはずだ。

　それに、

「……そろそろ、付き合い始めて三ヶ月ぐらいなんだよなぁ」

　高校生一年生の春休み。俺は氷川先生に出会った。

　出会った当初は一つ上ぐらいの先せん輩ぱいだと思っていて、氷川さんと呼んでいた。今となっては懐なつかしい思い出だ。

　しかし、その女の子は実は自分が通っている高校の教師だと知り……それからは、色々とあった。本当にもう色々と。だけれど、周囲の人の助けを借りて、俺たちはお付き合いを続けられている。

　それから、もう三ヶ月が経過した。

　ネットには、付き合い始めてから三ヶ月以内には、キスをしたとか、その先までやったとか、そういう話がごろごろ転がっている。対して、俺と氷川先生はキスすらまだしていない。別に、他人が歩んできた期間に合わせる必要はないのだろうが──それでも、他ほかよりも遅おくれてると思うと、焦しよう燥そうは覚えてしまう。何か自分に原因があるんじゃないかと疑ってしまう。

　たとえば、俺が経験不足な子供なのが原因じゃないか、とか。

　──じゃ、霧島くんが責任を取ってくれるの？

　以前、俺は氷川先生にこんなことを言われてしまった。

　あのとき、氷川先生は本意ではなかったと思う。俺を遠ざけるために、わざとあんなことを言ったんだろう。それは理解している。理解はしている……つもりなんだけど、それはどうしようもない事実でもあった。

　だって、その通りだ。

　俺は、ただの高校二年生のガキだ。

　覚かく悟ごを決めると言ったこともあったが、現実として責任なんて取れるわけもない。

　だから、大人である氷川先生とはちっとも対等なんかじゃなくて。氷川先生には常に生徒と付き合っているリスクを抱えさせ続けていて。その反面、俺は先生に心配してもらう側で。挙げ句の果てには、体調管理に失敗したせいで勉強合宿までしてもらって。

　そんな状じよう況きようが、俺は本当は嫌いやだったんだと思う。

　でも、俺はその状況を受け入れてしまっていた。

　だって、俺みたいな子供が頑がん張ばったところでどうにかできる問題ではない。大人の隣となりに立つなんて、子供である俺には無理だ。

　──そう思っていた、少し前までは。

　だけど、先月。とあるきっかけから、俺は同級生にも大人に匹ひつ敵てきする超ちようすげーやつがいることを知ったのだ。そいつはもちろん凄く頑張っていたが……その姿は、俺みたいなガキでも頑張れば大人ってやつに多少は近づけるかもしれないと勇気をくれた。

　だから、俺は決意した。

　俺は、氷川先生の隣に立てるような大人になりたい。

　氷川先生と対等になりたい。

　そうすれば、俺は氷川先生との関係を「先」に進められるような気がする。

　そう思っていたのだけど──







「……どうすれば、大人ってやつになれるんだろうな」

「ん、大人がどうしたの？」

「あ、いや、なんでもありません」

　休日。

　いつも通り、俺は氷川先生の自宅に遊びにきていた。

　今は、夕食が終わって休きゆう憩けい中だった。

　俺はといえば、ダークブラウンのローテーブルに載のっけられたお菓か子しを食べながら、氷川先生愛用の「ヒトを堕だ落らくさせるソファ」に背中を預けて全力でだらけていた。そうしているうちに、ふと、ここ最近考えていたことを思い出してしまったのだった。

　氷川先生と対等になりたい。そう決めたはいいんだけど……正直、何をすればいいかわからないんだよな。だから、大人になるために色々と考えてはいるんだけど、具体案が見つかってないのが現状だった。

　これが、ゲームだったら「◯◯の街に行けば、そのアイテムは手に入るよ」と指針を示してくれるのだけど、残念ながら現実はそうじゃない。

　ちなみに、この件に関しては、俺は木こ乃の葉はと紗さ矢やさんに聞いていた。

　だが、木乃葉からは、

　──はぁ？　どうすれば大人になれるか？　なに、拓たく也やさん、イタいこと言っているんですか？　今、自分が言っていることが過去最大級の黒歴史って自覚あります？

　と容よう赦しや無く馬ば鹿かにされ、紗矢さんからは。

　──大人になりたい？　それなら、真白に拝おがみ倒たおしてヤらせてもらえば？

　と、大変参考にならない意見をもらっていた。っていうか、紗矢さん。大人になりたいってそういう意味じゃねーよ。

　だから、こうして悩なやんでいたんだけど……くそっ、わかんねーな。そもそも、氷川先生と対等になりたいっていう考えが間ま違ちがってたのか？

　と。

「っ」

　何気なくキッチンの方を向くと、氷川先生が鼻歌まじりでコーヒーを淹いれている姿が視界に映った。次いで、氷川先生と目が合うと、俺は途と端たんに身体からだを硬こう直ちよくさせてしまう。

　だって、その……氷川先生と前回会ったのってキス未遂を起こしたときだもんなぁ。

　あれから時間は経たっているものの、まだ真正面から向き合うのは気き恥はずかしい。

　されど、一方で、氷川先生はそんなことはないようだった。

「ん？　霧島くんどうしたの？」

　リビングへと移動しながら、不思議そうにきょとんと首を傾かしげる氷川先生。この感じだと、この前のキス未遂のことなんて全く意識してなさそうだ。

　この辺は、やっぱり経験値の差なんだろうか。

　俺みたいな子供にとっては結構衝しよう撃げき的てきなことだったのだけれど、氷川先生のような大人にとっては大した出来事ではなかったのかもしれない。

「じゃ、隣失礼するね」

　言いながら、氷川先生は腰こしを下ろした。

　それから、体育座りでコーヒーカップに桜色の唇くちびるをつけて飲むが、その光景は非常に絵になっていた。絵にはなっていたのだけど……流石さすがに、それには突つっ込まざるを得なかった。

「……あの、氷川先生？　ちょっと聞きたいことがあるんですけど」

「ん？　なあに、霧島くん？　もしかして、先週の国語の課題について？」

「いえ、それも聞きたいことではあるんですけど、そうじゃなくて」




「……あの、氷川先生、なんで俺からそんなに離はなれてるんですか？」




「え、え？　そ、そうっ？」

　だけれど、その氷川先生自身は俺から数メートルも離れた場所に座っていた。なにせ俺がリビングの真ん中に座っているなら、氷川先生は窓まど際ぎわにぴったりくっつく形で座っているぐらいなのだ。どの辺が隣なんだろう。

　氷川先生は挙動不ふ審しんなぐらい視線をそわそわとさせながら。

「あ、あはは、間違えちゃった。いつも、私の定位置この辺だから癖くせでつい」

「そうなんですね。じゃあ、今度こそ俺の隣に──」

「あ、それは遠えん慮りよしておきます」

「遠慮するんですか!?」

「ちょっと今は、君の隣はね……」

「え、なんですかそれ!?　君の隣はね、の続きがすげー気になるんですけど!?　え、もしかして俺の隣なんて嫌なんじゃ……」

「あっ、もちろん、良い意味でね」

「この文脈で良い意味ってあります!?」

　全然意味がわからねーんだけど！

　も、もしかして、俺、気づかぬうちに臭におってたりするのか？　もちろん、お風ふ呂ろは毎日入ってるし、清潔に保ってるつもりなんだけど……

　最も早はや、俺が涙なみだ目めにすらなっていると。

「も、もうっ、そんな顔しないで。君が嫌とは言ってないでしょ」

　──氷川先生がそっと隣に腰を下ろして座ってきた。

　手の甲こうが触ふれ合い、彼女の熱がほんのりと伝わってくる。たったそれだけで安あん堵どして落ち着いていく。氷川先生は頬ほおをほんのりと染めてチラッとこちらを見ながら、ゆっくりと手を握にぎってきて。

「そ、その……ほら、この間あんなことがあったでしょ？　だ、だから、君の顔をまともに見れなくて……そ、それだけだからっ」

「そ、そうですか」

　なんだ……それじゃあ、俺と同じだったのか。

　そう理解した途端、ゆっくりと不安が払ふつ拭しよくされていく。

　されど、一方で別の問題も浮ふ上じようしてきた。

「…………」

「…………」

　ソファに体重を預けながら、無言で手を握り合う俺と氷川先生。

　触れた箇か所しよから火傷やけどしそうなぐらいの熱が伝わってくる。

　何も言葉を交かわしていない。でも、きっと頭の中では同じことを考えていたと思う。

　そうして、俺たちは顔を見合わせるとこの雰ふん囲い気きに絆ほだされて──

　──しまう前に、俺は別の話題を切り出す。

　へたれと思うなら、そう思っても構わない。でも、こんな時間がいつまでも続くなら心臓が持つわけがない。

「あ、あの、氷川先生ちょっと相談があるんですけどっ」

「う、うん、なにかなっ？」

　幸いと、氷川先生も食い気味に反応してくれた。

　どこか安心しながらも、俺はずっと悩んでいることを訊たずねてみる。

「あの、一つ聞きたいんですけど……その、俺の知り合いが言ってたんですけど、大人……じゃなくて、もし、そいつが今よりもずっと成長したいなら、どうすればいいと思いますか？」

　ちょっとオブラートには包んでいるんだけども。っていうか、俺にそんな相談をしてくれる知り合いなんていないんだけれど。

　しかし、氷川先生は特にそこに突っ込みを入れることなく、真しん剣けんそうに考えた後に答えてくれる。

「……うーん、そうだなぁ。成長と言うと、難しいけど」




「──でも、新しいことをやってみるっていうのは良いんじゃないかな」




「……新しい、ことですか？」

「うん」

　氷川先生は頷うなずいて。

「ほら、ゲームでも新しい街に行けば貰もらえる経験値が増えたりするでしょ？　だから、成長したいなら今までやったことがないことをすればいいかもね」

「今までやったことがないこと……」

　それは、どっちかと言えば俺が避さけてきたことだった。

　何故なぜなら、そういうものこそ無む駄だな努力に思えて。

　でも、それが大人への成長に繋つながるなら、俺は……

　そんなことを考えていると──

　氷川先生は体育座りで膝ひざに頭を預けると、ふにゃっとした柔やわらかな笑えみをつくって。

「もし、その子が慶けい花か高こう校こうの生徒なら……良かったら、慶けい花か祭さい実行委員とかやってみるといいかもね。誰だれもやりたがらないけど……でも、とってもイイ経験にはなると思うから」

「慶花祭実行委員……」

　それは、俺が奇くしくもじゃんけんで負けたが故ゆえに選ばれたものだ。

　正直に言えば、俺は慶花祭実行委員なんてやりたくない。

　じゃんけんで負けて選ばれただけ。キャラじゃない。能力的にも、俺なんかより相応ふさわしい人がいる。なのに、俺がやるなんて時間の無駄だ。心の中ではそう思っている。

　だけど……だけど、もしかしたら、俺に足りないのはそういうのに飛び込む一歩なのかもしれない。

　だとすれば、「先」に行くためなら、慶花祭実行委員を真面目まじめに全力でやってみるというのも……案外と悪くないかもしれない。たまたま選ばれた雑用役だが、それでも、本気で取り組むことで何か変わるかもしれない。

　それなら、

「……よし、やってみるか」

　自分の不ふ甲斐がいないところを見ることにはなるだろう。

　一いつ緒しよにやるのだって、クラスの交流のない女子とだ。

　だけれど、それで、氷川先生と対等になれるのならば俺は頑がん張ばれる。

　ある日の夏の夜。

　俺は一つの決意をしたのだった。







　……はずだったのだけど。

「なぁ、なんで夏なつ希きがいるんだよ？」

　週が明けて月曜日。

　慶花祭実行委員の初めての集会に向かう途と中ちゆうで、俺の隣となりにいるのは何故か夏希だった。

　夏希陽ひ菜な。

　同じクラスの同級生で、ティーンズ向けの雑誌モデルにスカウトされたこともあるらしいと噂うわさの華はなやかな女子である。

　ポニーテールの明るい髪かみ。ハンドボール部という体育会系だからか、すらっと身体の線は細く引き締しまっているように見える。猛もう暑しよだからか、夏希はブラウスの胸むな元もとを絶ぜつ妙みように見えない範はん囲いで大きく開けていた。

　だけど、うちのクラスの実行委員って、夏希じゃなくて地味な感じの女の子じゃなかったっけ？

　俺が眉まゆをひそめていると、夏希は数歩先でくるっと振ふり返った。

　それから、腰に両手を当ててムッとした表情をつくって。

「あのね、わたしだってやりたくなかったんだから。こうなったのは、全部あんたのせいでしょ？」

「は？　お、俺のせい？」

「そ。元々、実行委員だった山やま田ださんがあんたと一緒は嫌いやだって。だから、わたしがやることになったの。陽菜だったら、霧島相手でも大だい丈じよう夫ぶだろうって」

「それ、俺が悪いの？」

「山田さん、言ってたよ。あんたが怖こわくて、もし実行委員をやったら学校にも来れなくなりそうだって。でも、実行委員を辞退したら、辞退したで何かされそうだからそれも迷ってるって。……ま、全部、彼女の想像らしいけど」

「それ、俺が悪いの!?」

「あんた、実は裏で山田さんに変なことしてないよね？　そうじゃないと、この嫌きらわれっぷり説明がつかないんだけど」

「何にもしてねーよ！　っていうか、その原因は俺の方が知りたいわ！」

　ほんと、なんでそんなことになるんだろうな。

　まあ、噂に尾おひれがつきまくった結果、そうなってんだろうけどさ。

　しかし、こうして二人きりでいると、俺と夏希がチグハグな組み合わせであることを嫌でも意識する。

　夏希は、所謂いわゆる学校カーストのトップクラスに位置する女子だ。

　一方で、俺は言うまでもなく最下層。

　そんな関係なのに、なんで夏希とこんな風に喋しやべっていられるかというと。

「なぁ、夏希。いや、ヘルブラッド先生。ちょっと聞きたいんだけど、先生の新作については──って、ひっ」

「きーりーしーまー？　学校でその話題は出すなって言ったよね？　あ？」

　俺がその話題を口にした直後、夏希は圧力のある笑顔とともに詰つめ寄ってきた。

　そう。先月、俺は夏希の秘密を偶ぐう然ぜん知ってしまった。

　それは、夏希陽菜はマキナ・インフェルノ・ヘルブラッドというペンネームのラノベ作家であったということ。そして、偶然にも俺が大好きな作家さんであったこと。

　そんな奇き跡せきとともに色々とあったおかげで、俺は夏希と会話を交わすことが増えた。のだけど……

「っ」

　夏希が不自然なほど完かん璧ぺきな笑顔とともにもう一歩詰め寄ってきた瞬しゆん間かん、俺は胸をどきりとさせてしまった。反射的に一歩下がる。

　その姿に、夏希は僅わずかに形のよい眉をひそめる。だが、これも仕方ないと思う。

　何故なら、

　──でもさ、わたしは……付き合ってる、ってのが事実でもいいんだけどね

　ついこの間、俺は夏希にこんなことを言われてしまったからだ。

　もちろん、これは夏希の冗じよう談だんではあったんだけど……なんか、これ以来、妙みように意識してしまう。氷川先生がぶっちぎりで一番好きなのは変わらないけど、そもそもこんなこと言われて無反応っていうのが、俺みたいな男子高校生には無理な話だ。

　まあ、向こうはそんなこと一いつ切さい意識していないみたいだけど。

　事実、夏希は俺に至近距きよ離りまで接近したのに平然としていた。

　それどころか不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすと、くるりと背を向けて。

「……新作については、前にも言った通り来月とかに出る予定。ただ、前作の数字が良かったから部数は通常よりも多めに刷ってもらえるって」

「え？　ほ、本当か？　すげーじゃん、夏希！」

「ま、まあね。こんな時代に、色々と恵めぐまれてると思う。編集者さんにも、イラストレーターさんにも、その他色々と関かかわってる人とか……あんた、とかね」

「は？　お、俺？」

「そう、あんた。この間は、その、助けてもらったし……少なからず、今回何とか出せるのはあんたのおかげだと思ってるから。正直に言えば、感謝してる」

　依い然ぜんとして、夏希はこちらを振り向かない。

　だけれど、その耳の端はしっこはさっきよりも赤くなっているような気がして。

　俺は微び笑しようを浮うかべて言う。

「そっか。でも、俺に感謝する必要はないよ。あれは俺が好きで勝手にやったんだから」

「わかってる。だから、わたしはあんたに好きで勝手に感謝するの」

「そ、そっか」

　わかってるんだか、わかってないんだか。

　しかし、そう言われれば、俺が口を出すことはできない。

「ただ前から言ってる通り、もう、学校でその話題出さないでよ。あんた、わたしが隠かくしてること知ってるでしょ？　次、やったら……どうなるか、わかってるよね？」

「ああ、わかってるよ、ヘルブラッド先生」

「あんた絶対わかってないでしょ！」

　夏希が涙なみだ目めで噛かみ付いてくるが、もちろん、俺だって誰もいないのを確かく認にんしてから言っている。

　それは、夏希もわかっているのだろう。
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　夏希はキッと睨にらんで俺に背を向けると、今度こそ慶花高校の廊ろう下かを前に進んでいく。

　それから慶花高校の敷しき地ちを奥に真まっ直すぐ歩いて行くこと、十数分。

　俺たちが辿たどり着いたのは図書館だった。

　といっても、慶花高校の図書館ではない。

　慶花大学の図書館だ。

　今日は、慶花高校の慶花祭実行委員が全員、そして慶花大学の学生の代表格が一堂に会して行う会議なのだ。

　俺たちが図書館にある広いブースに入ると、既すでにそこには大勢の高校生と数人の大学生が集まっていた。制服と私服が入り混じるという、ちょっと珍めずらしい光景である。

　夏希がブースに入ると、途と端たんに周囲の視線が集められた。

　慶花高校の中でも、トップクラスの美少女。そんな女の子がやってきたことに驚おどろきと興奮を隠せないのだろう。

　──と思いきや、急に視線が散開した。

　ん、どうしたんだ？　いったい何があったんだ？

　と思っていると、すぐに疑問は氷解した。

「よろしい。二人とも、五分前集合がちゃんとできていますね」

　音もなく隣に立ったのは、スーツ姿の女性教師・氷川先生だった。

　氷川先生の登場によって、会場中に小声の呟つぶやきが飛び交かって騒ざわめき立つ。

　耳を澄すませば、ギリギリ聞こえてくる。

　曰いわく「……おい、ヤバいぞ。雪ゆき姫ひめに、霧島が……」「あの、二人が揃そろうなんてなんで……」え、ちょっと待った。俺もなの!?　俺たちが揃ってるから、こうなったの!?

「霧島くん、そろそろ会議が始まりますから座ってください」

　氷川先生が教師モードでありながらも、どこか嬉うれしそうに隣の席をぺしぺしと叩たたく。

　それによって、俺の席は余よ儀ぎなく決まってしまった。ちなみに、夏希は友達を発見したらしくそっちの方に行っていた。

　そういうわけで──

　俺と氷川先生が後ろの方を陣じん取どり、その周囲には誰も座らずに、前の方の席がぎゅうぎゅう詰づめになるという事態がこの会場に起こっていた。隣で、氷川先生が不思議そうに「なんで、みんなこっちに座らないんだろう……？」とか言ってるけど、これ、俺たちのせいですからね。

「っていうか、氷川先生、仕事とか大丈夫なんですか……？　最近、また忙いそがしそうにしていたような気がするんですけど……」

　幸い、周囲には誰だれも近づかない。

　前を向いたまま口だけ動かすと、氷川先生も俺の方を一切見ることなく。

「うん。というか、むしろ今、私が手が空すいてる方の部類だからここに来たって感じかな。他ほかの先生方は部活の顧こ問もんがあるけど、私はまだ部活の顧問をやってないから」

　なるほど……氷川先生は決して暇ひまじゃないけど、他の先生の方がもっと忙しいからこっちのサポートに狩かり出されたのか。教師って仕事、色々と大変すぎないか。

「それに、私はメインじゃないし。後ご藤とう先生がメインで、私はサポートって感じだから大丈夫」

　そっか……なら、大丈夫なのか？

　もっとも、その後藤先生は今日はいないようだったが。忙しいのかもしれない。

　そんなことを思っていると──

「では、皆みなさん揃ったみたいですし始めましょうか」

　ぱちん。

　両手を打って一瞬で静せい寂じやくへと導いたのは、今代の慶花高校の女性生徒会長だった。

　クールビューティーとでも言うのだろうか。黒の短たん髪ぱつで、口元にはぽつんと可愛かわいらしいほくろがあった。雰ふん囲い気きは、ＴＨＥ・仕事ができる大人の女性って感じだ。

　その名前と顔は、流石さすがの俺でも知っていた。

　東とう条じよう美み玲れい。男子人気も凄すごいが、それ以上に圧あつ倒とう的な女子人気が凄い三年生の先せん輩ぱいだ。

　噂うわさでは、この慶花高校で一番モテる生徒らしい。あとは、上司にしたいランキングが一位だとか──とにかく、良い噂が絶えない女性である。

　東条先輩は微笑を浮かべると、周囲を見み渡わたしながら。

「それでは、まずは自己紹しよう介かいを。私の名前は東条美玲……と言っても、もうご存じの方が多いかもしれませんね。今日から、慶花祭終しゆう了りようまでよろしくお願いします」

　ぺこりと、礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる東条先輩。

　そこからは、大学生の人たちの自己紹介だった。

　どうやら、話を聞く限りでは『慶花祭実行委員会』というサークルみたいな組織に所属しているらしい。……ってか、え？　慶花祭のためだけの組織が存在してんの？　じゃあ、それ以外何してんの？

　などという疑問を持つものの、粛しゆく々しゆくと会議は進められて行く。

　そして一通り説明が終わった後、最後に壇だん上じように出てきたのは一人の男子大学生だった。

　確か、重しげ野のと名乗っていたひとだ。

　それだけじゃなくて、自己紹介のときにＩＴ企き業ぎようのインターンへの参加だったり、海外留学だったり、バイトを三つ掛かけ持っていたり、女子大とのインカレの代表を務めていたなどと言っていたような気がする。俺からしたら輝かがやかしく凄い経歴を持っているひとだ。

　格好はと言えば、Ｔシャツの上に爽さわやかな色の薄うす手でのカーディガンを羽織って、アクセントとしてかネックレスを身につけていた。ファッションはわからないが、なんというか大学生活を満まん喫きつしているお洒落しやれな大学生って感じの男性だ。

　重野さんは、にっこりと微笑を浮かべながら。

「では、今日はこれで終わりだけど、みんなには次の会議までに慶花祭のメインステージのトリの出し物について考えてきてもらいたいと思います。最初に言っておくけど、僕はいつも通りの慶花祭にするつもりはありません。僕たちや君たちみんなの思い出のために、これまでになかった面おも白しろい慶花祭、イノベイティブな慶花祭をみんなと一丸となってつくっていきたいと思います」

　……なんか、立ち上げ直後のベンチャー企業の社長さんとか、Ｔｗｉｔｔｅｒでよく見る意識高い人が言ってそう。

　などと思ってしまのは、俺の心が捻ひねくれているからだろうか。

　いや、実際、この会場に俺以外にも怪け訝げんな表情をしている生徒はいた。

　しかし、大部分の高校生は期待に満ちた目をしていた。

　俺たちより、ずっと大人である大学生たちの言葉。

　それも、凄そうな経歴を持つ大学生の宣言。

　そんな大人が「面白い慶花祭をつくっていく」と口にすれば期待度も上がるのは仕方ないのかもしれない。これは、やっぱり俺が変なんだろう。

　高校生たちの期待の眼まな差ざしを受けた後、重野さんはにっこりと笑って言う。

「それでは、ここにいる皆さんで最高の慶花祭をつくっていきましょう」

　その言葉には、あちこちから力強い賛同の声が返ってきたのだった。







「……ただ、面白いメインステージの企き画かくって言われてもなぁ」

　慶花祭実行員の会議が終わった後。

　重野さんの言葉を脳内で反はん芻すうしながら、頭を悩なやませていた。

　次の会議までにメインステージの企画を考えてこいって言われたけども……こういうの苦手なんだよな。いつもならテキトーな案でも出すのだけれども、真しん剣けんに取り組むと決めた以上、一応はしっかりと考えを練っておきたい。まあ、考えても良い案なんて中々出てこないんだけど。

　そういうときは、やっぱ氷川先生に相談だよな。

　内心でそう決めて進行方向を職員室へと向けた直後、スマホがポケットの中でブルっと震ふるえた。

　取り出すと、画面にはこんな通知ポップアップが出ていた。




　夏希陽菜

　霧島、今からちょっと時間つくれたりする？

　一時間後に、慶花町駅の駅前に来れない??




「ま、夏希は無視でいいか」

　俺はポケットにスマホを戻もどした。

　別に、夏希との時間が嫌いやなわけじゃない。ただ、何というか面めん倒どう臭くさいというか億おつ劫くうなんだよな。休日に家からわざわざ出るのが面倒みたいなものだ。外に出たら楽しいのはわかってるんだけど、家から一歩出るまでが面倒なんだよなぁ……。

　それに、今は、氷川先生の所に行くつもりだったし。

　取り敢あえず、夏希の返答は保留だ。

　そんなことを思っていると、再度スマホがブルっと震えて。




　夏希陽菜

　もし来てくれたら、あんたが欲ほしがってた「魔ま法ほう神話大戦」のグッズあげるけど？




「もしもし、夏希か？　俺は駅前のどこに行けばいい？」

　俺はすぐさま電話をかけて、夏希にそう問うた。







　というわけで。

「遅おそい、霧島。すぐに来れるって言ったじゃん」

「これでも、慶花高校からダッシュで来たんだぞ。無茶言うなって」

　放課後。慶花町駅前のファミレス。

　俺と夏希は、四人掛がけのボックス席に向かい合って座っていた。

　ただ、

「……なあ、夏希。本当にここで良かったのか？」

「ん、どういうこと？　ここってそんなに変な場所だっけ？　よく、友達と来たりするんだけど」

「いや、どっちかと言えば、だからなんだけど」

　このファミレスは、慶花高校の生徒御ご用よう達たしのファミレスだ。

　だからか、学校が終わった慶花高校の生徒たちが大量に座っていた。その中の半分ぐらいは、こっちをチラチラと見ている。

　それも当然だろう。

　なにせ、夏希と俺は良くも悪くも有名人だ。それも片や学年を代表する美少女、片や目つきが悪い冴さえない少年である。経験上、絶対に根も葉もない噂があちこちでされているのはわかっている。

「ま、霧島が言ってることもわかるけどさ。別に気にしなくても良くない？　わたしはあんたとどんな噂立てられてもいいし？　もちろん、付き合ってるとかでもね」

「はいはい、そうだな。冗じよう談だんでもありがとよ」

　その言葉にちょっぴりドキッとしてしまうが、これが夏希の冗談だということはわかっている。先月、それで騙だまされたばかりだし。

　案の定、夏希は唇くちびるを尖とがらせて。

「ちぇっ、その感じだとバレちゃったか。霧島、つまんないー。前はあんなに面白かったのに。あのときのあんた、マジで告白されたと思って顔を真っ赤にしちゃってさ」

「う、うるせえよ」

　あのときのことは持ち出すなよ。

　今でも時々思い出して、勘かん違ちがいしたことに死にたくなるんだからさ。

「で。夏希、なんで俺をファミレスに呼び出したんだ？」

　何かやることあったっけ？

　それとも、また書いたラノベを読んで欲しいとかだろうか？

　俺が首を傾かしげていると、夏希は可愛らしく頬ほおをぷくっと膨ふくらませて。

「なに？　用がなきゃ、あんたを呼び出しちゃいけないの？」

「い、いや、そういうわけじゃないんだけどさ……」

　え、なに？　これってもしかして、ただ楽しく喋しやべりたかったとかそういうことなの？

　氷川先生が一番だし、勘違いはしないように努めてる。

　でも、だからって意識しないわけじゃない。夏希がわざわざ用もなく俺を呼び出すってことは、これって──

「まあ、大したことはないけど、用事自体はあるんだけどね」

　あるのかよ。

「あれあれ、霧島？　どうしたの、あんた？　何か期待した？」

「う、うるせえよ。何でもねーよ」

　これだから、ノリがフランクな陽キャラは嫌きらいなんだ！

　絶対、夏希はわかっててわざとやってるんだろうけどさ。

　夏希はくすくすと笑いながら。

「もう、ごめんって霧島。わたしのポテトあげるから機き嫌げん直してよ。ほら、あーん」

「い、いいからそういうのはっ。だ、第一、こんなことやって誰だれかに勘違いされたらどうするんだよ！」

「さっきも言った通り、別にわたしは勘違いされてもいいけど？　それとも、霧島は困るっていうの？」

「そ、それは……」

　実際、勘違いして欲しくない女性はいる。

　だけど、ここでそれを言うわけにはいかない。じゃあ誰だって話になって、氷川先生の話題まで行ったら大おお事ごとだし。

　っていうか、さっきからこのやり取り知り合いに見られたりしてないよな？

　やましいことは何もないが、傍はたから見たらカップルがいちゃいちゃしているように思えなくもない。特に、俺と氷川先生の関係を知ってるような奴やつに目もく撃げきなんかされたら、変な勘違いされてもおかしくない。

　そんな危機感を覚えながらも、俺がファミレスの外へと何気なく視線を向けた直後。

「「…………」」

　ゴミを見るような視線で見下ろしている木乃葉と、目が合ってしまった。







「もう、拓也さんこんなところで何してるんですかー？　しかも、夏希先せん輩ぱいとなんて。もしかしてデートですか？」

　数分後。

　俺の隣となりには、木乃葉がにこにこ笑え顔がおで座っていた。

　小こ桜ざくら木乃葉。

　一目で陽キャラだとわかる雰ふん囲い気きをまとったやつだ。染められた明るい髪かみは肩かたほどまであり、シュシュで一つにまとめられている。遠くから薄うす目めで見れば、素す直なおで優やさしそうな可愛げのある後輩少女に思えなくもないが、その正体は「毒どく舌ぜつ・無ぶ遠えん慮りよ・ウザい」などの数多あまたの欠点を抱かかえるやつである。

　そんな木乃葉がしれっと割り込んできたんだけど……長年の経験から、こいつが不ふ機き嫌げんなのは確定だ。なんで、こいつこんなに虫の居所が悪いんだ？　っていうか、なんで混ざってきてるんだよ。神経どうなってんだ。

　一方で、夏希も外行き用の優等生な笑みを浮うかべながら。

「あはは、小桜さん。そんなんじゃないよー。霧島とは同じクラスってだけだから」

「えー、でも、同じクラスってだけで拓也さんとファミレスに来たりしますかねー？　夏希先輩となら一いつ緒しよに行きたい男子いっぱいいると思うんですけどー？」

「もう、そんなお世辞言っても何も出ないよー。それよりも、小桜さんこそ霧島とどんな関係なの？　接点とかなさそうだから、二人が知り合いっていうのは意外かなー」

「私と拓也さんの関係ですか？　別に大したことないですよー。ただ、私は拓也さんのお部屋に何度もお邪じや魔まする程度の関係ってぐらいで。あっ、拓也さんなんて言っちゃってすみません。いつも拓也さんって呼んでるからつい癖くせでそう呼んじゃってー。外だと、いつも霧島先輩って呼ぼうとはしてるんですけどー」

「そ、そうなんだー。でも、気にしなくてもいいよー。わたし、全然気にしないから。ところで、霧島。今度、いつ家に来る？　この間来たときに、お母さんが霧島のこと気に入っちゃったみたいでさー。早く呼べってうるさいんだよねー」

「へ、へぇー、そうなんですねー。あっ、拓也さん。そういえば、うちのお母さんも拓也さんが最近来てくれないって悲しんでましたよ。前は毎日ご飯食べに来たのにって」

「へ、へぇー、そうなんだー。ほんと、どこの親も同じ感じなんだねー」

「そうですねー。ほんと困っちゃいますよねー」

　あはは、うふふ、とわざとらしい声をあげる夏希と木乃葉。

　……わぁ、二人とも仲良いなぁ。

　とは、流石さすがに思わない。なんだこれ。なんで二人とも水面下で殴なぐり合ってるような会話してるんだよ。あと、木乃葉。何度もお邪魔する程度の関係って、なんでそんな誤解されるような物言いをするんだ。まるで俺とお前がすげー仲良いみたいじゃねーか。

　っていうか。

「二人とも知り合いだったんだな」

「まあね」

　俺の質問に答えたのは、夏希だった。

「小桜さんはうちの部活に仮入部してくれたから。仮入部期間は仲良くしてたよねー」

「そうですねー。夏希先輩、とっても頼たよりになって素敵でしたっ」

「そうだったんだな。じゃあ、二人には積もる話があるだろうから俺はこの辺で──」

「「はぁっ？」」

「あ、いや、何でもないです……」

　こ、怖こわっ！　今、二人とも笑顔で俺のことを殺しそうな圧力を出してたぞ！

　夏希は笑顔を保ったまま、木乃葉へと視線を移して。

「じゃあ、小桜さんそろそろ席を外してもらっていいかな？　わたし、霧島と二人だけでしなきゃいけない大事な用事があるからさ」

「え、大事な用事？　さっき大したことないとか言ってなかったか？」

　ガンッ！

　机の下で、俺の脛すねが蹴けられた。

　い、痛えええええっ！　な、何すんだよ！　涙なみだ目めになって蹴った方向を睨にらむが、犯人である夏希は微び笑しようとともにこてんと首を傾げているだけだった。だが、その目は余計なことを喋んじゃねぇと語っている。怖い。

　しかし、それを聞いてか、木乃葉はにんまりと不敵な笑みをつくって。

「あれあれ？　大した話じゃないなら、私がいても良いですよね？　それに、私も拓也さんに大事な話がありますし？」

「いや、お前にあっても、俺には大事な話とかないんだけど。それに、お前が割り込んできたんだから大した話じゃなくても普ふ通つうに帰れよ」

　ガンッ！

　机の下で、俺の脛が蹴られた。

　い、痛えええええっ！　な、何すんだよ木乃葉！　っていうか、どいつもこいつも机の下で蹴りやがって！　俺、そんな悪いこと言ったか!?

　だけれど、夏希と木乃葉は何故なぜか満面の笑みのまま一いつ触しよく即そく発はつの空気を醸かもし出していた。

　印象的に、これまでそんなに仲が悪かったようには思えないんだけど……どうして、こうなったんだ？

　こうなったら、この場を万ばん事じ収めてくれる誰かに期待するしかない。

　誰か！　俺の知り合いで、誰かまともな人が来てください！

　そう祈いのるような気持ちで窓の外を見ると──

「…………」

「…………」

　面おも白しろい玩具おもちやを見つけたような笑顔の紗矢さんと、目が合った。

　……一番、まともじゃない人が来てしまった。







　そういうわけで。

「「「…………」」」

　俺の対面には、夏希と木乃葉、そして隣には紗矢さんが座るという構図でファミレスのボックス席の一角を占せん拠きよしていた。どうなってんだ、この組み合わせ。

　紗矢さんは、氷川先生の友達で同人作家だ。

　見た目は、ヤンキーみたいな金きん髪ぱつ少女である。しかし、身長は小学生高学年程度しかないため粋いきがっている子供にしか見えない。氷川先生曰いわく、タバコもお酒も大好きなバリバリの大人らしいんだけど。

　一方で、夏希と木乃葉は紗矢さんの登場に困こん惑わくしていた。まあ、そうだよな。いきなり説明もなしにナチュラルにテーブルに入ってきたんだから。どうせ、紗矢さんは面白そうだからって理由で入ってきたんだろうけど……紗矢さんはといえば、何の説明もすることなくパフェを頼たのんでいた。自由すぎる。

「え、えーっと、あなたは霧島とどういう関係なのかな？」

　しばしの間の後。

　流石に我が慢まんできなくなったのか、夏希が紗矢さんに年下を相手にするような口調で訊たずねた。それに対して、紗矢さんがこそこそと小声で訊ねてくる。

「なぁ、彼氏くん。あたしはなんて答えればいいんだ？」

「できる限り、氷川先生のことを言わずにお願いします。俺と氷川先生の関係は探さぐられたくないんで。あとは基本的にお任せします」

「オッケーオッケー。取り敢あえず、真白のことは言わずに、あたしたちの関係に違い和わ感かんがないような説明ができればいいんだな？」

「そうですね」

　この際、氷川先生との関係がバレなければ後はどうでもいい。

「じゃあ、後は任せときな」

　ニヤッと不敵な笑みをつくる紗矢さん。

　その笑みの頼もしさと言ったら、もう……！　流石、紗矢さん！　頼れる大人！　ほら見てろよ、ＪＫども。これが分別ある大人だぞ。あと、紗矢さん、さっきは一番まともじゃないとか言ってすみませんでした。

　ところで、なんだけど。

　紗矢さんは、「あたしたちの関係に違和感がないような説明をする」って言ってたけど、外から見れば、俺たちってどう見えるんだろうな？

　窓に映った姿を見ながら、俺は思い返してみる。




　俺（目つき悪い＆年上に見られがち）　←　大人っぽい

　紗矢さん（身長が百五十センチ未満）　←　小学生っぽい




　……ま、まさか。

　紗矢さんは見た目相応の──つまりは、十二歳ぐらいの甘ったるい声とともに、可愛かわいらしく首を傾かしげる。

「あたしとお兄ちゃんの関係？　それはちょっとここでは言えない関係かな……？」

「なんて危険な台詞せりふを口走りやがる！」

　俺を社会的に抹まつ殺さつする気か！

　やばいやばいやばい！　これは洒落しやれにならない！

　っていうか、別の意味で違和感が発生してんだろうが！　ある意味、言い得て妙みようなのかもしれないけど、何かの罪で捕つかまるわ！

　案の定、木乃葉と夏希は小声でひそひそと。

「え、いや、お兄ちゃんって……拓也さんに妹なんていませんよね？」

「え？　ってことは、関係ない女の子に妹と呼ばせてるってこと……？」

「うわっ、拓也さんキモっ」

「霧島、流石にそれは……いくらなんでも性せい癖へき拗こじらせすぎじゃない？」

「死ね、ロリコン」

「ちょっと、わたし通報してくるね……」

「いやいやいや！　ちょっと待った違ちがうからな！　こ、これは紗矢さんの悪ふざけだから！　まったくの事実無根だからな！　ってか、紗矢さんも何か言ってくださいって！」

「え？　何か言えって……それって、もしかして、お兄ちゃんがこの間無理矢理やらせたお医者さんごっこのこと……？」

「そんな記き憶おく、一ミリたりともありませんけど！」

　ヤバいヤバいヤバい。下手すりゃマジで通報される。

　俺がサッと顔を青ざめさせると、紗矢さんはくくくっと笑い声を響ひびかせる。

「いやー、彼氏くんはやっぱ面白いなぁ。これだから揶揄からかうのが止やめられないんだよな」

「も、もう、毎回心臓止まりそうになるんですから止めてくださいって」

「あ、あれ、その感じ……もしかして違うの？」

「当たり前だろ」

　何を勘かん違ちがいしているんだか。

　俺が目を細めて睨みつけると、夏希は「も、もちろん、わたしはわかってたよ？」と言いながら目を逸そらした。絶対に信じてたな、これ。

　一方で、木乃葉は紗矢さんの「彼氏くん」発言で全すべてを察したようだった。「そういうことですか」と小さく呟つぶやきながら、何かを納なつ得とくしていた。

　紗矢さんは辺りを見回しながら。

「あたしは神かん坂ざか紗矢。こう見えても、もう二十歳はたちは超こえてるんだぜ。よろしくな。彼氏くんとの関係は……まあ、ただの友達を通じて知り合った知り合いみたいなもんだな」

「え、えーっと……っていうことは、学生ってことですか？」

「んいや。あたしは漫まん画が家かだ」

「え？」

　途と端たんに目を輝かがやかせる夏希。きっと同志に見えたんだろう。だが、木乃葉に不思議そうに見られていることに気付いて、こほんと咳せき払ばらいをして微笑に切り替かえた。次いで、俺の方を見て「後で詳くわしく教えろ」と語りかけてくる。……生きづらそうだなぁ。

　と。

[image: ]

　ピッと手を挙げて、夏希が紗矢さんに訊ねる。

「あの、神坂さん。一つ聞いてもいいですか？」

「ん、なんだ？　何でも聞いてくれていいぜ？」

「じゃあ、えっと、その……神坂さんが霧島のことを『彼氏くん』って呼ぶのってなんでですか？　最初は神坂さんが霧島の彼女かと思ったんですけど、話を聞いてみると違うみたいだし……」

「…………」

　その質問に、紗矢さんはじわりと額に汗あせを掻かく。

　……えっと、まさか何にも考えなしに言ってたわけじゃないよな、紗矢さん？

　俺が恐おそる恐る視線で窺うかがうと、紗矢さんも同じく目でウィンクとともに語ってくる。

（わりっ、彼氏くん☆）

（なにやってくれてるんですか!?）

　この後、夏希を誤ご魔ま化かすのに滅め茶ちや苦く茶ちや苦労した。




　　　　◇　◇　◇




「……っていうことがあったんですけど」

「ふーん、そうなんだ」

　それから、一時間後。

　徐じよ々じよに夜へと差し向かっていく頃ころ、俺は氷川先生と一いつ緒しよに自分の家で過ごしていた。

　だが、今日のファミレスでのことを話した途端、氷川先生はゆっくりと不ふ機き嫌げんになっていき、話を終える頃にはついには膨ふくれてしまうぐらいだった。

　やっぱり、他ほかの女の子とファミレスに行くのは不味まずかったか？

　そう思っていると、氷川先生はぷくーと頬ほおを膨らせたまま。

「ずるい」

「へ？」

「だから、ずるいの。別に霧島くんが他の女の子たちと仲良くするのは良いことだけど……私だって、そういうこと霧島くんとやりたいのに」

「氷川、先生……」

　俺と氷川先生は生徒と教師だ。

　だから、他の恋こい人びとが当たり前のようにしていることが中々できない。

　それは、俺も氷川先生も納得済みだったことではあるんだけど……そうだよな。だからって、憧あこがれないわけではないよな。実際、俺だって氷川先生としたいことは、たくさんあるわけだし。

「あっ、でも、だからって君に止めて欲しいわけじゃないからねっ。ただ、なんというか羨うらやましいなぁって思っただけで……そもそも高校生の頃にも、あんまりそういうことをしたことないし」

　俺に誤解させないように、氷川先生はわたわたと手を振ふりながら慌あわてて説明してくる。

　そう、氷川先生はこういう女性なのだ。だからこそ、教師と生徒という立場であるものの、何とか普ふ通つうのデートの場をつくりたいんだけど……難しいよなぁ。生徒の俺と教師の氷川先生が一緒にいる時点で不自然なわけだし。

　それはそれとして、一つ気になることがあった。

「そういえば、氷川先生の高校時代ってどんな感じだったんですか？」

　氷川先生の高校時代の話は、実を言うとあまり聞いたことがない。

　こうしてみると、俺って氷川先生のことを何もかも知っているわけじゃないんだなと思う。特に、氷川先生の過去のことなんかは。

　俺の問いかけに、氷川先生は頬を染めて髪かみの毛の先を指でくるくると弄いじりながら。

「わ、私の高校時代……え、えーっと……そんなの聞いても、何にも面おも白しろくないよ？」

「俺にとっては氷川先生のことなら何でも面白いです。だから、教えてください」

「そ、そう……？　そ、それならいいけど……でも、本当に大したことは何もないよ？」

　そう前置きして、氷川先生は高校時代のことを喋しやべり始める。

「じゃあ、私の高校時代なんだけど……あの頃は文芸部で本をずっと読んだりしてて、地味な日常を送ってたかな。クラスでもそんなに友達がいるわけでもなかったし。あ、その頃から紗矢とだけは仲良かったけど。同じ文芸部だったし」

「へぇー、紗矢さんも文芸部だったんですね」

　高校時代が一緒だったのは知っていたが、紗矢さんとは部活も一緒だったのか。

「そうそう。紗矢とあと顧こ問もんの先生と三人でよく一緒に、放課後遊んでたりしてたなぁ」

「せ、先生とですか？」

　俺は氷川先生と付き合っているから、先生と遊ぶという概がい念ねんが受け入れられないわけではないが、特とく殊しゆだという自覚はある。実際、高校生で先生と一緒の時間を過ごす人は少ないんじゃないだろうか。

「やっぱり珍めずらしいよね。今の私だって、霧島くん以外の生徒と放課後を一緒にすることはないわけだし」

「良い先生だったんですか？」

「どうだろう……？　若くて綺き麗れいな女性の先生だったんだけど、厳しかったし、良い思い出ばかりってわけでもないし……でも、うん。総合的に見ると、良い先生だったのかも」

　過去を思い返すように、氷川先生が遠くを見つめる。

　その表情は郷きよう愁しゆうを感じさせるような、柔やわらかな感情で溢あふれていた。

「だから、私の高校生活は地味だったけど充じゆう実じつはしてたかな。ゲームをしたり、漫まん画がを読んだり、アニメを見たり、紗矢と同人誌をつくったり、色々してたし。……まあ、そのせいで紗矢以外の交友関係は絶望的だったりするし、高校生っぽい青春はできなかったから、それがちょっと心残りだけど」

「心残り」

「うん。もうちょっと文化祭でクラスの出し物を頑がん張ばったり、クラスメイトと色々と巡めぐったり、そういう青春っぽいことをもっとしても良かったかなって。私、三年連続、文芸部の部室で店番してたし」

「そう、なんですね……」

「ただ、ま、青春っぽいことは君とたっぷりできてるからそれでいいかな」

　氷川先生にチラッと見つめられると、何だか恥はずかしくなってしまう。

「で、結局、夏希さんの用事はなんだったの？」

　ふと思い出したように、氷川先生が訊たずねてきた。

　俺は答える。

「慶花祭メインステージの出し物の打ち合わせみたいでした。ほら、実行委員会で次回までに考えてきて欲しいって言われたじゃないですか」

　まあ、結局、木乃葉たちがいたからそんなに打ち合わせはできなかったんだけど。

　それと、なんで夏希が俺と一緒に考えようとしたのかは最後まで謎なぞだった。

　確かに、一人より二人で相談した方がいいんだけど……夏希って、そこまで慶花祭実行委員に懸かけてるようなやつだったっけ？

「そっかそっか。……で、霧島くんはどんな案を考えたの？」

「それが、まだ全然思いついてなくて……氷川先生は何かありますか？」

「私？」

　自分を指差す氷川先生。

　それから、顎あごに手を当てて唸うなってから。

「うーん、そうだなぁ……私は声優さんとか慶花祭に呼ぶのがいいと思うかな。クラスで呼ぶのは私もどうかなと思うけど、メインステージならぴったりだと思うし」

「おー」

　それは確かに楽しそうだ。俺も声優さんを呼べるなら頑張れそうだ。

　慶花祭のメインステージでは、例年、アイドルや有名人に来てもらっていたりする。あながち不可能というわけでもないのだろう。

「もし、来てもらえるなら誰だれがいいですか？」

「えっとね、最近ハマってる新人さんとか色々とあるけど……やっぱり、この人かな」

　言いながら、氷川先生が口ずさんだのは、オタクであれば誰もが一度ぐらい聞いたことがある歌だった。ラノベと言われれば誰もが真っ先に思い浮うかべるほどの──宇宙人、未来人、超ちよう能のう力りよく者しやなどが出てくる超絶有名ラノベ。氷川先生が歌っているのは、そのアニメのＥＤだ。「ナゾナゾ♪　みたいに♪」とノリノリで歌っている。氷川先生が呼びたいと思っているのは、そんなラノベのメインヒロインの声優さんなんだろう。

　ただ、俺が気になっているのは──

「……え？　なんで、氷川先生そんなに踊おどれるんですか……？」

　さっきから歌いながら、氷川先生の身体からだは歌に合わせてずっと動いていた。

　それは、まさに職人芸の域だ。だって、結構激しい踊りなのに一いつ切さい乱れることなくトレースしてるんだもんな。キレとか半はん端ぱない。その踊りを習得するまでに、いったいどれだけの研けん鑽さんを積んできたのか。はっきり言えば、ドン引いていた。

　俺が恐れ慄おののいていると、氷川先生は慌てたように手を振りながら。

「ち、違ちがうからっ。べ、別に、私が変なわけじゃなくて、私ぐらいの世代の人は、あの作品が好きだったらだいたい踊れるからっ。ほ、本当よっ？」

「いくら、氷川先生の言葉でもそれには騙だまされませんよ？　そんなに、あんな激しい踊りを踊れる人がいるわけないじゃないですか」

「うー、本当なのにぃ……」

　ぷくぅっと頬を膨らませ、不満を訴うつたえてくる氷川先生。

「霧島くんだって『チカっ◯チカ千花っ♡』踊れるでしょ？　それと同じだから！」

「流石さすがに踊れませんよ！」

　いや、正確には踊ろうとはしたんだけどな。だけど、覚え切れなかったのと、ふとした拍ひよう子しに踊りを練習している自分を鏡で見てしまって止やめた。可愛かわいい女の子だから良いモノってあると思う。ちなみに、俺の踊りはどこかの部族の雨あま乞ごいみたいだった。

「でも、霧島くんも流石にこのアニメは知ってるんだね」

「そりゃ、オタクなら知ってますよ。もちろん、俺は一挙放送とか再放送ですけど。リアタイは……俺、ようやく立って歩いてたか、ハイハイしてたかもしれませんね」

「え？」

　まあ、物心がついてないから実際のところは知らないけど。

　だけれど、俺がそう口にした瞬しゆん間かん、氷川先生はギギギと壊こわれた機械のように首を動かした。口元が「ハイハイ……ハイハイ……」と繰くり返し紡つむいでる。

　氷川先生は目からハイライトを消して、この世の全すべての絶望を見てきたかのような表情とともに手を震ふるわせる。

「は、ははっ、そ、そうなんだ。私が全力でオタクに目覚めてた頃、霧島くんはハイハイしてたんだ……」

「じ、実際のところはどうかわかりませんよ？　ただ、年ねん齢れい的にはまだしててもおかしくないっていうか」

「私、ハイハイしてる子と付き合ってるんだ……」

「俺、今、ハイハイなんてしてませんよ!?」

　だが、氷川先生は俺の声なんて聞こえてないようだった。

　ハイハイ、ハイハイ……と静かに呟つぶやいている。どれだけショックだったんだ。

「でも、声優さんを呼ぶという案は面白いかもしれませんね」

　一度だけ、ライブなどとは違って、俺は声優さんが登とう壇だんするトークショーイベントに参加したことがあるが──そのときはまだアニメ放送前なのに、ラノベ原作の一部の台詞せりふを公開アフレコしてくれるってことがあった。あれを聞いたとき、まだページの向こうにいるキャラがより鮮せん明めいに目の前に現れた気がして感動したのを覚えている。

　あれに似た光景にもう一度立ち会えたとしたら、きっと凄すごく楽しいと思う。

「よしっ、決めました！　なんか氷川先生の案をパクってる感じですが、すげー楽しそうと思ったんで、俺も声優さんを呼ぶって書くことにします！」

「おおー」

　俺が高らかに宣言すると、氷川先生は控ひかえめにパチパチと手を打った。

　そして、何とか絶望の淵ふちから戻もどってきたみたいだ。

「で、君は誰を呼びたいの？」

「星ほし宮みや志し帆ほさんです！」

「えっと、私も絶対に無理な声優さんを挙げたけど……それは流石に無理なんじゃない？」

　氷川先生が恐おそる恐るそう言ってくる。だが、俺もそうだと思う。

　星宮志帆。その名前を、若い世代の間で知らない人はいないだろう──とは言い過ぎかもしれないが、しかし、今をときめく新人声優であることには間違いない。

　元々は、ドラマなどに出ている女優さんだった。

　だが、オリジナルのアニメ映画に出るのが世間に公表されたのがちょうど一年前。

　昨今、劇場版のアニメでは俳優さんが起用されがちだが、星宮志帆もその流れの一人だった。当然、起用当初こそネット上で色んな良くない話が流れたが……しかし、映画が上映されてからは評価は逆転した。今では声優にこだわりがあったオタクにもファンが非常に多い。最近では深夜アニメでも度たび々たび出ることがあるぐらいだ。

　言わば、声優の中でも世間の認にん知ち度どが高い一人だ。

　だけど、それは凄すさまじく有名であることを示すことに他ほかならない。

　そんな凄い女性を、高校の文化祭に呼ぶことなんてできるはずもない。

「はい。もちろん、わかってます。星宮志帆さんを呼びたいってのは俺の理想です。だから、実際には呼ぶのは無理だと思うんですけど、もしできたらいいなって」

「うん、そうだね」

　それには、氷川先生も同意するように微び笑しようを浮かべた。

「じゃあ、星宮志帆さんみたいな声優さんを呼べるように頑張ろうー！」

「はい！　では、誰かが星宮志帆さんを呼んでくれることを祈いのって！」

「そこは自分じゃないの!?」

　氷川先生が目を丸くする。

　しかし、俺だって自分の立場は理解している。ってか、俺が主導となって声優さんを呼ぶイベントを取り仕切るなんて冗じよう談だんじゃない。嫌いやというかそれ以前に、笑えない。そもそも能力が足りないし、そんなことしたら慶花祭を台無しにしてしまうこと請うけ合いだ。

　ま、現実にそんなこと起こるはずがないけどな。

　俺は吞のん気きにそう考えて、万が一にもそんなイベントにならないかなと夢想していた。

　このときは、まだ。




　　　　◇　◇　◇




　週明けの月曜日。

　その日は、慶花祭実行委員会が高校の大教室で開かれた。

　内容は前回宣言されていた通り、慶花祭のメインステージの出し物決めだ。

　一人一枚紙に書いて、それぞれに投票していくという形式である。

　俺はといえば、氷川先生のアイデアをパク……もとい共感したので、声優さんを呼んでトークショーと書いていた。

　で、集計の時間。

　生徒会の書記の生徒が紙を一枚一枚見て、ホワイトボードに案を書いていく中、不意に立ち上がったのは大学生のリーダー格・重野さんだった。

　重野さんは書記の作業を遮さえぎる形で紙を見ていきながら、コメントをしていく。

「『うちの大学出身のバンドを呼ぶ』か、これは数年前にもうやってるんだよね。新しくないし、面おも白しろくないかな。それから『るんかちゃん』というアイドルは誰だい？　あんまり有名じゃない人を呼んでも、慶花祭に人が呼べないんじゃないかな。僕たちはそういうことも考えていかないとね」

　言いながら、次々と紙を捲めくっていく。

　気がつけば、書記の生徒の手も止まっていた。

　これから、みんなで投票する予定だったのだが……実質、重野さんに否定された案はボツ扱あつかいだ。それを再び議題に上げようとする者は、この場にいない。当たり前だ。大学生相手に、真正面から立ち向かえる者なんてこの教室にはいない──

　いや。

「ちょっといいですか、重野くん」

　そこで口を挟はさんだのは、氷川先生だった。

　視線を集めつつも立ち上がると、氷川先生は真しん剣けんな顔つきで凜りんと声を響ひびかせる。

「重野くん、これは高校生たちの慶花祭でもあります。多数決を採ることもなく、案をボツにしてしまうのは──」

「やだなぁ、氷川先生」

　だが、重野さんは氷川先生に最後まで言葉を紡がせなかった。

　重野さんはにっこりと微笑を浮かべながら。

「別に、僕はボツになんかしてませんよ、ちょっと感想を言っただけで。だから、みんなも全然色々言ってくれていいから。ほら、いつでもどうぞ？」

　しかし、そう言われても、この雰ふん囲い気きのなかで言える高校生なんているはずもない。

　沈ちん黙もくが、一秒、二秒……そして三秒続いた後、重野さんは周囲を見回すと肩かたを竦すくめる。

「ほら、いないみたいですよ。最初から、みんな、僕の意見に納なつ得とくしているんですよ」

「いえ、今の状態で生徒が意見することなんて──」

「でも、実際上がってこないんだから仕方ないじゃないですか。それに、氷川先生。先生は高校生たちの慶花祭と言いましたけど、これは当然大学生たちの慶花祭でもある。そんな中で、一番口を出しちゃいけないのは先生なんじゃないですか？」

「それは……そうですが」

　重野さんの反論に、氷川先生は口ごもる。

　だけれど、実際それは正しい。部外者を挙げるならば、それは教師だ。口出しするなというのは流石に暴論だが、それでも大学生と高校生がメインとなって動かなくてはならないのは明らかだ。

　それは、氷川先生も認識しているのだろう。

　小さく息を吐はくと、氷川先生はぺこりと頭を下げて。

「……わかりました。ですが、高校生たちの意見もちゃんと聞いてくださいね」

「もちろん、それはわかっていますよ。では、そういうことだから、みんな、何か意見があったらその場で言ってくださいね」

　いや、何にもわかってないじゃん。

　思わずそんな毒を脳内で吐いてしまうが……いや、これも、重野さんの策略の一つなのかもしれない。こうしていれば、少なくとも重野さんの独どく壇だん場じようであるわけだし。

　まあ、だからといって、それが一いち概がいに駄だ目めとも思わない。

　リーダーシップを発揮してくれる人がいれば、物事はとんとん拍びよう子しで進んでいく。

　みんなの顔色を窺うかがいながら牛歩で進んでいくのが、適していないときもある。特に、短期間で準備から開かい催さいまで持っていかなければいけないときには。

　とはいえ、単純に好みではないことは確かなんだけど。

「それから、この案も駄目だね。理由はさっき言った通りだけど──」

　氷川先生がやり込められてからは、予想通り重野さんの独壇場だった。

　多数決するまでもなく、重野さんがばっさりと切り捨てていく。

　そうしているうちに、一枚、また一枚と案を書いた紙の山が減っていき、残り数枚となった頃ころ。重野さんがこれまでと違ちがった反応を見せた。

「ほう、おお……なるほどなるほど。良い案があるじゃないですか」

　その声に、俺たちは一いつ斉せいに顔を上げる。

　だって、これまで否定ばっかりだったからだ。俺からしたら難なん癖くせつけてるようなところもあったが、それら全てを通過する案があったなんて。いったいどんな案なんだ？

　考えていることは同じだったのか、重野さんに視線が集中する。

　重野さんもそれを感じ取っているのか、教室全体を見み渡わたしながら言う。

「うん、これは新しい。今まで慶花祭になかった案だ。──霧島くんっているかな？」

「え？」

　お、俺？

　辺りを見回せば、ほとんどの生徒が後ろを振ふり返って俺を見ていた。

　それで、重野さんは霧島が誰だれかわかったらしい。俺の顔を見て一いつ瞬しゆんギョッと目を剥むくものの、重野さんはなんとか笑え顔がおをつくる。

「君が霧島くんか。君の案は素す晴ばらしいよ。声優さんを呼ぶ……今までありそうでなかった案だ。うん、新しくて面白いんじゃないかと思う。僕はこの案が一押しだな。書記の方、書いてもらって良いですか」

「あ、は、はいっ」

　慌あわてて紙を受け取ると、書記の生徒がホワイトボードに俺の案を書いていく。

　それを見て、大半の生徒は「他の案とそんなに大差があるか」と眉まゆをひそめていた。

　実際、俺もそう思う。

　だが、重野さんは何が気に入ったのかうんうんと頷うなずきながら。

「じゃあ、多数決をしよっか。みんなの意見を聞くことは大事だからね。僕は声優さんを呼べば絶対に成功すると思うけど、みんなの意見はどうかな？　──じゃあ、一の案が良いと思う人？」

　重野さん自ら多数決を採っていく。

　だが、堂々とあんなことを言われた手前、なかなか他の案には手が挙がらない。

　一応、別の案に全く手が挙がらないわけではないが、重野さんが「ふーん、そんなにいいかなこれ。失敗させたいのか？」と教室のどこに座っていても聞こえるほどの声量で呟つぶやくせいで、だんだんと手も挙がらなくなっていった。

　そうして、最後の案まで多数決が行われた結果──

「うん、やっぱりそうだよね。みんな、僕と同じ意見だったわけだ。じゃあ、これで声優さんを呼ぶ案に決まりだね」

　あの雰囲気の中で、結局、重野さんに逆らう者は現れなかった。

　隣となりで、氷川先生が何かを考え込むような表情をつくっていたが何も発さなかった。

　しかし、これで取り敢あえず今日は終わりだ。

　場の雰囲気としてはあんまり良くないが、俺にとってはそれほど悪いことではない。

　だって、本当に声優さんを呼んでくれるかもしれないし。

　もしかしたら、奇き跡せきが起きて星宮志帆さんが来てくれることも……って、なんてな。俺だってそれが無理だってことはわかっている。あれだけ忙いそがしい声優さんのスケジュールを押さえるなんて無理に決まってるだろうし。でも、万が一にも来てくれたら最高──

「じゃあ、霧島くん明日からよろしく。代表同士一いつ緒しよに頑がん張ばって行こう」

「……へ？」

　再び重野さんの声。

　俺の理性は一気に現実に戻もどされるが……え、今、何て言われた？　代表同士？　誰と誰が代表なんだ？

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、重野さんは薄うすい笑みを貼はり付けて。

「あれ、言ってなかったっけ？　今回は案を出した人に慶花祭実行委員の代表を務めてもらうつもりだったんだ。そっちの方が案のイメージがはっきりしているし、何よりモチベーションが違うからね」

「い、いや、でも──」

「じゃあ、よろしくね。では、僕は次があるからこれで」

　それだけ言うと、重野さんは他ほかの大学生を伴ともなって教室から颯さつ爽そうと出ていく。

　取り残される俺たち高校生。

　だが、この教室にいるどの高校生も同じことを思っていたと思う。

　……い、いやいやいや！　う、嘘うそだろ？　お、俺が？　友達が片手で数えられるぐらいしかいない、クラスメイトともまともにコミュニケーションが取れない俺が？　慶花祭実行委員の代表？　本気で言ってんのか？

　だが、当然、この場で重野さんに反論できる者はいなくて。

　慶花祭まで残り一ヶ月近く。

　慶花祭は、俺が想像し得うる限りの最低最悪のスタートを切った。








第三章









「そ、それでは、ほ、他に何かある人はい、います、いますでしょうか？」

　馬ば鹿かみたいに心臓が拍はく動どうしているのがわかる。

　五十名名近く収容できる大教室。

　慶けい花か祭さい実行委員の生徒たちに見つめられて、俺の手は細かく震ふるえていた。

　俺がいるのは壇だん上じようだった。

　今日は、慶花祭実行委員会の代表となっての二回目の会議。一回目については思い出したくないぐらい失敗した。それを踏ふまえての二回目の会議だったわけだが、失敗の数としてはそれほど変わらなかった。

　多くの生徒の視線を集め、何度も頭を真っ白にして台詞せりふを飛ばしてしまった。

　最も早はや、どもってしまうのなんて当たり前だ。

　俺は教室を見回して誰の手も挙がっていないことを確かく認にんすると。

「……で、では、きょ、今日の慶花祭実行委員会はこりぇで」

　噛かんだ。

　途と端たんに、かぁぁぁぁっと頬ほおが熱を持ってくるのがわかる。やべぇ、死にたい。後ろの方に座っている男子生徒と女子生徒の口元が動く。声量は小さいが、その動きでなんとなく言っていることはわかった。──「今日だけで何回噛むんだよ」

「では、こ、これで終わりにします。あっ、ありがとうございました」

　それでも何とか最後まで早口で紡つむぐと、俺は強ごう引いんに会議を終わらせた。

　よ、よかった。今日はこれで終わりだ。誰が何と言おうと、これ以上はやりたくない。

　そんな風に緊きん張ちようの糸を急に切ってしまったからか──

　ズルッ！

　俺は壇上から降りる際に思いっきり滑すべって転んでしまった。

「…………」

　教室が一瞬で静かになる。

　誰も何も言わない。

　俺は慌てて立ち上がると、資料をまとめて外に出ていく。直後、教室が一気にざわついた。各おの々おのがひそひそと喋しやべっているせいか、正確には聞き取れない。それでも、断だん片ぺん的に聞こえる「ダサい」「マジ笑えるんだけど」などの言葉だけで、十分致ち命めい傷しようだった。

　だけど、何より辛つらいのは。

「……え、えっと、霧きり島しまくん大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺が教室から少し離はなれた廊ろう下かの角っこにいると、氷ひ川かわ先生がパタパタと駆かけてきた。

　その表情からは、気き遣づかうような感情が見えた。

　氷川先生はさっきの失敗については何も言わない。

　言うこと自体が、俺を追い詰つめることをわかっているのだろう。

　しかし、普ふ段だんは鉄仮面のはずなのに、最近のその表情は俺を心配していることを雄ゆう弁べんに語っていた。

　俺は俺は自分の出来なさを知っている。

　だから、不ふ甲斐がいなさに落ち込むことはあっても今いま更さら絶望することはない。

　だけれど、好きな女性に──氷川先生に自分の不甲斐ないところを見せるのはまた別の話で。こんな一面を見せないために、対等になりたいって思っていたはずなのに。

　ほんと何やってんだよ、俺は。

「はい、大丈夫です。傷は大したことありませんから」

　俺は何でもないように振る舞まって何とか微び笑しようを浮うかべる。

　そんな効いてないアピールをする自分も、嫌いや気けが差して堪たまらなかった。







　だが、問題はそれだけではなかった。

「来てもらう声優さんなんだけどね、最低でも星ほし宮みや志し帆ほちゃんぐらい有名な子ね」

「え……？」

　慶花祭実行委員会が終わった後、重しげ野のさんに呼ばれて大学の教室に行くと、彼は開口一番そんなことを言った。

　大学の教室には、多くの私服の大学生がいた。

　だから、制服である俺は物もの凄すごく目立って居い心地ごこちが悪い。

　だが、そんな気まずさを一時的に忘れてしまうほど、重野さんの言葉は衝しよう撃げき的だった。

「……星宮志帆さん、以上ですか？」

　俺だって、星宮志帆が呼べるならそれが一番良いと思っている。

　呼べたのならば最高だろう。

　だけれど、どれだけ無理難題かは理解している。開かい催さいまで時間もないのに、高々、高校と大学合同の文化祭に来てくれるはずもない。もう既すでにスケジュールだって埋うまっているはずだ。星宮志帆以上に認知度がある声優さんについては、言うまでもない。

　なのに、星宮志帆以上に有名な人って……このひと、本気で言ってるんだろうか。

「い、いや、俺も呼べたら良いと思いますけど……でも、流石さすがにそれは」

「でも、それぐらい有名な人じゃないと人を呼べないよ」

　重野さんは至し極ごく当然のようにそう言った。

「僕たち上の人間はそういうことも考える必要があるって、前にそう言ったよね？　君も知ってるだろうけど、慶花祭の出店には近きん隣りんのお店も出店してくれている。彼らは慶花祭に集まる人数なら利益が出ると思って、わざわざ出店してくれているんだ。つまり、有名な声優を呼ぶのは必ひつ須す。星宮志帆ちゃん可愛かわいいし」

「それは、そうかもしれませんけど……でも、そんなのいったいどうやって」

「それを考えるのは君の仕事だろ。あっ、あと、僕は忙しくてこれから別件で二週間ぐらい会議に出れないから」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください。それじゃ──」

「じゃあ、あとはよろしくー」

　言いながら、重野さんは他の大学生を伴って教室から出て行った。

　聞こえてくる会話は「これからどこに遊びに行く？」「夜はダーツバーとか、スポーツバーっしょ」「いやいや、麻雀マージヤンで」などといったものだ。

　そして、取り残された俺はと言えば、呆然とその背中を見送るしかなかった。







　当然、それだけで問題が終わるはずもなく。

「えーっと……こ、これってなんでしょうか？」

　重野さんの呼び出しから戻ってくると、慶花祭実行委員用に割り当てられた教室の俺の机に大量の書類が積まれていた。

　それに答えたのは、クールビューティーな生徒会長・東とう条じよう先せん輩ぱいだった。

　東条先輩は申し訳なさそうに。

「君がチェックしなければいけない書類よ。私たちも出来る限りこっちで処理をしようとしているのだけど……こればっかりは、君のチェックが必要で。その、ごめんなさい」

「い、いえ、気にしないでください。代表の仕事ということなら、俺がやりますからっ」

「いえ、ごめんなさいというのはそれだけではなくて……本当なら、重野さんを止めなければいけないのは生徒会長の私だったのに。なのに、君に押し付けてしまって……」

　東条先輩が顔を歪ゆがめる。

　それだけで、この先輩が良い人であることがわかった。

「それも気にしないでください。その……誰だれだろうと止められなかったと思いますし、あの場で何も言えなかった自分にも責任がありますから。取り敢えず代表になった以上、何とか頑張ってみます」

　俺は何とか笑え顔がおをつくって返答する。

　だけど、この書類の量は流石に不味まずい。

　書類チェックなんて慣れてない俺なんかにこの量が処理できるのか？

「あ、あの、ちょっと質問なんですけど……東条先輩ならこの量はどれぐらいで処理できますか？」

「私なら？」

　しばしの間の後に。

「そうですね……おおよそ五時間程度かしら」

「は？　ご、五時間？」

「ええ、五時間程度ね。一枚の書類でも、他の書類と突き合わせて確認しなければならないことがあるから……霧島くんどうしたの？」

「い、いえ、何でもありませんっ」

　口元を震わせながら、俺は額に冷ひや汗あせを浮かばせていた。

　生徒会長として書類チェックに慣れているであろう東条先輩で、五時間もかかるなら……俺はいったい何時間かければいいんだ？

　ま、まあ、でも、これだけなら最悪でも時間をかければいつかは終わる──

「それと、あの、大変言い難にくいのだけど」

　と、そこで。

　東条先輩は恐おそる恐る口を挟はさんでくる。

「この手の書類チェックは今後も増えていくわ。それもかなり速いペースで」

「…………」

　俺は卒そつ倒とうしかけた。




　　　　◇　◇　◇




「…………はぁ」

　カタカタ、と。

　くたびれたサラリーマンのように、俺はパソコンのキーボードを叩たたいていた。

　これは実行委員代表として支給されたパソコンだ。毎年使っているからか型は古いものの、使用感は問題ない。どうせ、テキストエディターとかエクセルとかしか使わないし。

　慶花祭実行委員の代表となってから、既に一週間が経過していた。

　だが、もうこの時点で限界だった。いや、限界というよりは何をしていいかわからず時間を使っているという方が正しいか。とにかく、時間が刻々と過ぎ去っていくのに対して仕事の量は一いつ切さい減っていなかった。

　それどころか、

「あ、あのっ、き、霧島さん」

「あ、は、はい」

　顔を上げると、三年生の男子の生徒が目の前に立っていた。

　眼鏡をかけた気弱そうな先輩である。俺の方が後輩のはずなのに、ずっと「さん」付けで呼ばれている。やっぱ、俺、そんなに怖こわいのか……

　その先輩はびくびくしながら、一枚の書類を差し出してきて。

「あ、あの、この書類についてなんですけど、チェックしてサインを貰もらえますか」

「は、はい、わかりました。じゃあ、後で見ておくので横に置いてもらえますか？」

「えっと、横って……」

「え？」

　見れば、隣となりの机は同じような書類で埋まっていた。

　これを見るたびに、憂ゆう鬱うつになるが……そっか、ついに机を一つ侵しん食しよくしちゃったか。

「じゃあ、受け取っておきます。すみません、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げて、俺は先輩から書類を受け取る。

　しかし、日に日に書類の高さが増えていくのはどうなってんだ？　俺、毎日処理してるはずだよな？　なんで増えてるんだ？

　と。

「霧島くん、大丈夫？　今日もまだ残る？」

　ひょいっと顔を覗のぞき込んできたのは、東条先輩だった。

　最初こそ無愛想に思ったものの、東条先輩は実は滅め茶ちや苦く茶ちや優やさしいひとだ。こうして俺みたいなロクな噂うわさがない不良系ぼっちにも、毎日声をかけてくれるし、仕事も滅茶苦茶手伝ってもらっている。正直、頭が上がらないぐらいだ。

　だが、それでも、仕事はほとんど進んでいない。

「はい、もうちょっと残ります。重野さんから言われたことも、まだ終わってないので」

「そう……くれぐれも無理はしないでね」

「はい、それはわかってます」

　先月、それで氷川先生に叱しかられたぐらいだ。その辺の見み極きわめはちゃんとやっている。

　ただ、俺が無理したからって終わるかどうかはわからないけど。

「では、お疲つかれ様です」

　程ほどなくして、東条先輩をはじめとした多くの生徒が帰宅し始めた。そろそろ、部活の生徒たちも帰宅を始める時間。この辺で帰宅するのが健全なんだろうけど、まだまだ終わらないしなぁ……ってか、あれ？　校舎も真っ暗だし、なんか雨も降ってないか……？

　気がつけば、窓の外は豪ごう雨うだった。

　折おり畳たたみ傘がさは、ロッカーに入れているので問題ないが……これは帰るのが面めん倒どう臭くさい。

　しかし、まだ仕事が残っている俺は帰れない。

　それに、

「………………」

　慶花祭実行委員に割り当てられた教室。俺の隣の机では、氷川先生が淀よどみなくパソコンのキーボードを叩いて仕事を続けていた。眼鏡の奥では瞳ひとみが動き、無む駄だのない動きで次々と仕事を片付けている。十分に一度、集中が切れてしまう俺とは大おお違ちがいだ。

　氷川先生はサポートとして慶花祭実行委員会を手伝ってくれている。

　だが、サポートのはずなのに、氷川先生は連日顔を見せて、俺と一いつ緒しよに夜よる遅おそくまで仕事をしてくれていた。正直、メインの教師よりも出張ってくれているぐらいだ。

　けど、

　……やっぱ、遠いな。

　俺と氷川先生との物理的な距きよ離りは、二メートル程度しかない。

　それでも、氷川先生との差は否いやが応でも感じた。この先生と対等になるためには、どれだけ研けん鑽さんを積めばいいのだろう。果たして、追いつくことなんてできるんだろうか。そう思ってしまうほどの圧あつ倒とう的な差。

　……でも、俺はやると決めたんだ。

　氷川先生と対等になるために。

　だから、俺はその差に恐れてなんかいられない。

　どれだけ差があろうとも──前に進まなきゃいけないんだ。

　から元気であることはわかっている。されど、そうやって無理やりにでも奮い立たせなければ今にも何もかも諦あきらめてしまいそうだった。

「ふぅ……」

　小さく息を吐はき出して、俺はパソコンに向き直る。

　そうして、なけなしの集中力を振ふり絞しぼって作業に戻もどるのだった。







　それから、どれだけの時間が過ぎ去っただろうか──

　外から響ひびく凄すさまじい雷らい鳴めいに、俺は思わずパソコンの画面から顔を上げてしまった。

　どうやら、雨足は更さらに強まって雷かみなりさえ鳴り始めたらしい。

　窓の外がピカッと閃ひらめくと同時に、「ひっ」という音も聞こえてきて、その後に反射的に縮み上がりそうなほどの轟ごう音おんが「ひっっ」という小さな音とともに鳴り響き……さっきから、ちょいちょい聞こえる「ひっ」ってなんだ？

　俺が隣を見ると、氷川先生は変わらず仕事をしていた。

　その物理的な距離は、さっきも確かく認にんした通り二メートル……あれ、本当に二メートル？　なんかさっきよりも近づいてない？　気のせい？

「あの、氷川先生……？」

「なんでしょうか、霧島くん？」

　氷川先生が鉄仮面の教師モードで応じる。

　その不思議そうな表情からは、とてもわざわざ席を移動させたとは思えない。ってことはやっぱり俺の気のせい──

　ピカッ！　──ゴロゴロゴロッッッ！

「ひっ！」　──ずりずりずり、ぴたっ。

「………………あの、氷川先生？」

「な、なんでしょうか」

　今や、氷川先生は俺のそばにぴったりと寄り添そっていた。

　二メートルどころか、俺たちの間は十センチもない。

　ついでに、氷川先生は俺の服の端はしっこを掴つかんでいた。おかしいな……さっきまで差を感じていたはずなんだけど。途と端たんに、どっかに行ったような気がする。

　取り敢あえず、俺は訊たずねてみる。

「あの、氷川先生。もしかして、雷が」

「怖くありません」

「…………」

「怖くありません」

　超ちよう食い気味の返答だった。

　最も早はや、俺が何と言おうとしていたか完全に読んでないと反応できないレベル。クイズ大会なら無む双そうできる。

　しかし、氷川先生はさっきよりも服をしっかりと掴んだまま、ぷるぷると震ふるえていた。

　この様子では、雷が苦手なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　となると……彼女が大好きな彼氏としては取る行動は一つしかない。

「氷川先生、そろそろ帰りますか？　もう学校にも誰だれもいないようですし」

　窓から外を覗けば、この教室以外で電気がついているところはない。職員室も消灯しているぐらいだ。もっとも、この慶けい花か高こう校こうには警備員さんがいるようなので、完全に俺たちだけってわけじゃないんだろうけど。

　とはいえ、氷川先生としては雷がますます激しくなっているこの状じよう況きようでは一刻も早く帰りたいはずだ。だから、俺はそう提案したのだが……

　俺の言葉に、氷川先生は頷うなずこうとする。

　が、その寸前。ふと思い出したように、ポツリと。

「あ、でも、職員室に忘れ物が……」

　俺たちは、チラッと廊ろう下かを見る。

　すると、そこには真っ暗な廊下が広がっていた。







　ここでちょっとした余談ではあるが、一度だけ、俺は氷川先生の「教師モード」と「通常モード」の使い分けについて考えたことがあった。

　まあ、ちょっとした頭の体操程度で真しん剣けんに考えてたわけではないが、予想するに、氷川先生は教師として接するときには「教師モード」を、彼女として接するときには「通常モード」を使っているみたいなのだ。……本人は、あんまり意識してないらしいけど。

　ただ、それはそれで納なつ得とくするものであった。そもそも、教師モードとか勝手に呼んでるのも俺だけだしな。氷川先生が意識してなくても何ら不思議ではない。

　話を戻そう。

　だからというか、氷川先生は基本的には学校では教師モードだ。

　しかし、学校でも、教師モードでなくなるときがある。色々理由はあるが、一つ目は学校の中でも、俺に対して彼女として接するとき。

　そして、もう一つ原因を挙げるとするならば──

　──テンパってる状態が、氷川先生の中で限界値を突とつ破ぱしたときだ。

「～～～～～～～っ！　～～～～～～～～～～～～～～っっ！　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっ！」

　言葉にならない悲鳴を、さっきから連続で発し続ける氷川先生。

　理由は単純。雷鳴が凄まじい音量で鳴り響いてるからだ。

　あの後、俺たちは氷川先生の忘れ物を取りに校舎の中を歩いて職員室に向かっていた。

　もちろん、電気はつけている……が、必要最低限しかつけていないので、所々が暗くて結構怖い。それだけでなく、雷との距離も近づいてきているのか、雷鳴も徐じよ々じよに大きくなっている気がする。

　俺は別に雷が苦手ってわけでもないが、それでも本能的に嫌いやな感覚を覚える。

　にもかかわらず、こんなにも冷静でいられるのは氷川先生が隣でビビりまくってるからだ。俺の腕うでは、氷川先生の胸にぎゅううううううっと力強く抱だきしめられて埋まい没ぼつしている。普ふ段だんであれば幸せな感覚に集中しているのかもしれないが、先生の腕わん力りよくが強過ぎてむしろだんだん感覚がなくなってきている。大だい丈じよう夫ぶだよね、鬱うつ血けつとかしてないよね？

「も、もう無理っ！　無理なのっ！　なんで、私たちこんな怖いとこにいるの!?　もう早くお家うち帰りたい！」

　最早テンパリすぎて、若じやつ干かん幼児退行しているレベルだった。

　ってか、これ、通常モードですらないな。氷川先生の新モード・「幼児モード」だ。

　新モードといえば、少年漫まん画がだったら新しい能力を手に入れて強化されるところなんだけど、氷川先生は劣れつ化かしかしていない。なんて使えない新モードなんだ。可愛かわいいからいいんだけど。

「ほら、氷川先生。もうすぐ職員室ですよ？　頑がん張ばりましょう？　忘れ物を取って帰るんでしょう？」

「……うん、頑張る」

　涙なみだ目めで、こくりと頷く氷川先生──いや、真ま白しろちゃん。

　真白ちゃんは俺にぴたっと寄り添いながら、頑張って前に進んでいる。

　だが、大変なのは外がピカッとしたときで、その度たびに真白ちゃんは「い、いつ？　いつくるかな？　いつくるの？」とビクビクしながらその場で待ち、雷鳴が轟とどろいたときには「ひゃあああっきたああああっ」みたいな反応をするから、なかなか進まない。可愛すぎか。

　しかし、職員室が見えてきた直後、真白ちゃんはてててっと前に走り出した。

　その姿は、さながら「はじめてのおつかい」のようだ。お目当てのものを見つけたのか走り出してしまう真白ちゃん。駄だ目めだ、あまりの成長に涙してしまって前が見えない。

　だが、別に、真白ちゃんは雷を克こく服ふくしたから前に走り出したわけではなかった。

　職員室に入ると、途端に雷鳴が小さくなる。凄すごいな、どうなってるかわからないけど、そこそこの防音機能が職員室にはあるらしい。

　職員室に入って一安心したのだろうか。

　一仕事終えたように、彼女は額をシャツで拭ぬぐって。
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「ふぅ。……では、忘れ物を回収して帰宅しましょうか。あんまり学校に遅おそく残っているのもよくないですからね」

「…………」

　俺は、何か突つっ込むべきなんだろうか。

　迷っていると、真白ちゃ……いや、氷川先生は自分の机から忘れ物らしきものを取り出すために引き出しを開ける。

　そんな光景を視界に収めながら、俺はあるものを見つけて、

「…………え？」

　絶句、した。

　職員室ではありふれた光景なのかもしれない。先生なら、みんなやっているものなのかもしれない。だけれど、その光景は、俺にとってはあまりにも衝しよう撃げき的すぎた。

　氷川先生の引き出しには、俺たち生徒一人一人の名前を書いたノートが置いてあった。

　そのノートが何を意味しているか。

　明言されたわけではないが、何となく推測することはできた。

　以前の氷川先生との会話を思い出す。

　──で、でも、それって俺がどこで躓つまずいたか把は握あくしていないといけませんよね？　正直、俺、どこがわからないかわかってないっていうか。どこで躓いたかすら把握できてないんですけど……

　──それは、問題ないよ

　──それは、これまで勉強を教えてる中で把握済みだから

　あのとき、俺は氷川先生が自分だけ特別に思っているのかと思っていた。

　でも、それが勘かん違ちがいだったとしたら？

　もし、氷川先生が受け持っている生徒全員に同じことをしているとしたら？

　だとしたら、俺は──

　と。

「ねぇ、霧島くん。君、無理していない……？」

　不意に、氷川先生が通常モードの口調とともに顔を覗のぞき込んできた。

　優やさしい色の瞳ひとみに見つめられて、俺は本音を何もかも吐き出してしまいそうになった。

　だが、何とか笑えみを貼はり付けると、俺は。

「だ、大丈夫です、氷川先生。無理なんかしてないですよ」

「本当？　無理してたら言っていいんだからね？　君だけが頑張る必要はないんだから」

「っ」

　氷川先生からの優しい言葉。

　たったそれだけで最後の一線で堰せき止めていた感情が溢あふれ出そうになる。こんなの、無理だ。俺になんてできるわけがない。もっと相応ふさわしい人がいるはずなのに。──そんな考えが脳のう裏りを過よぎって止まらない。

「せ、先生、実は……」

　そうして、俺の口からついにその一いつ端たんが零こぼれ出そうになったそのとき。

「っ」

　ピカッ、と。再度、外で雷かみなりが轟いた。

　氷川先生だけではなく、そのときばかりは俺もビクッとしてしまう。……び、びっくりした。雷のことをすっかり忘れてたから、不意打ちに驚おどろいてしまった。

　だが、

「「あ……」」

　雷に意識を引きつけられて、俺は何気なく、氷川先生は涙目で窓の外に視線をやる。

　窓の外では、先さき程ほどより雨足が強くなっていた。

　そのせいか、校舎の玄げん関かん口にも雨が少しずつではあるが浸しん入にゆうしてきていた。そして、そこには、慶花祭の準備のために他ほかのクラスの生徒がつくっていたオブジェがあって──

　瞬しゆん間かん。

「っ」

　氷川先生は慌あわてた様子で職員室を飛び出していった。

　え、ど、どうしたんだ？　俺もつられて先生の背中を追つい随ずいする──が、行き先は何となくわかっていた。

　果たして、俺の読み通り、氷川先生が向かったのは校舎の玄関口だった。

　氷川先生が雨に濡ぬれないようにオブジェを校舎の中に引っ張っていく。だけれど、雷を怖こわがっているせいか遅ち々ちとして進まない。なら、俺がやることは一つしかなかった。

「氷川先生！　俺がやりますから、先生は校舎の中に！」

「ご、ごめんね、霧島くんっ」

「いえ、大丈夫です！」

　氷川先生の役に立つってのは嬉うれしいし、何の問題もないんだけど──このオブジェ、滅め茶ちや苦く茶ちや重いな！　俺が元々運動不足ってのもあるだろうけど、このオブジェの大きさは俺と同等程度だ。一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　それでも、えっちらおっちら雨に濡れない範はん囲いまで引っ張り込むと、俺は廊下の上に寝ねっ転ころがった。……もう無理だ、当分は力仕事なんてしたくない。

「お疲つかれ様。ありがとね、霧島くん」

「いえ、俺は大丈夫なんですけど……氷川先生は大丈夫なんですか？」

「？　大丈夫だけど、どうしたの……？　く、くしゅんっ」

　氷川先生のスーツは、雨に濡れてびちゃびちゃになっていた。

　俺は途と中ちゆうから引き継ついだから大して濡れてはないが、氷川先生は一番濡れる段階のときにオブジェを引っ張っていたからなぁ……濡れるのは道理である。

「氷川先生、早く職員室に戻もどりましょう。風邪かぜひいちゃいますし」

「そ、そうね、く、くしゅんっ」

　くそっ。こういうときに、俺が何か羽織るものでも持ってれば良かったんだろうけど、夏服だからそんなもの持ってるわけがないし。なんつーか、こういうとこは本当に決まらない体質な気がする。

「でも、みんなの成果が台無しにならなくて良かったね」

「え？」

「ほら、せっかく、みんなが頑張ってるのに雨で濡れて台無しになっちゃったら残念でしょ？　それがなくって良かったねって」




「──やっぱり、みんなには慶花祭は良い思い出だけであってほしいから」




　……ああ、そっか。

　氷川先生の行動の理由は半ば予想がついていたが、その言葉でようやく形を持ったような気がした。

　氷川先生が雷が怖くても自分が濡れても生徒の制作物を守ったのは、ひとえに生徒の思い出が楽しいものだけであって欲しいから。

　……やっぱ、そうだよな。氷川先生ってそういう教師だよな。

　それなら、

「氷川先生は慶花祭が成功したら嬉しいですか？」

「え、うん。それはもちろんそうだけど……どうしたの？」

「いえ、ちょっと再確かく認にんしただけです」

「？」

　俺の言葉に、氷川先生はきょとんとした表情を浮うかべて首を傾かしげる。

　しかし、俺にはその返答だけで十分だった。

　どうやって、認知度のある声優さんを呼べばいいかもわかっていない。会議の進め方だってわからないし、問題は数え上げたらキリがない。

　それでも、俺は慶花祭を成功させたいと思い始めていた。

　声優さんに会えるかもしれない。新しいことに取り組めば、『大人』に近づけるかもしれない。そして何よりも、氷川先生が喜んでくれるなら──全力でやるしかないだろ。

　拳こぶしを、握にぎる。

　まだ、どうすればいいかもわかっていない。

　俺程度の能力ではどうにもならないことばかりだ。

　だけど、俺から見ればずっと凄い氷川先生だって、最初から何もかも上手うまくいったわけではないはずだ。

　さっき見たノートなどで分ぶん析せきしてトライ＆エラーを繰くり返してきたからこそ、氷川先生は適切な指導をすることができるようになったはずだ。だって、氷川先生自身言ってたじゃないか。

　──だから、霧島くんの成績の上げ方は一見難しそうに見えて簡単なの

　──躓いたところを理解し直して、今、習っている単元まで辿たどっていく

　──たったそれだけで、君は伸のびるよ

　ああいうことを言っておきながら、氷川先生が実じつ践せんしてないわけがない。

　それに対して、俺は何をやった？

　俺なんかがトライ＆エラーをせずに代表の仕事が上手くいくなんて、そんなことあるはずもないのに。

　何から手をつけていいかもわからないが、何か良い方法はあるはずだ。

　そうして、俺は追うべき背中を再確認したのだった。




　　　　◆　◆　◆




「あれ？　真白先生、今日も実行委員会？」

「はい。一応、サポートなので」

　慶花祭実行委員会が始まってから一週間と少し経たった頃ころ。

　私は仕事が一段落すると、職員室を後にした。

　向かうのは、当然、慶花祭実行委員会に割り当てられた教室。

　だが、辿り着いても、すぐには教室には入らなかった。

　私は教室の扉とびらを少しだけ開けると、中を覗く。

　もちろん、対象は私の彼氏である──

「拓たく也やさんでも探してるんですか？　どんだけ過保護なんですか」

「っ」

　びくっとして慌てて振ふり向くと、そこには小こ桜ざくらさんが立っていた。

　小桜木こ乃の葉はさん。霧島くんが住んでいる家の大家さんの娘むすめさんで、霧島くんの幼おさな馴な染じみ。

　そうして、霧島くんから彼女の話こそ聞いていたものの、少し前にようやく顔を合わせた私たちの関係を知る数少ない人物。なのだけど……これまで、小桜さんが学校で話しかけてくることなんてなかった。いったいどうしたのだろうか？

　しかし、当然そんな疑問に答えるわけもなく、小桜さんは心底興味なさそうに。

「どうせ、拓也さんのことを心配してるんでしょうけど……問題ないですよ」

「みたいですね。最近は、色々と頑がん張ばっているみたいですから」

　一時期こそは、本当に辛つらそうにしていた。

　だけど、ある時期から吹ふっ切れたように行動するようになった。

　手て探さぐりでトライ＆エラーをしているようだが、少しずつ前に進んでいる。今では積極的に他の生徒に話しかけて、ちょっとずつ仕事を進められるようになってきたみたいだ。

　それこそ、この間の勉強合宿のときのように。

　小桜さんは教室で奮ふん闘とうする霧島くんの姿を懐なつかしむように目を細めて。

「氷川先生は拓也さんを舐なめすぎなんですよ」

「そうかもしれませんね。だって、私に告白して納なつ得とくさせたぐらいなんですから」

「うわっ、惚のろ気けうざ」

　小桜さんがうんざりした表情をつくるが、私は小さく笑えみを溢こぼすばかりだった。

　そう。そうだ。

　霧島くんの諦あきらめが悪いことを一番体感しているのは、私自身だ。

　なのに、こうやって遠くから過保護に見守って。そんなことする必要がないのは、私がよく知っているはずなのに。

　これは、まだ一歩。まだまだ課題は山積みとなっている。

　しかし、私は歯車が僅わずかながらもゆっくりと動き始める音が聞こえてくるような気がしたのだった。




「……ところで、小桜さんはなんでここに？　というか、どうしてそんなに霧島くんの事情に詳くわしいんですか？」

「べ、別にたまたまですしっ」








第四章









「声優さんの！　呼び方がわかりません！」

　昼休み。生徒指導室。

　氷ひ川かわ先生といつものようにお昼の時間を過ごしながら、俺は堂々と宣言した。

　まあ、開き直ることではないかもしれないけど。でも、仕方ないもんなぁ。最近は徐じよ々じよに代表の仕事は上手くいきつつあるが、こればっかりはさっぱりわからない。

　氷川先生は顎あごに手を当てて首を傾げる。

「確かに声優さんってどうやって呼ぶんだろ……？　インターネットで調べてみた？」

「あ」

　あまりにも当たり前すぎて思いついてなかった。そっか、インターネットで調べてみたら出てくる可能性があるのか。

　俺の表情を見てか、氷川先生は苦く笑しようする。

「じゃあ、先生と一いつ緒しよに調べてみよっか。ちょうど、私、ノートパソコン持ってるし。ほら、こっち来て」

「は、はい」

　氷川先生がぺしぺしと叩たたいた隣となりの空間に、俺は恐おそる恐る移動する。

　……それにしても、やっぱ氷川先生って綺き麗れいだよな。横顔なんて何度も見てるはずなのに、ちょっと隣で密着するだけでドキドキするし。なんか良い匂においもするし。

「ん、どうしたの？」

「い、いえ。何でもありません」

　氷川先生が不思議そうに顔を覗のぞき込んでくるのに、俺は慌あわてて首を横を振る。

　せっかく、氷川先生が一緒に見てくれるんだからしっかりしないと。

　氷川先生にドキドキしてる場合じゃない。

　そんな俺の様子に首を捻ひねりながらも、氷川先生はノートパソコンを開いて。

「じゃ、ちょっと調べてみよっか……って、あ」

　前回にパソコンを使ったときには、調べ物でもしたまま画面を閉じてしまったのだろうか。スリープ状態から復帰したパソコンの画面には、こんなことが書いてあった。




『年下の彼氏をメロメロにするキステクニック』




「え、これって……」

「ち、違ちがうからねっ」

　バタン！

　氷川先生は耳の端はしまで真っ赤に染めて、慌てた様子でノートパソコンを閉じた。

「こ、これはっ。そ、その……た、たまたま調べてたら辿り着いただけだからっ。そ、そういうことをするつもりは一いつ切さいないからっ」

「た、たまたまですか」

「そ、そう。た、たまたまなのっ」

　こくこくと何度も頷うなずく氷川先生。

　その必死な感じからは明らかに嘘うそってわかるけども、ここは一ひと先まず黙だまっておこう。ふ、ふーん、でも、そっか。氷川先生、キステクニックについて調べてたのか……

「ほ、ほら、これはいいからとにかく調べよ。……あっ、ほらあったよ？　このページとかはどう？」

「え、えーっと……」

　氷川先生が未いまだに頬ほおを染めたまま、とあるウェブページを指差してくる。

　俺はちょっと顔を近づけてそのページの内容を見る。

「えーっと……方法としては、事務所の公式ＨＰに企き画かく書しよを出したりすることが必要みたいですね。そのためにはギャラとか、あとは呼び込める人数とか必要と……うげっ」

　マジかよ、そんな情報が必要なのか。

　いや、事務所側としたら当然のことなのは理解できるのだけど、こんな情報なんてどうやって集めるんだ？　生徒会長の東とう条じよう先せん輩ぱいとかに聞けばわかるものなのか？

「企画書ってなると、大変だね。これは君一人じゃ難しいかも」

「そう、ですよね……」

「うん、これについては私が手伝ってあげる。と言っても、最終チェックぐらいだけど」

「え、ほ、本当ですか？　それでもありがたいですっ」

　俺は生まれてこのかた、一度も企画書なんて作ったことはない。

　だというのに、初めてがこんな大おお舞ぶ台たいなのだ。失敗が許されない状じよう況きようでは、最終チェックだけでも十分有り難がたい。

「で、企画書はある程度フォーマットというか……書くべきことを簡潔に書くことが大事っぽいね」

「ってことは、大半は簡単に埋うまりそうですね」

「そうそう。となると、重要なのは誰だれに何をしてもらいたいかってことなんだけど……」

「それこそ簡単に決まるじゃないですか！」

　俺は椅い子すから立ち上がると、宣言する。

「星ほし宮みや志し帆ほさんに劇場版アニメの主題歌を歌ってもらう！　これしかありません！」

「あ、歌を歌ってもらうのは、ＪＡＳＲ◯Ｃに追加でお金を払はらう必要があるかも」

「マジですか!?」

　声優さんを呼ぶだけでも結構なギャラがかかりそうなのに、追加でお金？　そんなお金なんてあるわけがない。

　星宮志帆さんが出ていた劇場版アニメは主題歌が凄すごく人気だ。

　それこそ、アニメを見たことがなくても曲は聞いたことがあるほどに。

　だから、歌って欲しかったんだけど……そっか、お金かぁ。こればっかりは、どうしようもない。

「じゃ、じゃあ、今、星宮志帆さんが出ている大人気のアニメのアフレコとか！」

「それはそれで、その作品の許可を取るのが難しいかも……」

「そう、ですか……」

　となると、どんなことをやってもらうのがベストなのだろう？

　俺がやって欲しいと思うことは、だいたい権利関係とお金が難しそうだし……うーん、意外と難しいぞこれは。

「ちなみに、氷川先生は誰に何を……って、これは前に聞きましたね」

「うん、私は断然これ」

　いつかみたいに、氷川先生が「ナゾナゾ♪　みたいに♪」と踊おどって見せる。可愛かわいい。

「でも、それもそれで権利関係とか難しそうですよね……」

「そうだね。これについては、ちょっと考える必要があるかも」

「そうですよね……」

　俺にとっては思わぬ落とし穴だ。

　出し物の中身なんて、すぐに決まると思ってたからなぁ。

　結局、氷川先生とのこの時間の中では結論はでなかった。




　　　　◇　◇　◇




「これ以上、予算が出ないか……よね？」

「はい」

　放課後。

　慶けい花か祭さい実行委員に割り当てられた教室。

　東条先輩に予算について相談すると、思いっきり渋しぶい顔をされた。

　何をするにも先立つものが必要である。そういうわけで、生徒会長である東条先輩に相談してたんだけど。

「結論から言うと、これ以上、予算を増やすのは難しいわ」

「そうですよね……」

　予想通りの返答が来て、俺はがっくりと肩かたを落とした。

　当たり前だ。各所にもお金が必要なのに、メインステージのトリだけで大金を注つぎ込めるわけがない。

「こういう相談をしてくるってことは……お金が足りないのよね？」

「はい、そうですね……その、全然足りません」

　俺が素す直なおに答えると、しばしの間、東条先輩は考え込むような仕草を見せた後。

「参加者から徴ちよう収しゆうするというのは？　それか、別の案を考えるとか」

「俺もそれは考えたんですけど……全部、重しげ野のさんに却きやつ下かされました」

　なんでも、前者はお金を取ると来場数が減るとのことだった。

　まあ、参加費で補ほ填てんしようとすると結構な額になるから、その考えはわからないでもないけど……そこまで参加者数にこだわる理由はわからなかった。

　ちなみに、後者は面おも白しろい案がなかったから却下だった。

「どうして、重野さんはあそこまで参加者数にこだわるんでしょうか？」

「それ、は……」

「何か知ってるんですか？」

　純じゆん粋すいな疑問というのもあるが、情報があれば重野さんを納なつ得とくさせられる確率が上がるかもしれない。

　俺が真まっ直すぐに見つめると、東条先輩はふぅっと息を吐はき出して。

「あくまで、噂うわさなのだけど……重野さん、天あま宮みや商しよう事じに就職したいらしいわ」

「天宮商事って……えっと、なんですか？」

「有名な商社よ。知らない？　街でも時々名前を見かけることがあると思うけど」

「す、すみません、あんまりそういうの興味がなくて……」

「ま、そうよね。基本的にＢｔｏＢの会社だから知らなくても無理ないかも」

「びーとぅーびー？　ああ、びーとぅーびーですね。あれ、有名ですよね。俺もよく学校帰りに行ってます」

「……えっと、年収が高い会社って覚えればいいと思うわ」

　何故なぜか東条先輩は生温かい目をしていたが、俺はそれでようやく納得していた。

　なるほど、商社ってそういう会社なのか！　商社は年収が高いことはよく覚えておこう。

　ってことは、重野さんはその年収が高い会社に就職したいってことなのか？

　でも、それが慶花祭とどう絡からんでくるんだ？

　俺の怪け訝げんな表情で理解できていないことを察したのか、東条先輩は補足する。

「私、新卒の姉がいるから就活のことはそこそこ知ってるんだけど……就活では、っていうか、天宮商事は特にガクチカ……学生時代に頑がん張ばったことを重要視するらしいから。だから、重野さんは実績が欲ほしいんだと思う」

「えーっと……つまり、就活で相手に良く思われるために、慶花祭で実績が欲しいってことですか？」

　なんだ、それ。っていうか、就活ってそんなに面めん倒どう臭くさいことしなきゃいけないのかよ。就職したくないんだけど。

「そういうこと。そのために、第百回の慶花祭を超こえたいみたい」

「第百回の慶花祭ですか？」

「あら、知らない？　第百回の慶花祭と言えば、伝説の年で有名なのに」

「す、すみません、そういうのも疎うとくて……」

　友達少ないから、どうしてもそういう情報には疎そ遠えんになってしまう。

「謝らなくても良いんだけどね……まあ、簡単に言うと、その年は慶花祭のなかでも一番集客人数が多かった年なの。元々、メモリアルイヤーということで大々的にやっていた年ではあったんだけど……なんか、ある作品がアニメになったときに、そのなかで慶花祭が取り上げられたみたいで。最近だと、その続編で慶花桜花祭が取り上げられてたかしら」

「あー」

　その話は、オタクである俺はもちろん知っている。

　というか、あの反はん響きようがあったのって伝説回だったのか。

　慶花桜花祭のときには、氷川先生とデートに行こうとして、結局行くことができなかったからよく覚えている。あのときは一波乱あって、氷川先生との付き合い方を考えさせられたものだった。

「重野さんはその伝説回の集客人数を超えたい……と」

「そうみたいね」

　何故、重野さんが集客数にこだわるかは掴つかめた。

　だが、これは……難しくないか？

　慶花祭の成功には、大学生側の協力が必要。しかし、大学生側は重野さんが仕切っている。重野さんは自分の就活のために伝説回を超えるほどの集客数を達成したい。星宮志帆を呼べれば、あるいはそれも可能かもしれないが、現状ではお金が足りない。

　つまり、お金さえあれば解決……というか、解決の手がかりぐらいにはなるかもしれないが、高校生にとってはそれが一番難解な問題だ。

「私は別の案が良いと思うわ。ちょっと考えてみて」

「そう、ですね……」

　こればっかりは仕方ない。

　声優さんのイベントは諦あきらめて、重野さんが納得するような面白そうな案を考える方が良いんだろう。

　その方が遥はるかに建設的なのだから。







「……って、そう簡単に納得できたら良かったんだけど」

　相も変わらず、慶花祭実行委員に割り当てられた教室。

　俺は自分の席で小さく溜ため息いきをついた。

　納得なんてできるわけがない。

　そりゃ、俺個人としては、重野さんの就活なんて知ったことではないが……でも、氷川先生が喜ぶイベントを考えるなら声優さんを呼ぶのが一番良いに決まっている。

　なら、俺がやるべきことはただ一つだった。

　それはわかってるんだけど……くそっ、どうすりゃいいんだろう──

「きーりーしーま？　ねぇ、聞いてんの、霧きり島しま？」

「うわっ、び、びっくりした」

　不意に視界が何かで遮さえぎられたかと思ったら、夏なつ希きが両手を腰こしに当てて目の前に立っていた。表情を見る限りだと、なんか怒おこってるっぽい。

「え、え─っと……どうしたんだ、夏希？」

「どうした、じゃないでしょ？　わたし、さっきから連れん絡らくしても全然反応しないし、ここにやってきて声をかけても全然気づかないしで、すっごく苦労したんだけど」

「わ、悪い」

　スマホを見てみると、確かに夏希からの連絡が大量に来ていた。

　考え事をしてたから気づかなかったみたいだ。

　そこでようやく、この教室の生徒の視線がこちらに集まっていることに気づいた。夏希は慶花祭実行委員であるものの、メインは二年二組の出し物を取り仕切ってもらっている。そのためか、この教室には滅めつ多たに来ない。だからこそ、久々の学年一の美少女の登場に注目が集まっているのだろう。

　俺は周囲に聞こえないように小声で。

「で、えーっと……何の用だ？」

「ちょっと付いてきて欲しいところがあるんだけど、時間ある？」

「あー」

　正直なことを言えば、時間が余っているわけではない。代表としてやるべき仕事がたくさん積んである。

　ただ、今は行き詰づまっているし、ちょっとぐらいならいいか。

「二時間ぐらいなら抜ぬけても大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……何するんだ？」

「それは後のお楽しみってことで」

　そんな意味深なことを言って、夏希はぐいぐいと俺の服の袖そでを引っ張る。

　こうなっては、仕方ない。

　他ほかの生徒の好こう奇き心しんに溢あふれた視線に針のむしろに座っているような気分を味わいながら、俺は夏希を伴ともなって教室から出ていく。

「で、そんなにヤバいの？」

　教室を出た途と端たん、夏希が真しん剣けんな表情でじっと見つめてきた。

「なんか凄すごい悩なやんでるっぽかったし、わたしの連絡も無視するぐらい余よ裕ゆうがなかったみたいだし？　だから、慶花祭実行委員の方、そんなに不味まずいのかなって」

「連絡の件は悪かったって」

　チラッと、俺は隣となりの夏希を一いち瞥べつする。

「えーっと、まあ……進しん捗ちよくの方は察している通り、その、かなり不味いです」

「それってやっぱり声優さんを呼ぶってやつで？」

「ああ」

　そこであることを思いついて、俺は誰だれもいないことを確かく認にんしてから訊たずねてみる。

「そういえば、その……夏希って声優の知り合いとかっていたりしないか？」

「声優の知り合い？　……まあ、志帆ちゃん……星宮志帆なら知り合いっていうか、友達だけど。ちょっと前にパーティーで一いつ緒しよになって年も近かったから仲良くなって、今では時々遊びに行くぐらいの仲かな」

「マジで!?」

　あ、あの、星宮志帆と友達!?

　え、それなら、サインとか貰もらいたい──じゃない。

　もしかして、これってチャンスじゃないか？

「あの、夏希……いえ、夏希様！」

「え、な、なに、あんた？　急にどうしたの？　なんかキモいんだけど」

　大おお袈げ裟さに身を引き、両りよう腕うでで自分の身体からだを抱だいてドン引きを表現する夏希。

　酷ひどい言われようだが、今はそこを気にしてる場合じゃない。

　俺は夏希の肩かたを掴むと、意気込んで全力でお願いする。

「一生のお願いです！　俺に星宮志帆さんを紹しよう介かいしてください！」

「ちょ、き、霧島、肩……って、え？　志帆ちゃんを紹介？」

「ああ！」

　力強く頷うなずく。

　すると、夏希はジトっとした目をつくって。

「ふーん、わたしに志帆ちゃんを紹介して欲しいね……なんか響ひびきがやらしくない？」

「あ、いや、もちろん、俺個人が会いたいってわけじゃないぞ？　慶花祭に呼びたいって意味で──」

「それはわかってるけど……でも、本当にそれだけ？」

「…………」

「なんで目を合わせようとしないの!?」

　そう言われても仕方ない。

　そりゃ慶花祭に呼びたい気持ちが一番だけど、一人のファンからしたら実際に会えるのだとしたら色々とテンションが上がるに決まっている。

「……ま、あんたの邪よこしまな思おも惑わくはさておき実際に呼ぼうと思ったら難しいと思うけど？　スケジュールは当たり前のようにこんな直近で受けてもらえるわけがないし、何よりギャラとかあるの？　スケジュールの方は……ま、志帆ちゃんは慶花祭には遊びに来るって言ってたから何とかなるかもしれないけど、友達だからってタダにはできないんだからね？」

「そう、だよな……」

　がっくりと肩を落とす。

　わかってはいたが、そんな都合の良いことあるわけがないか。

　手がかりが見つかったと思ったんだけど……振ふり出しに戻もどる、か。

　そうしているうちに、目的地についたらしい。

　夏希がぐいぐいっと背中を押してくる。その場所とは──

「え？　きょ、教室？」

「はい、抵てい抗こうしない抵抗しない。はい、霧島が入りまーす」

「え、ちょ、ま、待てって！」

　夏希が尚なおも強ごう引いんに教室へと押し入れてくる。それに対して反射的に抵抗するが、ほとんど意味がなかった。ずるずると、二年二組の教室に押し込められてしまう。

　教室では、二年二組のクラスメイトたちが当然のように慶花祭の準備をしていた。

　夏希に強引に連れてこられた俺の姿に、クラスメイトたちは作業の手を止めてぽかーんとする。しかし、それも長くは続かなかった。何故なぜなら、夏希が更さらに俺の背中を押し、教室の奥に布を垂らして隔かく離りされたスペースに追いやったからだ。

　そこは、ちょうど、二人程度しか入れない手て狭ぜまな場所だった。

　どんな体勢を取ったとしても、俺と夏希が入ってしまえば肌はだのどこかが触ふれ合ってしまうほどだ。

　そんな場所に二人きりだからか、妙みようにドキドキしてしまう。

　ま、夏希が相手だから変なことは起きないんだけどな。

　夏希はクラスの頼たよれる中心人物。作家モードのときならともかくとしても、こんなクラスメイトがたくさんいるような場所で変なことをするはずが──

「じゃ、霧島、服脱ぬいでくれる？」

「……はい？」

　夏希の言葉が理解できず、俺は反射的に問い返した。

　い、今、夏希なんて言った？

　俺の気のせいじゃなければ、「服を脱げ」とかって言わなかったか？

「や、だから服を脱いで欲しいんだけど。時間ないんだから、さっさとしてよね」

「い、いやいやいや！　夏希、何言ってんだよ！　きゅ、急に服を脱げとか！」

　すぐ外に、クラスメイトいるんだぞ！

「は？　何を言って──あ、いや、違ちがうからね！　これから、あんたには店員用の制服を試着してもらおうと思っただけ！　へ、変な勘かん違ちがいすんな！」

「て、店員用の制服？」

　意味がわからず問い返すと、夏希はこくりと頷いて。

「そ。うちのクラスが読書カフェをやろうとしてたのは……その感じじゃ全く把は握あくしてなかったでしょ？」

「……わ、悪い。ずっと実行委員の方に掛かかりきりだったから」

「ま、良いけどね。クラスの方はわたしが担当するってことだったし……でも、それだけじゃ、あんたが楽しめないでしょ」

　店員用の制服を手に取りながら、夏希は小さく微笑ほほえんだ。

「霧島、今回頑がん張ばってるみたいだしさ。ほら、やっぱり頑張ってるやつが楽しめないと駄だ目めじゃん。せっかくの慶花祭なんだからさ、ちょっとはクラスの思い出とかもつくってもいいんじゃない？　っと、これかな。ほら、霧島さっさと脱いでこれ着て」

　言って、夏希は店員用の制服を手て渡わたしてくる。そうしてから、隔離スペース──恐おそらく更こう衣い室として設定された場所の外に出て行った。

　だが、すぐそばで待機しているのは気配でわかって。

　俺は着き替がえながら言う。

「なんというか……ありがとな」

　今年は昨年とは違う理由ではあるものの、クラスとは関かかわれていなかった。

　だから、こうして強引にでも関係をつくってくれるのは嬉うれしかった。

「ん、まあ、気にしないで。あんたには色々と借りがあるし」

　だけれど、周囲には誰もいないのか、あるいは小声だからか、夏希は素すの口調で気負ってなさそうにそう応じた。

「だから、これはその恩返しってとこ。だから、気にしないで」

「そっか」

　それなら、一ひと先まずは気にしないでおこう。

　けど、やっぱりどこかで返さなきゃな。

「霧島、着替え終わった？」

「おう」

「じゃ、入るね……うーん、意外と悪くないじゃん」

　夏希は更衣スペースに入ってくるなり、俺の店てん舗ぽ用制服姿をマジマジと見つめてきた。

　店舗用の制服は、白いシャツの上に黒のベストを羽織ったようなものだった。

　俺も自分の姿を鏡で見るが……うん、自画自賛ではあるがそこそこ似合ってるんじゃないか？　なんか、バリスタさんっぽいと思うのは流石さすがに調子に乗っているだろうか。

　しかし、そこで、夏希は俺の前まえ髪がみへと視線を持ち上げて。

「ただね……髪がちょっと鬱うつ陶とうしいから上げてみたら？」

「そうか？　俺、このぐらいの長さが好きなんだけど……」

「えー、絶対に上げた方がいいって。ほら、こうしてさ」

　言いながら、夏希が細くて小さな指を伸のばしてくる。

　つつーっと額に指が這はって、くすぐったい感覚にちょっとだけ身体を捩ねじった。

　しかし、それに構わず、夏希は俺の髪を手で持ち上げて……何故か、その場で固まった。

　ん？　な、なに？　どうしたんだ？

　だが、夏希は一向にぼぉーっと見てくるだけで依い然ぜんとして硬こう直ちよくしたままである。

「なあ、夏希。どうしたんだ……？」

「い、いや、なんでもないっ。べ、別にどっちでも変わらなかったかな！」

「なんだよそれ……って、髪をくしゃくしゃってすんなよ！」

「はいっ。これで終わり、あんたは当日このサイズ着てね。それと、あんたは一日目の午前にシフトに入って」

　俺の髪を乱暴に荒あらすと、夏希はシフトが記き載さいされた紙を渡わたしてきた。

　いったいなんだったんだ？　とは思うものの、夏希はその奇き怪かいな行動については特に補足したりしなかった。ま、特に言ってこないってことは、たいしたことではなかったんだろう。

「じゃ、これで終わりか」

　夏希の用事が終わったと判断すると、俺は狭い更衣室スペースから出て行こうとする。

　その寸前。

「ちょ、ちょっと待ったっ」

「ぐえ」

　シャツの襟えりを掴つかまれて、俺はカエルが潰つぶれたような声を漏もらした。

「きゅ、急になにすんだよっ」

「あ、ご、ごめん。でも、ちょっと待って欲しくて……ほら、これあげる」

「紙の束……？　なんだ、これ？」

「わたしの新作原げん稿こう」

「マジで!?」

　夏希が先月頑張ってたやつの原稿!?　え、こんなところになんであるんだ？

　俺が目を丸くしていると、夏希はそっぽを向いたままボソボソと。

「な、なんというか……さっきも言ったけど、あんたには感謝してるから。だから、なんというかこれはそのお礼。発売前だから、気をつけてよね」

「あ、ああ！　でも、うわあああ、すげー！　新作原稿だ……」

　俺が感激していると、夏希は頬ほおをちょっぴり赤くして見てくる。

「ば、ばっかじゃないの、わたしの原稿でそんな反応なんて……」

「忘れてるかもしれないけど、俺、お前のファンなんだぜ。そりゃ、こんな反応になるに決まってるだろっ。やべっ、今日は寝ねれないな……」

「はいはい、嬉しいのはわかったから。それなら、普ふ段だんの態度も何とかして欲しいんだけどね」

　夏希はうざったそうに手を振る。

　だけれど、これが照れ隠かくしであることは流石の俺でもわかった。

「売れるといいな、これ」

「そう、ね……そうであったら嬉しいんだけど、こればっかりはわからないから」

「そういうものなのか？」

　夏希もといヘルブラッド先生の前シリーズは好調だった。

　だから、今シリーズも売れてもおかしくないと思ってるんだけど。

「最近じゃ作品数も多いから結構厳しいかな。前シリーズが良かったからって、今シリーズも良いとは限らないし。だから、宣伝とかも大事になっていくんだけど……担当編集さん曰いわく、中々、良いアイデアが出てこないみたいで」

「そっか、大変だな……」

　俺は購こう買ばい者側だから裏の事情はよく把握できないけれど、色々とあるんだろう。

　ここでは口に出さないだけで、戦略とか計算とか。そうした数多くの人たちの考えによって、本が作られているのは俺だって理解している。

　だから、門外漢の俺から言えるのはこんな言葉だけだ。

「発売来月だっけ。楽しみにしてるよ」

「うん、ありがと」

　微び笑しようを浮うかべる夏希。

　ここ最近は、慶花祭実行委員で疲つかれて気分が落ち込んでいた。

　だけれど、この原稿を読めるとわかっただけでも一気に気分が晴れやかになっていくようだった。







　というわけで、帰宅後。

　自宅で、俺は夏希からもらった新作原稿を読んでいたのだけど。

「……はぁ、すげー良かった」

　ちょっとだけ読むはずだった原稿を気がつけば最後まで読み終わって、俺は感傷に浸ひたっていた。

　以前から言っていた通り、夏希の新シリーズのテイストは青春ものだ。

　いわゆるライト文芸と言われるタイプの作品とも捉とらえられるかもしれない。

　けど……こんな面おも白しろい作品でも売れない可能性があるかもしれないのか。

　面白いから売れるってのは違うと知っているが、一読者からしたらそれは悲しく思ってしまう。あれとかあれとかあれとか、続きを待ってる作品とかたくさんあるのに。

　ま、そんなこと、俺が気にすることじゃないんだろうけど。

　夏希とか、担当編集さんとか、俺なんかよりもスペシャリストな人たちが必死に考えているのだ。俺なんかが心配したところで、何もできないし。

「けど、このヒロイン、星宮志帆っぽいキャラだよな……」

　声優さんによっては、類るい似じする属性のキャラを演じている人もいる。

　だから、キャラクターによってはあの声優さんっぽいって連想をしてしまうことが時々あるのだけど……これは偶ぐう然ぜんなのだろうか？　友達と言っていたし、狙ねらってやっていてもおかしくないかもしれないけど。

「……けど、どうすればいいんだろうな」

　慶花祭のメインステージの出し物。

　時間制限という不可視の檻おりが、じわりじわりと迫せまってきているのを幻げん視しする。

　今は平静を装よそおうことができているが、この態度がいつまでも保てないのはわかっている。

　良い案なんて思いつかない。

　お金を調達する案なんて思いつかない。

　あーあ、こんなときに石油王にでも偶然出会って、何かの奇き跡せきで出資してくれたら最高なんだけど──

「……あ、れ？」

　そんな馬ば鹿かげたことを考えた瞬しゆん間かん、脳のう裏りで何かが引っかかった。

　なんだ？　俺は、今、何に引っかかった？

　石油王？　偶然？　出資？　ここに何かヒントがある気がするんだけど……

「あ……」

　馬鹿げた、石油王との出会いを願うぐらい荒こう唐とう無む稽けいな案。

　だけれど、石油王に会うよりちょっとだけ可能性が高い案。

　気がつけば、俺は氷川先生に電話していた。

　俺の考えが、実現可能か──それとも、一いつ笑しように付されてしまうようなものなのか。それを判断してもらうために。

　ほどなくして電話が繋つながると、興奮したまま喋しやべってしまう。

「氷川先生！　石油王です！　石油王に出資してもらえればいいんです！」

『い、いったい何の話!?』

　電話越ごしに、びっくりしたような声を発する氷川先生。

　しまった、つい、考えがまとまらないうちに喋った。

　しかし、興奮は冷めない。俺は取り敢あえず結論だけを口にする。

「慶花祭の件です！　お金が足りないなら、たくさんお金を持っている存在から出してもらえば良いんじゃないかと思って！」

　すなわち、スポンサー。

　とはいえ、石油王に本当に会うのは無理だ。

　だから、今回それに該がい当とうするのは、もっと小さい──されど、俺たち実行委員からしたら潤じゆん沢たくな資金を持っている存在。

　俺は言う。

　何とか辿たどり着いた起死回生の一手を。

「つまり、俺たち慶花祭実行委員はスポンサーになってくれる企き業ぎようを探します！」




　　　　◇　◇　◇




「……で、まさか本当にこんなことになっちゃうなんてね」

「言った本人ですけど、俺もびっくりしてます」

　とある日の放課後。

　俺と氷川先生は学生服とスーツという学校からの格好で東京方面の電車に乗っていた。

　普段であれば、教師と生徒という丸わかりの格好のまま二人きりで電車に乗るなんて危険な行こう為いはしないが……今日ばかりは大義名分がある。

　それは、先日に言った「スポンサーとなってくれる企業を探す」というもの。

　本当にちょっと前に探し始めたのに、詳くわしく話を聞きたいという企業が早さつ速そく現れたのだ。

　だから、俺は代表として、そして氷川先生はお目付役の教師としてとある企業に行くことになったのだ。

　しかし、俺だって全くアテがない状態であんな発言をしたわけじゃない。

　一応、狙っていた企業はあったんだけど……それにしても、こんな早くアクションを取ってくるなんて。

「で、でも、流石さすがに緊きん張ちようするねっ」

「氷川先生でも緊張するんですか？」

　鬼おにのようなメンタルをしていそうなのに。

「それはどういう意味でしょうか？」

　氷川先生が教師モードに切り替かえてにこっと笑う。

　俺がサッと明後日あさつての方向を見るが……頬に鋭するどい視線が突つき刺ささっているのは感覚で理解していた。ううっ、怖こわいよ……

　だけど、氷川先生が緊張するのも十全に理解できる。

　俺や氷川先生みたいなオタクにとっては、ある種、特別な場所。

　俺たちが向かっているのは、ライトノベルの出版社なのだから。







「……ついちゃったね」

「……ついてしまいましたね」

　そういうわけで、俺たちは飯いい田だ橋ばしにあるビルの前に立っていた。

　事前にアポを取ったときのメールに書いてあった通り、俺たちは受付で手続きを済ませると、アナウンスに従って待合室までエレベーターで上がっていく。

　そうして、俺たちが辿り着いたのは──

「おお……」「ふわ……」

　視界いっぱいに広がるラノベに、俺と氷川先生は小さく歓かん声せいを上げてしまった。

　昔の名作から最近流行のラノベまでずらっと並んでいるばかりか、モニターにはついこの間までやっていたアニメが流れていた。それだけじゃなくて、多種多様なポスターとかも貼はってあって否いやが応でもテンションが上がってしまう。

「ひ、氷川先生！　ほ、ほら、見てください！　あれ、お兄様ですよ！　あっちにはアクア様とか、シドーとかいますよ！」

「お、落ち着いて、霧島くんっ。こ、ここは交こう渉しようの場なんだからっ、遊びにきたわけじゃないのよ？」

　そう言いながらも、氷川先生もそわそわして興奮しているのが丸わかりだ。

　そんなことを言い合っていると──

「ふーん、そっか、霧島くんはそういうのが好きなんだね。なるほどなるほど、話に聞いてた通りだねー」

　背後からの声。

　振ふり返ると、そこにいたのは一人の綺き麗れいな女性だった。

　悪戯いたずらっ子っぽい晴れやかな笑え顔がお。肩かたほどまで伸のばされた黒くろ髪かみ。大学生に見えなくもないが、オフショルダーのブラウスと細身のパンツの組み合わせが大人っぽい色気を醸かもし出している。薄うすい化け粧しようも素材の良さを十全に引き出している。

　氷川先生の方が可愛かわいいけど、この女性も綺麗なひとだ。

「あの……あなたは？」

　氷川先生が俺の前に立ってそう問うと、その女性は子供っぽい屈くつ託たくない笑顔をつくって。

「あ、すみません。紹しよう介かい遅おくれちゃって。私、ヘルブラッド先生の担当・蒼あお崎さきと申します。今日はよろしくお願いしますね」

　言いながら、その女性──蒼崎さんは氷川先生に名めい刺しを差し出す。

　それに対して、氷川先生も淀よどみなく名刺交こう換かんを行う。

　だが、その際に、蒼崎さんがチラッと意味ありげにこっちを見てきた。

　その視線は、俺とヘルブラッド先生──夏希の関係を完全に知っている者の目。

　そう。今回の出版社とのセッティングは、夏希にお願いしたのだった。

　夏希に頼たのんだ理由は大きく二つ。

　一つ目は出版社という企業にコンタクトを取ることができるから。

　そして、もう一つは──

「今回は、ヘルブラッド先生の新シリーズと慶花祭がコラボするってことでお話を伺うかがっているんですけど」

　ミーティングルームに通され、俺と氷川先生は蒼崎さんに向かい合って座っていた。

　ちなみに、今回、氷川先生にはちょっと嘘うそをついている。

　夏希がラノベ作家だということは、彼女との約束で隠かくすことになっている。

　だけど、流石にヘルブラッド先生と慶けい花か高こう校こうの関連性まで隠すと、氷川先生への説明が難しくなる。そのため、俺が数多くある企業の中から出版社にスポンサーになって欲しいと連れん絡らくを取ったら、たまたまヘルブラッド先生が慶花高校出身であることが判明したこと。同時に新シリーズを出すことが発覚したこと。それから、その新シリーズと慶花祭のコラボを持ちかけたら話を聞きたいと言われた……と説明している。

　かなり無理のある偶然が重なっているが、氷川先生はこれを聞いたとき「へぇー、そうなんだ！　運が良いね」と嬉うれしそうに納なつ得とくしていた。騙だましているみたいで心苦しいが、こればっかりは仕方ない。

「では、早速。具体的に企画について……といきたいんですけど、まず今日は会社まで足を運んでくださってありがとうございました。──霧島くんはラノベとか好きなんだよね、実際来てみてどうだった？」

「あー、えっと……その」

「遠えん慮りよせずに思ったことを素す直なおに口に出して良いよ」

　にっこりと笑いかけられ、俺は促うながされるままに感想を口にする。

「えっと……その、正直に言うとあんまり普ふ通つうの会社と変わらないなって感じでした」

　俺のイメージだと、机の上にラノベやらグッズが大量に放置されている……っていうのをイメージしていたのだが、実際はそんなことはなかった。ここまで来るまでにチラッと見たオフィスは、至って普通の会社って感じだ。

「ま、その辺は、ちょっと前までは多分君がイメージしていた感じだったんだけど……最近は、フリーアドレス制度とかサテライトオフィスとかが導入されてるからねー。確かに普通の会社と変わらないかも。──先生はどうですか？　って言っても、先生はあんまりラノベとか読まないんですか？」

「そうですね。あまりそういったものは嗜たしなみません」

　嘘つけよ。

　思わず内心でそう突っ込んでしまうが、氷川先生は教師モードのせいかオタクであることは隠すつもりらしい。さっきから、色んなことが気になってそわそわしてるのに。難なん儀ぎな使い分けである。

「では、生徒さんもいますし、あんまり遅くなっちゃうといけないので、早速だけど具体的な企画内容について伺ってもいいですか？」

「はい」

　こくりと頷うなずく。

　だけれど、この調子だとなんかやりやすそうだな。

　ここに来る前、夏希には色々と注意を受けていた。

　曰いわく、蒼崎さんは悪あく魔まのような女だ。性しよう根ねが腐くさってる。名前だけではなく、血の色も青い……などなど、散々脅おどされたのだ。っていうか、夏希、そこまでのことされるって何されたんだよ。

　だが、この調子なら大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　そう思っていた瞬しゆん間かん。

「っ」

　不意に、蒼崎さんの雰ふん囲い気きががらりと変わった。

　気さくなお姉さんから、完全なる会社側の人間へ。

　これが、蒼崎さんの──氷川先生で言うところの教師モードなんだろうか。

　空気がピリつくのに対して、俺は背筋を正した。

　一瞬だけでもやりやすそうなんて思った自分が馬ば鹿かみたいだ。

　蒼崎さんは夏希と俺の関係を知っている。そして、氷川先生に一ひと芝しば居いを打っていることも把は握あくしている。

　しかし、だからといって、この企画を了りよう承しようしたわけじゃない。

　相手はビジネスでやっているんだから、真しん剣けんに向かってくるに決まっている。

　俺の説明で、この企画の存亡が明らかになる。

　なら、俺も出来る限りのことをしないと。

　乾かわき切った舌を唾だ液えきで湿しめらせると、俺は事前にデータを送っていた資料を広げながら頭の中で何度も反はん芻すうしていた台詞せりふを口にする。

「……え、えーっと……お、俺、いや、私はヘルブラッド先生の新シリーズを出すにあたって宣伝方法を模も索さくしていると伺っております。端たん的てきに言えば、先生の新シリーズを慶花祭で紹しよう介かいさせて欲しいんです。──声優さんを交えたトークショーという形式で」

　そう。それこそ、俺が何とか捻ひねり出した結論だった。

　声優さんのスケジュールが空いている可能性は把握している。しかし、お金がない。それなら、企き業ぎようにメリットを提示した上でお金を出してくれるようにお願いしてみる。俺が思いついたのは、それぐらいだ。

　だから、これが失敗すれば実質打つ手がなくなってしまう。

　それから、俺は資料を交えて細かな説明をしていく。慶花祭では過去にトークショーを行った実績があること、来場者人数、運営体制……などなど、氷川先生や東条先せん輩ぱいなどと協議して収集した情報を辿たど々たどしく説明していく。

　幸い、慶花祭は百回を超こえる歴史あるイベントだ。実績などには困らなかった。

　一通り説明が終わった後、蒼崎さんはふむと頷いてチラッと窺うかがってくる。

「ここまではよくわかりました。資料も簡潔で把握しやすかったです」

「ほ、本当ですかっ。ありがとうございます」

「ちなみにですが、声優さんは誰だれを考えていますか？」

「星宮志帆さんです」

　それには間かん髪ぱつ入れずに答える。

「星宮さんですか……それなら、偶ぐう然ぜんにもヘルブラッド先生の新シリーズのメインヒロインにぴったりですね」

　蒼崎さんが真剣な表情で探さぐるような視線を向けてくるが、俺は黙だまったまま何とか笑みをつくってみせた。実際に読んで決めたので偶然であるはずがないが……夏希がこの担当編集さんにどこまで言っているかわからない。余計な口出しは避さけたかった。

「非常に面おも白しろい企画だと思います」

　しばしの間の後、蒼崎さんはふっと口元を緩ゆるめて微笑ほほえんできた。

　それに俺は釣つられて笑みを浮うかべてしまう。

　よしっ、やった！　これで万ばん事じ解決だ！　──俺は机の下で思わず拳こぶしを握にぎる。

　そして、次の瞬間、蒼崎さんは全く変わらない笑顔でこんなことを言ってきた。




「──で、この企画、どうしてあなたの高校の文化祭でやらないといけないんでしょうか」




「え……？」

　その言葉には、俺の頭は真っ白になってしまった。

　蒼崎さんは依い然ぜんとして笑顔のままだった。

　だというのに、寒気が止まらない。思考が止まる。

　そこに追い討うちをかけるように、蒼崎さんは言葉を紡つむぐ。

「企画自体は面白いと思います。ただ、これって今の説明では私たちが慶花祭でやるメリットがあまり感じられなかったのですが。共同出資という体ていにはなっていますが、うちだけでも十分可能です。慶花祭以外のイベントで行ってもいいのでは？」

　矢や継つぎ早に、蒼崎さんから質問が飛んでくる。

　それに、俺は何にも言えないでいた。

　ど、どうすればいいんだ？　っていうか、何を言われてるんだ？　メリット？　そんなこと考えてなかったっていうか当たり前だろそうなるに決まってるでも何を言えば──

　ぐるぐると無む為いな思考が流れては消えていく。

　そして、俺の思考は完全に凍こおった。




　　　　◆　◆　◆




（……この辺りかな）

　霧島くんがわかりやすく頭が真っ白になったのを隣となりで見ながら、私はフォローに入るべく脳内で言葉を選び始めた。

　私はこの質問を想定していなかったわけではない。

　それだけではなく、この質問に対して相手を納得させられる答えも用意している。

　だが、出版社相手に企画説明の場が設けられたとき、どこまで口を出すべきか悩なやんだ。

　もちろん、最低限の形が整うように助言したが、霧島くんや他ほかの生徒にとっても貴重な経験の場だ。だから、たとえ自分たちだけで失敗したとしても、それは非常に大きな財産になると考えていた。

　……彼女としては最初から全力で助けてあげたかったけども。

　でも、教師としてはこの機会を存分に利用して欲しい。

　慶花祭は、そういった授業では身につけられない体験をする学習の場なのだから。

　それ故ゆえに、私は準備段階で敢あえて一部の助言をしなかったのだが……この辺が、潮時だろう。霧島くんは初めてなのによく出来た方だと思う。

　だから、ここからは教師の仕事だ。

　愛いとしの生徒をフォローするべく、私は口を開いて──

　しかし、その寸前。

　霧島くんが先に口を開いた。

「……メリットなら、あります」

　霧島くんの目は先さき程ほどまでと違ちがった。

　真っ白になってなんかいない。やけくそになったわけでもない。霧島くんの瞳ひとみには確かな理性の光が宿っていた。

「すみません、私はメリットがわからなくて。教えていただけますか？」

「はい」

　霧島くんはこくりと頷くと、蒼崎さんに真正面から向き合う。

「メリットならあります。慶花祭には多くの人が訪おとずれます。対して、お……御おん社しやでイベントを開かい催さいした場合には、御社のファンしか足を運びません。つまり、より多くの人に新シリーズの存在を知ってもらうことができます」

「でも、ラノベなんて全く読まない方々に、ラノベを紹介しても効果は薄うすいのでは？」

「その懸け念ねんはもっともだと思います。でも、それも心配ないと思います。慶花祭には毎年オタクが来ますから」

「っ」

　何とか強気に笑みをつくる霧島くん。

　そう。それはその通りだ。慶花祭は以前作品で取り上げられてアニメにもなったことから、聖地巡じゆん礼れいとして足を運ぶ人も多い。アニメの放送から数年は経たって以前よりも来客数は減ったものの、それでも足を運んでくれる人は未いまだ健在だ。

「……そう、ですか」

　霧島くんの言葉に、蒼崎さんは真剣な表情で静かに呟つぶやいた。

　それから、数秒は誰も喋しやべらなかった。

　地じ獄ごくのような時間。

　と思いきや、たっぷり間を取った後に、蒼崎さんは途と端たんに朗ほがらかに笑って。

「うん、わかりました。じゃあ、やりましょっか」

「え、え？」

　え？

　会議前のように子供っぽく邪じや気きのない笑顔の蒼崎さんに、私と霧島くんは一いつ緒しよに唖あ然ぜんとしてしまう。

　蒼崎さんは私たちの表情を見ながら、くすくすと笑いながら。

「あ、やだなぁ、もしかして私のこと誤解してませんか？　別に、私、最初から駄だ目めとは言ってないじゃないですか。ちょっと試ためしてみただけで。あ、実はこれメールで資料を送っていただいた段階で面白そうだったんで、編集長と宣伝担当の者には話を通してあります。ちょうど作品を売り出す方法を考えていたところでぴったりでしたし。許可も既すでにもらってますよ」

「な、なっ」

　でも、思いっきり態度が駄目って語ってたじゃん！

　きっと、私と霧島くんの心中は同じだったことだろう。

　しかし、そんなことを気にすることなく、蒼崎さんは続ける。

「あと、霧島くん、さっきのメリットの話は企業理念に絡からめてもよかったかもね」

「え？」

「だから、さっきのメリットの話。私たち企業はもちろんビジネスでやってるけど、同時に社会貢こう献けんも責務として掲かかげてるところもあるから。だから、そういう方向を攻せめてみても良かったかもってこと。あとは──」

「ちょ、ちょっと待ってください！　め、メモするんで！」

　蒼崎さんが次々とこういう場合の対策案を諳そらんじていくのに、霧島くんが必死にメモを取っていく。その合間に、蒼崎さんがチラッと私の方を見て頭を小さく下げる……が、これはそういうことなのだろう。

　つまり、この女性は最初からこの企画を承しよう諾だくする気でいたのだ。

　それでも、霧島くんを試したのは理由はわからないが……敢えて推測するならば、誰かから霧島くんのことを聞いていて個人的な興味を持っていたとか？　でも、だとしたら、いったい誰が？　霧島くんと繋つながりがある誰かが慶花高校にでもいる？

　などと考えてみるも、やっぱり推測は想像の域を出ない。

　それよりも、私が気になったのは霧島くんが自力で答えに辿たどり着いたこと。

　百点満点の回答には程遠い。

　相手が最初から承諾するつもりでなければ、納なつ得とくしたかさえ怪あやしい。

　でも、それでも、霧島くんは及きゆう第だい点てんの回答を自分の力で導き出した。

　これは、私と出会った頃ころでは考えられなくて。

　その成長は嬉うれしいはずなのに。

　──オ×××××××。

　ずきり、と胸が痛む。

　その理由は最後までわからなかった。




　　　　◇　◇　◇




「……というわけでありがとな、夏希」

　出版社に行った日の翌日。

　二人で慶花祭実行委員の教室へと向かいながら、俺はお礼を言った。

　そもそも、夏希がいなければ企き画かく自体が成り立っていない。

　あの後──蒼崎さんには「声優さんとのスケジュールなどはこちらに任せてください」と言われていた。なんでも、早さつ速そく手配などをしてくれるらしい。

　ならば、その辺の細かい協議は必要だろうが概おおむねは任せてしまっても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　だから、夏希には心の底からの感謝の気持ちを伝えたのだけど……何故なぜか、夏希は渋しぶい顔をしていた。

「あ、えーっと……どうしたんだ？　もしかしてお礼はこんなんで済ませようとしてんじゃねーかみたいなことか？」
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「あ、いや、そうじゃなくてね……霧島、蒼崎さんから何か話されなかった？」

「何か？」

　別に何もなかったけれど……何か聞いちゃ不味まずかったことでもあったんだろうか。

　夏希は何故か頬ほおを赤くしながら、チラッとこちらを窺うかがってきて。

「あ、いや、何にも聞いてないんならそれでいいんだけどねっ。ちょ、ちょっと気になっただけっ。気にしないでっ」

「はぁ」

　いまいち何があったのかわからないが、まあ、気にしない方がいいんだろう。

「それに、お礼を言うのはわたしの方。わたしの本の宣伝なわけだし。ま、その代わりにわたしが引っ張り出されるのはちょっと恨うらんでるけど」

「え、え？　ちょっと待て、夏希が出なきゃいけないのか？」

「当然でしょ、トークショーなんだから」

「そ、それなら、え？　ど、どうするんだ？」

　自分で企画をつくっていたものの、そこまで詳しよう細さいを詰つめていたわけではなかった。

　何となく、出版社の人が本の宣伝をすることも考えていたが……そりゃ出られるなら、夏希自身が出た方が良いよな。

　でも、夏希が顔を出すと慶花高校のみんなにラノベ作家ということがバレてしまう。

　それは、夏希的にもＮＧのはずだ。

「ま、それに色々と考えてみる。やりようはいくらでもあるはずだし。それに、志帆ちゃんと一緒の舞ぶ台たいとか初めてで楽しそうだし」

「そ、そっか。夏希がそれで良いならいいんだけど……」

　まあ、夏希がこう言っているなら大丈夫なのか……？

　けど、これは俺しか知らない事実だ。何かあったときには俺がフォローしないと。

　そんなことを思っている間に、俺たちは慶花祭実行委員の教室へと辿り着く。

　が、

「…………？」

　教室に入った直後、何故か色んな生徒から視線を向けられた。

　それも好こう奇き心しんに溢あふれたような、羨せん望ぼうするような好意的な視線だ。

　いつもは、サッと避よけられるか、恐おそれられてるような視線しか向けられないのに……いったい、何があったんだ？

「……なぁ、夏希。なんだこれ？　なんでこんなに見られてるんだ？　新手の虐いじめか？」

「んなわけないでしょ。第一、あんたを虐めようとするような生徒がこの高校にいるわけないでしょ」

　確かにそれはそうだ。

「そうじゃなくて、あんたが出版社と約束を取り付けたことを聞いたからでしょ？　まさか、誰だれもあんたがそこまですると思ってはなかったし」

「で、でも、だとしたら、なんでそれを知ってるんだよ？　いくらなんでも、情報が早すぎないか？」

「あー、それはわたしが情報をそれとなく流しておいたから、かな」

「何してんの、お前!?」

　別に嫌いやでも何でもないが、理由がさっぱりわからない。

　俺が怪け訝げんな表情をつくると、夏希は軽く俺の肩かたを叩たたきながら。

「ま、それぐらいの報ほう酬しゆうはあってもいいでしょ？　霧島、頑がん張ばったんだからさ」

「え？」

「少しは誇ほこってもいいんじゃない？」

　それだけ言って、夏希は教室にいた友達のところに行く。

　後に残ったのは、叩かれた肩の僅わずかな痛みだけ。

　……誇ってもいいか。

　ほとんど色んな人にお膳ぜん立だてされた状じよう況きようで誇るものなんて何もない。

　ただ、そんなことは今まで言われたことは一度もなくて。

　その言葉は少しだけ心地ここちよかった。

　と、その直後。

「あ、霧島くんいたいた」

　不意に教室に入ってきたのは、大学生の重野さんだった。

　重野さんは最初の会議以降、なかなか来なかった。

　だからこそ、珍めずらしい人物の登場に教室中に緊きん張ちようがはしる。

　されど、そんな教室の空気の変化に気づかない様子で、重野さんは近づいてきながら。

「霧島くんにお願いしたいことがあるんだけど、大丈夫？」

「俺にお願い、ですか……？」

「そうそう。いや、大したことじゃないんだけどさ、元々、大学生がステージの管理をやることになってただろう？　だけど、それを君にお願いしたいんだ。ちょっと別件で、みんな手が回らないみたいでさ」

　にこにこと笑え顔がおでお願いを口にする重野さん。

　だが、その言葉は軽く薄うすっぺらい。嘘うそと断言はできないが、何か意図があるように思えてならない。

　しかし、それはそれとして、俺はその仕事を請うけ負おうことはできなかった。

「すみません、重野さん。俺、これからは出版社と会議とかしなきゃいけなくて──」

「うん、知っているよ。だから、そっちは僕がやってあげる。その代わりに、君はステージ管理の方をやってくれないかな？」

「は──？」

　意味が、わからなかった。

　だって、それなら重野さんの方がステージの管理をすればいい。元々、大学生の代表なのだからそっちの方が筋が通っている。

　だけれど、重野さんは笑顔のまま発言を撤てつ回かいしたりはしなかった。

　つまり、冗じよう談だんなどではないのだ。

　本気で、俺に「出版社との交こう渉しようの役目を降りろ」と言っているのだ。

　仕事に大きいも小さいもないのだろうが、この場合は出版社との交渉の方が花形に思える。俺の心が汚きたないのかもしれないが、それを譲ゆずれと言われているようにしか思えなかった。

「ちょっと待ってくださいっ」

　そこで割って入ってきたのは、東条先せん輩ぱいだった。

　東条先輩は俺を守るように重野さんとの間に立ち、彼を見上げる。

「それは霧島くんが頑張って成し遂とげたことでしょう。霧島くんがするのが筋じゃないんですか？　それに、ステージの管理の方は重野さんがやればいいのではないでしょうか？　わざわざ交こう換かんする必要はありますか？」

　東条先輩は感情の起き伏ふくが激しい女性ではない。

　だが、今ばかりは僅かに怒おこっているのが読み取れた。

　しかし、それにも構わず、重野さんは飄ひよう々ひようと続ける。

「うん、僕も自分でステージの管理をやりたいんだけど……忙いそがしくてそこまで手が回らなくてさ。でも、出版社との交渉ならメールのやり取りでも大丈夫だろう？　それなら、僕でも力になれると思ってさ」

「それ、は……」

「それに、これは東条さんが決めることじゃなくて、霧島くんが決めることだ。──で、どうだい、霧島くん？」

　その言葉で、重野さんと東条先輩の視線が向けられる。

　重野さんの言葉がどこまで本当なのかはわからない。

　東条先輩の視線は「断ってもいいのよ」と語っていた。

　そして、俺の答えはこの短い間に決まっていた。

「はい、わかりました。では、俺はステージの管理の方をやります」







「……あんたはあれで良かったの？」

「ん、何が？」

「だーかーらー、あんたは易やす々やすと明け渡わたして良かったのかって聞いてんの。あんた、せっかく頑張ってたのに」

　慶花祭実行委員会終しゆう了りよう後。

　夏希と校門前で一いつ緒しよになると、開口一番にそんなことを言われた。

「そんなこと言われても……誰が交渉役になっても変わらないだろう？　なんでちょっと不ふ機き嫌げんなんだよ」

「べっつにー。ただ横から掻かっ攫さらわれたみたいで悔くやしくないのかなって思っただけ。不機嫌なんかじゃないし」

　そう言うものの、夏希の頬はぷっくりと膨ふくらんでいて明らかに虫の居所が悪そうだ。

「まったく何も思わないわけじゃないけど……でも、俺の勝利条件はそこじゃないから」

「勝利条件？」

「ああ」

　俺は別に自分の力で慶花祭を成功させたいわけでも、目立ちたいわけでもない。

　っていうか、俺の力だけなんて絶対に無理だし。

　だから、別に誰が目立とうが誰の手で成功しようが何の興味もない。

　だって、俺にとっての勝利条件は氷川先生が喜ぶ姿を見ること。

　ぶっちゃけ、それさえ達成できれば後はどうでもいい。

「ふーん、変なの」

　続いて、夏希は「あんたが良いならそれでいいけど」と小さく呟つぶやくと前を向いた。

　同じように前へと向き直ると、斜しや陽ようが雲の隙すき間まからちょうど差し込んできた。

　あまりの眩まぶしさに顔を逸そらす。すると、視界に映ったのはそれぞれのクラスが一いつ生しよう懸けん命めいになって慶花祭の準備をしている光景だった。

　慶花祭まであと数週間。

　俺はようやく確かな一歩を踏ふみ出せたと感じていた。








第五章









「では、これで慶けい花か祭さい実行委員会を終了します」

　放課後。慶花祭実行委員会でいつも使われている教室。

　俺が緊張しながらもそう宣言すると、高校生の実行委員がバラバラに立ち上がって散り散りになった。中には、友達と談だん笑しようしながらこの教室に留とどまっているものもいるが、大半は各おの々おののクラスに戻もどっている。そして、その生徒たちは俺の方を見てくすくす笑ったり、会議の進行が変だったなどと話しているようには見えない。

　ふぅ……今日も何とか乗り切ったのか？

　いきなり完かん璧ぺきというわけにはいかなかったが、最近は会議の進行もスムーズに進められるようになった。まあ、まだ時々噛かんだりはするんだけど。

　それと、大きく変わったことが一つ。

　出版社との会議が終わってからは、なんか妙みようにみんなの態度が軟なん化かした気がする。

　といっても、誰かと話すようになったなんてことはなく、相も変わらず一人のままなんだけど。でも、以前よりも視線が柔やわらかくなったような気がするのだ。

　まあ、全部、俺の勘かん違ちがいって可能性もあるけれど。

「お疲つかれ様、霧きり島しまくん」

　顔を上げると、東とう条じよう先輩が微び笑しようとともに傍そばに立っていた。

「どう、慣れてきた？　最近は詰つまることが少なくなってきたみたいだけど？」

「そうですね。まだ、緊張はしますけど……慣れてきたんだと思います」

　別に、大したことはしていない。

　ただ、氷ひ川かわ先生に教えてもらったことを今回にも適用させただけだ。

　──だから、霧島くんの成績の上げ方は一見難しそうに見えて簡単なの

　──躓つまずいたところを理解し直して、今、習っている単元まで辿たどっていく

　──たったそれだけで、君は伸のびるよ

　あのときは勉強だったが、今回のような会議での仕方にも使えるんじゃないかと思ったのだ。以降、夜には失敗したときを思い返して対策を立てて、次回に生かしている。それでも、失敗の量が尋じん常じようじゃないせいで、ようやく最近になって活いきてきたのだけど。

「そっか」

　俺の返答に、東条先輩は微笑ほほえんで頷うなずいた。

「君がそう思えるということは大事よ。今後もその感覚は忘れないでね」

「はい、ありがとうございます」

「それはそうと、君、クラスの方に顔を出してる？」

「え？　く、クラスですか？」

「まったく……そうだと思ったわ」

　俺の反応に、東条先輩は小さく溜ため息いきをついた。

「ずっと、慶花祭実行委員の方にいるからまさかとは思ったけど……クラスにも少しぐらい顔を出しておいた方がいいわよ？　当日になって輪に入れないってなったら、せっかくの慶花祭なのにもったいないでしょう？」

　大だい丈じよう夫ぶです、俺、そうでなくても輪に入れないんで。

　とは思ったものの、それをストレートに言うわけにもいかない。絶対に空気が悪くなるしな。

「先輩からのお節せつ介かいとして受け取って。今日ぐらいはクラスを手伝ったら？」

　東条先輩に微笑とともにそう言われて、俺は曖あい昧まいに頷いたのだった。







　って言われても。

「自分のクラスねぇ……」

　慶花祭の準備が始まってから、俺は一度もクラスの方を手伝ってはいない。

　こんな状じよう況きようなのに、俺に出来ることなんてあるのだろうか。

　……いや、正直に言えば、俺はこの慶花祭実行委員を免めん罪ざい符ふのように思っていた。

　実行委員として働いていれば、教室を手伝う必要はない。そうすれば、クラスメイトに混じって、それとなく避さけられたりとか、そういう感覚を味わわなくて済む。だから、ずっと実行委員会の方に出ずっぱりだったんだけど……行かなきゃ、駄だ目めかなぁ。

　と、憂ゆう鬱うつな気分で歩いていると。

「おい、拓たく也や。こんなところにいたか」

「げっ、涼りよう真ま……」

　廊ろう下かの角を曲がると、イケメン数学教師──涼真が立っていた。

　涼真は俺が中学生の頃ころの家庭教師で、現在は慶けい花か高こう校こうの教師だ。

　つまり、昔の俺を知っている数少ない存在なんだけど……そのせいか、木こ乃の葉はと同様に気き恥はずかしさとちょっぴりのやりづらさは感じてる。なんつーか、俺の黒歴史を知ってるやつみたいなもんだからな。言うなれば、学校で兄貴に会うようなものと思ってもらって問題ない。

　だから、俺は軽く手を挙げて挨あい拶さつしてその場から離はなれようとするが、涼真の声がそうはさせなかった。

「おい、拓也。そういえば、家庭科の新しん橋ばし先生がお前のことを探してたぞ。なんか課題をまだ出してないとかで」

「あー」

　そういや、そんなん出てたんだっけ。

　確か、内容は『あなたが尊敬する人』を書くという論述課題だ。

　記き憶おくがあやふやだが、両親などの尊敬する人を調べて書きましょう、というのが本来の課題だが「別に歴史の偉い人じんでも構わない」と言っていた気がする。となると、図書館で偉人関係の書しよ籍せきを借りて書くのが一番楽なんだけど……この慶花祭のゴタゴタで完全に忘れていた。あれの締しめ切りって確か一週間前とかじゃなかったか？　完全にヤバイですね☆って感じだ。

「うわっ、流石さすがにやらないと不味まずいよな……」

「そりゃあな。拓也、お前最近頑がん張ばってるんだったら、そんなつまらないとこで評価下げるなよ」

「う、うるさいな。わかってるよ」

　お前は俺の兄貴か。

　まあ、昔から世話になってるから似たようなものなんだけどさ。

　そんな風に会話を交かわしていると──

「あっ、篠しの原はら先生こんなところにいたー」

　ぱたぱたと廊下を駆かけてきたのは、二人の女子生徒だった。

　上うわ履ばきの色から察するに、一年生か？

　その二人はきゃぴきゃぴした様子で涼真に近づくと、服の袖そでを引っ張りながら言う。

「ねーねー、篠原先生ー。慶花祭で一緒にデートしよ？　私たちのクラス、パン屋やってるからさー」

「はいはい、わかったよ。時間が空いてたらな。だから、さっさと行った。慶花祭の準備があるんだろ？」

「はーい！　絶対、絶対だからねー」

　軽くあしらわれて、手を振ふりながら去って行く女子生徒二人。「やったね、ちゃんと約束結べたねー」などと小声で言っている。

　それを見て、俺は言う。

「……涼真、捕つかまったりするなよ」

「何を言ってるんだ、お前は」

　涼真がこちらを一いち瞥べつしてくるが、完全にその目は呆あきれていた。

「あれは慶花祭名物みたいなものだ。生徒が教師を誘さそうことをデートと言うことなんてよくあることだよ。ただ、あいつらは一年生のはずなんだがな……毎年、示し合わせたように似たような生徒が出てくるんだよな」

「みんな考えることは同じってことか」

「ああ、そういうことだ。だから、変な勘かんぐりはよせ。だいたい、教師が生徒と付き合うなんて漫まん画がの世界だ。実際にあるわけないだろ」

「…………………………………………………………………………そ、そうだよな」

　こ、怖こわっ！　こいつわざと言ってるんじゃないだろうな！　今、背筋にすげー嫌いやな汗あせ掻かいたんだけど！　偶ぐう然ぜんだとしたら何て嫌な偶然なんだ！　寿じゆ命みよう縮むかと思ったわ！

「まあ、ただ時々、教師に告白する生徒がいるのは本当に困ったものだな。恐おそらく、祭りの雰ふん囲い気きに当てられたんだろうが……特に、桜さくら井い先生なんかはほとんど毎年だぞ」

「あー」

　桜井先生ってあの司書の先生だよな。

　見た目は保健室の先生って感じで、凄すごい綺き麗れいな人だ。

　確かに毎年好きになる男子生徒が出てもおかしくない。

　と、そこで。

　俺はあることが気になって訊たずねる。

「なぁ、涼真。お前は、その……もし生徒に告白されたらどうする？」

「そりゃ断るに決まっているだろう」

「即そく答とうかよ。ちょっとは、その……もったいないとか思わないのかよ。花の女子高生なんだぞ？　女子高生にモテることなんて今後ないかもしれないんだぞ？」

「お前は俺に何を言わせたいんだ」

　呆れたように言ってきた後、涼真は女子生徒が去って行った方向を見つめながら。

「それでも断るだろうよ。もちろん、倫りん理り感を無視すれば一時は楽しいかもしれないが必ずどっかで無理が出る」

「無理が……？」

「ああ」

　頷いて、涼真は遠くの何かを思い返すような目とともに言う。

「生徒と教師ということは、子供と大人ということだ。そのズレは……色んなところで現れるだろうよ。生徒側もそうだが……何よりも教師側に」

　その言葉の真意は、俺はどこか怖くて聞けなかった。







　涼真と別れてから数分。

　俺は課題のための本を借りるために図書館に向かっていた。

　それにしても、涼真が言っていたことはどういう意味なんだろうな。

　確かに、これまで氷川先生と付き合う上でズレは幾いくつも感じてきた。価値観だったり、見ていたアニメだったり……でも、それが何よりも教師側に現れるってどういう意味なんだろうか。

　と、首を捻ひねりながら図書館に向かっていると。

「あ、霧島先せん輩ぱい！　霧島先輩じゃないですか、こんなところでどうしたんですかー？」

　俺のことを「先輩」などと呼ぶ殊しゆ勝しような後輩なんていたっけ？

　そんなことを思うのも束つかの間ま、振り返って全すべてを悟さとった。

　こっちに駆け足でやってきたのは、木乃葉だった。

　その後ろには、一人の男子。上履きの色を見るに、一年生だろうか。しかし、その男子は俺の顔を見てあからさまに恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめた。どうやら、一年生にも俺の悪い噂うわさは流通しているらしい。

　だが、まあ、そっちは一ひと先まずどうでもいい。

　問題は、こいつの方だ。

「え、霧島先輩？　霧島先輩、もしかして私に何か用があるんですか？」

　こっちに近づいてくるなり、木乃葉が俺が言ってもいないことを口にする。

　これでは、まるで俺が木乃葉に用があるから引き留めているみたいだ。

　果たしてその演技を信じたのか、その男子は「ま、またな、小こ桜ざくらさん」と言うなり瞬またたく間に退散した。

　それを見送ってから、木乃葉は小さく拳こぶしを握にぎって。

「よし、拓也さんバリア成功」

「お前何してくれてんの？」

　ぱしんっと、俺は木乃葉の頭を思わず軽く引っ叩ぱたいた。

　木乃葉の言動から察するに、俺を使ってあの男子から逃にげようとしていたらしい。

　わざとらしく、霧島先輩などと苗みよう字じの方を口にしたのもそのためだろう。多分、いつもの「拓也さん」呼びじゃ、誰だれもピンとこない可能性があるだろうし。

「うー。何するんですか、拓也さん。痛いんですけど」

　木乃葉が頭を押さえて不満そうに睨にらんでくるが、知ったことではない。

「で、なんであんなことになってんだ？」

「ま、文化祭によくあるやつですよ。一人で勝手に盛り上がって、それでってやつです」

　木乃葉の説明は雑だったが、言いたいことはだいたいわかった。

　要するに、色いろ恋こい沙ざ汰たなんだろう。あの男子の木乃葉への視線が、そんな感じだったし。

「あの男子、人気あるんで表立って断ると色々と面めん倒どうなんですよねー」

「？　そうなのか？　もしかして、断られた腹いせにみたいな？」

「そっちならまだ良いんですけど。怖いのは女子の方ですね。なんで断ったの？　ちょっと調子乗ってるんじゃない？　みたいなことがあるんで」

「そ、そっか」

　あんまり知りたくない情報だった。

　みんながみんなってわけじゃないだろうが、でも、そっか。そんな世界があるのか……

　俺が未知の世界に震ふるえていると、木乃葉はチラッと一瞥してきて。

「ってなわけで、今、クラスに戻もどっても面倒なのでついていきますね」

　いいですよね？　と視線で問いかけてくる木乃葉。

　こういうときに拒きよ否ひしても勝手についてくるのは経験上把は握あくしてる。だとすれば、早々に降参するのが賢けん明めいな手だ。

　そういうわけで、俺は木乃葉と連れだって図書館に向かう。

「そういや、木乃葉さ。最近、急に家に来なくなったけどどうしたんだ？」

　俺が何気なく思い出してそう訊ねると、木乃葉は目をぱちくりとさせてから揶揄からかうような笑えみをつくって。

「あれ？　あれあれ？　どうしちゃったんですか、拓也さん？　もしかして、私が恋こいしくなっちゃいました？」

「そんなわけないだろ。ただ、前はあんなに散々家に来たいって言ってきてたのに、ぱたりと来なくなったから不思議に思ってるだけだ」

　いつ頃ごろか正確な日付は覚えてないけれど、氷川先生と勉強合宿をしているときに、木乃葉が突とつ入にゆうしてきてから来なくなったような気がする。

　その前には、止やめろと言っても無理やり入ってきたくせにな。

「ま、何か理由があるわけじゃありませんよ。なんか面倒だなー、わざわざ行くのもなーとか思ってたら、本当に行かなくなっただけで。でも、拓也さんがどうしても来て欲しいって懇こん願がんするなら、仕方ないから行ってあげますよ？　私は行きたくないんですけど。私はこれっぽちも気乗りしないんですけど」

「仕方ない感じを主張するな。来て欲しいなんて思ってない。来るな、二度と来るな」

「またまたー、可愛かわいい後輩が来なくて寂さびしいくせにー」

　うぜぇ。

　木乃葉がつんつんと脇わき腹ばらを突つついてくるのを叩はたき落としながら、俺は前に向き直って。

「ただ……急に行動が変わったから、ちょっと不気味に思ってただけだよ」

「不気味、ですか」

　木乃葉は静かにそう繰くり返した。

「……でも、それなら、拓也さんの方がよっぽど不気味な気がするんですけど。聞きましたよ、今、拓也さんが慶花祭実行委員の代表をやってるって」

「う」

「うちのクラスの男子も言ってましたよ、『ついにあの霧島拓也が慶花祭を裏から壊こわしにかかってる』って」

「俺、マジでどんな人間だと思われてるんだよ！」

　ま、確かにガラでもないことをやってるのは自覚あるけどさ。

「いったい何があったら、代表をやることになるんですか？」

「それは別にいいだろ」

　そんな他愛もない話をしているうちに、俺たちは図書館に辿たどり着いた。

　それから図書館の本を物色していると、ふとあることが気になって訊ねる。

「そういえば、木乃葉。お前のクラスって慶花祭で何をする予定なんだ？」

「え？　わ、私のクラスですか？」

　そう訊ねた途と端たん、木乃葉は何故なぜかぎくっと身体からだを震わせた。

　次いで、目をそわそわとさせながら。

「え、えーっと、なんだったかなぁ。いやー、実は、私、あんまり慶花祭に興味ないんで覚えてないんですよねー」

「だとしても、なんで自分のクラスなのに慶花祭で何をするかも知らないんだよ」

　俺ですら知ってるぞ？

　まあ、知ったのはつい最近だし、夏なつ希きのおかげなんだけどさ。

　だが、相も変わらず、木乃葉は視線を明後日あさつての方向に放ってシラを切っている。

　仕方ない。ここまであからさまに惚とぼけられると気にはなるし、代表権限を使ってみるか。

「えーっと、木乃葉のクラスって一年四組だっけ。一年四組、一年四組っと……」

「え、ちょ、ちょっと待ってください！　なんで、全クラスの出し物リストのデータなんて持ってるんですか!?」

「一応、代表だからな。スマホにそういうデータは入れてるんだよ」

「ちょ、す、ストップ！　そ、そういうの禁止！　駄だ目めですから！」

「お、おい、木乃葉！　す、スマホを奪うばおうとするなって！　──って、痛っ」

「っ」

　スマホの争そう奪だつ戦を繰り広げていると、俺と木乃葉は縺もつれて地面に転がってしまった。

　くそっ、痛ぇ……ったく、木乃葉のやつ何をそんなに抵てい抗こうしてんだよ。

「……うー、いたたっ」

　一方で、木乃葉も俺がクッションになっているものの地面に崩くずれ落ちたせいでフラフラしていた。辺りには、木乃葉のものと思わしき生徒手帳が転がっているぐらいだ。

　ちょうど、その生徒手帳はページが捲めくれていた。

　その中身を、俺は何気なく見やって。

「……え？」

「っ」

　瞬しゆん間かん。

　木乃葉が凄すさまじい速さで生徒手帳を回収した。

　大切なものであるかのように、木乃葉は胸の前でぎゅっと手帳を持つ。

　その耳は、これまで見たこともない真っ赤な色に染まっていた。

　その表情は先さき程ほどまでよりも──俺が木乃葉のクラスが慶花祭で何をするのか調べていたときよりも、ずっとずっと動どう揺ようしていた。

　そして、いつもどこか余よ裕ゆうを持っているはずの木乃葉が、そっと消え入るような声で。

「あ、あの………………………………………………み、見ました？」

「い、いや、見てないけど……その生徒手帳に何が入ってるんだ？」

「な、何にも！　ほんと何にも入ってませんから！　拓也さんのばーかばーか！」

「なんで、俺、急に罵ば倒とうされてんだよ……」

「じゃあ、私行きますね！　サボってると思われるのも癪しやくですし！　じゃ、また！」

　髪かみを乱暴に撫なで付けると、木乃葉はぷいっと顔を背そむけてパタパタと駆かけていく。

「なんだったんだ……？」

　今まで見たこともない反応だった。木乃葉があんな顔をするのなんて……それこそ、この十年近くで初めてじゃないだろうか。

　しかし、俺は──本当は生徒手帳の中身を見ていた。

　ただ、その中身は、俺の見み間ま違ちがいを疑うぐらいあまりにも想像できないものだった。

　だって、

「……あの写真、随ずい分ぶんと前に撮とったものだよな」

　子供の頃ころ──まだ、木乃葉がびっくりするぐらい素す直なおだった頃に撮った写真。

　確か、あれは、木乃葉の母親・春はる香かさんに撮ってもらったものだ。

　どこかに遊びに行った後の帰りだったと思う。俺と木乃葉が横にぴったり並んで。あの頃は、木乃葉はいつも泣いていて。ちょうど、写真の中でも泣きそうな顔で俺の服の袖そでを掴つかんでいた。

　俺ですら、今となってはどこに仕し舞まったかわからない写真。

　それを、木乃葉が生徒手帳に入れていたなんて。

「……あんな写真、何に使うんだ？」

　疑問を口にするも、答えはさっぱりわからないままだった。




　　　　◇　◇　◇




　そうして、図書館で本を借りた後。

　俺はついに二年二組の教室へと辿り着いていた。

　だけど、教室へはなかなか足を踏ふみ入れることはできない。……これ、やっぱりクラスって手伝わないと駄目なのか？
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　そんな感じで躊躇ためらいつつ、俺はこっそりと教室を覗のぞこうと扉とびらを少しだけ開けた瞬間。

「……霧島、あんた何してんの？」

「ひっ！　……って、な、なんだ。夏希か」

　背後から急に声をかけられたから、びっくりして変な声が出てしまった。

　後ろに立っていたのは、呆あきれた表情をつくっている夏希だった。

　一方で、夏希は眉まゆをひそめて。

「霧島がクラスに来てるって珍めずらしいね。あっ、もしかして今日は実行委員の方は終わり？」

「あ、ああ。だから、こっちに何か手伝えることがないかと思ってきたんだけど……なんか手伝えることあったりするか？」

　夏希は二年二組の慶花祭を取り仕切っている。

　訊たずねる相手としては最適なはずだ。

　果たして、夏希は顎あごに手を当てて考える素そ振ぶりをしながら。

「手伝えることね……うーん。そう言われても、今は雑用みたいなことしかないけど？」

「それなら、雑用でいい。むしろ雑用がいい。何をすればいい？」

「なんで雑用しかないとわかった途端、あんたは目を輝かがやかすのよ……」

　そうは言われても、雑用が大好きなのだから仕方ない。

　というのはもちろん冗じよう談だんだけど、下手に大役を割り振ふられても荷が重い。大役なんて慶花祭実行委員の代表でお腹なかがいっぱいだ。今の俺にとっては、単発的な雑用ぐらいがちょうどいい。

「うーん、そうなってくると……今、頼たのめるのは買い出しぐらいかな」

「じゃ、買い出しに行ってくるよ。何買ってくればいい？」

　買い出しなら一人でも十分出来るし、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　なんなら誰だれかと協力することがない分、俺向きなぐらいだ。

「わかった。じゃ、買い出しは霧島にお願いする。ただ、高校からはお店が遠いから、わたしの自転車を貸してあげる。場所は、駐ちゆう輪りん場じようの端はしっこに置いてあるから。でも、傷つけたりしないでよ？」

　言いながら、鍵かぎを手て渡わたしてくる夏希。

　そんなありがたい提案には素直に甘えて、俺は買い出しに向かう。

　すると、

「……あれ、氷川先生？」

「……霧島くん？」

　自転車を手で押して慶花高校の校門から出ようとしていると、氷川先生にばったりと出会った。

　氷川先生は一時的に学校の外に出ようとしているみたいだった。

　いつもはトートバッグを持っているはずなのに、今、持っているのは小さな鞄かばんだけ。近くのコンビニでも行くのだろうか。

　一方で、氷川先生もきょとんとした表情で見つめてきながら、

「……あれ、霧島くんって自転車通学でしたっけ？」

「いえ、これは、その……夏希に借りたんです。今から近くのホームセンターに、慶花祭関連で買い出しに行こうと思ってて」

「そうですか、夏希さんに……ふーん」

　ぱちくりと目を瞬またたかせた後、氷川先生は流し目で見てくる。

「え、えっと……な、なんですか？」

「別に。ただ仲が良いなぁと思っただけです」

「あ、えっと、そのっ、氷川先生が考えているようなことは何にもないですから！」

「はい、わかってますよ。ただ……その、妬やけるものは妬けるんです」

　教師モードのまま、ぷいっと顔を背そむける氷川先生。

　ここ数ヶ月の付き合いから、本気で拗すねていないのはわかる。ただ、そのポーズは正直可愛かわいくて堪たまらない。もっと嫉しつ妬とさせてみたくなるぐらいだ。もちろん、わざとはそんなことはしないんだけど。

「ところで、氷川先生はなんでこんなところに？」

　ふと気になって訊ねると、氷川先生も態度を切り替かえて応じてくれる。

「実は、私も買い出しです。慶花祭で職員室に足りなくなった備品が出てきたから、ホームセンターに買いに行こうとしていたんです」

「へぇー、そうなんですか。じゃあ、一いつ緒しよに──」

　買いに行きますか、と言おうとして止やめた。

　だって、俺と氷川先生は生徒と教師だ。一緒にいるところを他ほかの生徒たちに見られたりなんてしたら、なんと思われるか……

　と、そのとき。

　校門から、慶花高校の生徒が入ってきた。

　途と端たんに、俺と氷川先生はお互たがいに知らないふりをする。別に打ち合わせなんてしていないが、最も早はや癖くせだ。

　しかし、

「「…………え？」」

　校門から続けて入ってきたその男性に、俺と氷川先生は同時に声を漏もらしてしまった。

　だって、その男性は。

「あ、氷川先生。お疲つかれ様です。もしかして、氷川先生も自分のクラスの生徒と買い出しですか？」

　名前は知らないが、その男性は体育教師だった。その口ぶりから察するに、その体育教師も生徒と一緒に慶花祭の買い出しに行ってきたらしい。

　体育教師は困ったように頭を掻かきながら。

「いやー、実はクラスの子たちに買い出しに付き合うのを頼まれちゃって。仕事が溜たまってるのに、頼たよりになる先生が必要とか言われると行くしかないですよね。って、すみません。氷川先生もこれから買い出しですよね。引き止めてしまってすみません。それでは」

「え、ええ。それでは、また」

　氷川先生はぎこちなく返すと、その体育教師は「先生、早くー」と生徒に呼び掛かけられて足早に去って行った。

　また、二人だけが校門前にぽつんと取り残される。

　だけど……考えていることは、その、一緒だったと思う。

　俺は明後日あさつての方向を見ながら。

「その……実は、夏希からホームセンターへの買い出しを頼まれてるんですけど、ちょっとわからないものがあって」

「そ、そう。それは大変ですね。万が一、間違えたら駄だ目めですし」

「そ、そうなんです。だから、その、頼りになる先生がいると嬉うれしいんですけど……」

「そ、そうですか」

　頷うなずくと、氷川先生は目をそわそわさせながら。

「……それなら、私がついていきましょうか？　奇き遇ぐうにもホームセンターに行く途と中ちゆうですし、や、やっぱり間違えたら駄目ですからねっ。だから、その」

　氷川先生はちらっと顔を覗きこんでくると、小声で。

「……一緒に行く？」

　その提案を断ることなんて、もちろんなかった。







　というわけで、ホームセンターへ買い出しに行くことになったんだけど。

「……遠いね」

「……遠いですね」

　俺と氷川先生はホームセンターへ向かって歩いていたが、目的地にはなかなかつかなかった。地図アプリで最短ルートを選んでいるつもりだが、ホームセンターまでは歩きでは数十分程度かかる計算である。確かに、夏希が自転車を貸してくれるはずだ。

　加えて、七月の暑さっていうのはかなり応こたえる。

　ジリジリと照りつける陽光のせいで、さっきから汗あせが止まらない。隣となりを見ると、氷川先生はスーツ姿だからか余計に辛つらそうだった。ご丁てい寧ねいにジャケットまで羽織ってるしな。

　だが、こうなったら取る手段は一つしかない。

「あの、氷川先生。提案なんですけど……自転車に乗りませんか？」

　夏希に借りた自転車は、ちゃんと手押しでここまで持ってきた。

　氷川先生と一緒に行くなら、自転車いらないのでは……と気づいたときには、もう学校からは遠く離はなれたところまで来ていたのだ。

　だから、そのまま何となく持ってきたのだけど、当然、自転車を使った方が早く着くに決まっている。

　そんな俺の提案に、氷川先生は慌あわてて手を振りながら。

「う、うん。霧島くんは乗って先に行っていいよ。私は歩いてゆっくり行くから。だから、気にしないで。というか、私がもっと早く言えば良かったね」

「いえ、そうじゃなくて。その、俺一人じゃなくて……氷川先生も一緒に乗って行きませんか、って言ってるんですけど」

　俺がそう補足すると、氷川先生は途端にむっとして両手を腰こしに当てて。

「あのね、霧島くんも知ってるかもしれないけど、二人乗りは禁止されているの。教師としてはそんなことできるわけないでしょ？」

「えー」

「えー、じゃありません。駄目なものは駄目。ルールなんだから」

　頑がん固こな態度とともに両りよう腕うでを組んで、ぷいっと顔を背ける氷川先生。

　ちぇっ、駄目か。自転車に乗れば、この暑さを最低限で済ませられるかもしれなかったのに。こういうところは厳しいんだよな、氷川先生。

「ほら、霧島くんだけ先に行って。私のことはいいから」

　氷川先生は柔やわらかな微び笑しようとともに、俺のことを送り出そうとする。

　だけど、一緒に行こうと言ってたのに、俺だけ自転車に乗るのはなんか違ちがうような気がする。

「ん？」

　そのとき。スマホがブルッと震ふるえて画面を見ると、一件のメールが来ていた。

　内容は、慶花祭実行委員の会議を一時間後に始めるという連れん絡らくだ。聞いてない。おそらく、重しげ野のさんが急に招しよう集しゆうをかけているのだろう。

　しかし、そうとわかっていても、代表である俺は出席する義務がある。

　チラッと隣を窺うかがうと、氷川先生もスマホを見て顔をしかめていた。

　多分、同じメールでも見ているんだろう。氷川先生も慶花祭担当だしな。

　ここから、慶花高校までは頑がん張ばれば数十分程度で帰れる。だから、会議に参加することは可能だ。しかし、一方で、そうした場合に問題となるのは。

「……買い出し、どうします？」

　そう、それに尽つきる。

　このまま帰れば、俺も氷川先生も買い出しできない。

　氷川先生はそれを嫌いやがるはずだ。自分が担当する仕事はきっちりやる。氷川先生はそんな教師だとは、ここ数ヶ月で把は握あくしている。

　だけど、偶ぐう然ぜんにも──ここには、それを解決する手段があって。

　ルールと責務。うぅ～～～と、その狭はざ間までたっぷり悩なやんだ後、氷川先生は躊躇ためらいがちに結論を口にする。

「そ、その、霧島くん。学校には内ない緒しよにしてくれる……？」

「今いま更さら何を言ってるんですか」

「そ、それはそうだけど！　で、でも、そういうことじゃないのはわかってるでしょ！」

　むーっと、氷川先生は不満げに唇くちびるを尖とがらせたのだった。







　とはいえ、無む駄だ話をしている時間はそれほどなかった。

「じゃ、氷川先生後ろに乗ってください」

「う、うん。じゃ、乗るね」

　氷川先生が恐おそる恐る自転車の荷台に腰を乗せる。

　少女漫まん画がなんかでよく見る足をぶらぶらできる形式のやつだ。

「じゃ、行きますよ。掴つかまっててください！」

「う、うん！」

　俺の合図で、氷川先生が自転車のサドルの金具を掴む。

　そうして、俺は一気に漕こぎ始めるが。

「あ、あれ……？　う、うん……？」

　ちょっと待った、なんか超ちよう難しくないか？

　漫画とかだとサラッとできてるのに、全然バランスが安定しないんだけど……

　正直、数メートル進むのすらままならない。

　それを見て、氷川先生がサッと顔を青ざめさせて。

「あっ？　もしかして、私が重いせい……？」

「い、いや、そうじゃなくてですね──」

「き、昨日、夜にお菓か子しを食べちゃったから……？　で、でも、一口分しか食べてないし……ほ、本当よっ？　私、本当に食べてないからっ」

「別にそこ疑ってませんから！」

　わたわたと手を振ふって釈しやく明めいする氷川先生。

　それに思わず突つっ込んで、俺は続ける。

「すみません、氷川先生。その乗り方だと、俺がバランス取れないみたいです。なんか思ったより難しくて」

「そ、そうなの？　でも、漫画だとこの座り方よくしてるよ？」

「もしかしたら出来るのかもしれませんけど、今の俺では無理です」

　相当なバランス感覚がないと、これは厳しい。

　単純に氷川先生の足が横に出てる分、重さのバランスが取れてないしな。

「じゃ、どうすればいい？」

「えーっと、多分、座り方を変えてもらうか、俺にもっと密着してもらわないと……」

「こ、こう？」

　むぎゅっ。

　俺がそう口にした瞬しゆん間かん、氷川先生は座り方を直して密着してきた。そのせいか、背中に柔らかい感かん触しよくがして……こ、これ、多分あれだよな。やばい、色々と集中できない。

　だが、いつまでもこうしているわけにもいかなかった。

「じゃ、今度こそ、氷川先生行きますよ！」

「う、うん、お願い──き、きゃっ」

　ペダルに体重をかけると、自転車がぐんぐんと進んでいった。

　少なくとも、さっきよりバランスが格段に取りやすい。一漕ぎするごとに、ペダルが軽くなっていってタイヤが回転する。

　風が吹ふく。

　髪かみが靡なびいて、人ひと気けがない道を颯さつ爽そうと駆かけ抜ぬける。

　土と地ち勘かんのある場所だ。この時間帯に人が通らないところは熟知している。

「き、霧島くんなんか速くない!?　どんどんとスピードが出てる気がするんだけど！」

「ゆっくりだと間に合いませんから！　それと──ここから、下り坂ですよ！」

「え──きゃあああああああああああ」

　ブレーキはしっかりとかけているが、次の瞬間、自転車は一気に坂を降り始めた。

　当然、安全には気をつけている。数秒もすればそれに気づいたのか、氷川先生は風でなびく黒髪を押さえながら大声で叫さけぶ。

「も、もう、霧島くん！　いい加減にしないと怒おこるんだからね！」

「すみません、先生！」

「べ、別にいいけど。──でも」

　そう言って、氷川先生は俺の背中にべったりと体重を預けてきた。

　それから、耳元でごおぅと唸うなる風音に混ぜながら、先生は消え入りそうな声で。




「でも──こういうのって楽しいね」




「そう、ですね」

　俺は答えた。

　そして、脳のう裏りに描えがくのは馬ば鹿かげた妄もう想そうだ。

　俺と氷川先生が生徒と教師じゃなかったら。そんな想定は有り得ないだろうけど。

　でも。

　でも、俺と氷川先生がお互たがいに高校生であればこんな青春を送ったのかもしれないとは何となく思ったのだった。








第六章









「ダイエットをしたいと思います！」

　慶けい花か祭さいが一週間を切った頃ころ。

　ある休日の昼下がり。氷ひ川かわ先生の自宅のリビング。

　氷川先生は唐とう突とつに、そして高らかにそう宣言した。

　一方で、俺はといえば、口を半開きにしてぽかーんとしていた。……え、氷川先生、急にどうしたんだ？

　俺の反応が薄うすかったからか、氷川先生はドヤ顔で堂々と繰くり返す。

「ダイエットを！　したいと思います！」

「……い、いえ、ダイエットはわかったんですけど……急にどうしたんですか？」

　最近、体重計にでも乗ったのだろうか？

　俺が不思議そうにしていると、氷川先生は頬ほおを染めて手をもじもじとさせながら。

「こ、この間、自転車一いつ緒しよに乗ったことがあったでしょ？　あ、あのときに、私の体重が……その、ちょっと重たかったせいで上手うまくバランス取れなかったじゃない？」

「前にも言いましたけど、別にあれは氷川先生のせいじゃありませんよ？」

　あれは単純に俺が慣れていなかったことと、そもそもあの体勢ではバランスが取りにくかったことが原因なのだ。

　だから、氷川先生の体重のせいではない。

　あのときにも、そう説明したはずなんだけど。

　しかし、氷川先生はゆるゆると首を振って。

「ううん、確かに霧きり島しまくんの言うことも一理もあるかもしれないけど……でも、私の体重がもっと軽かったら、バランスは取りやすかったはずだし。それに、もう夏でしょ？　そうなると、露ろ出しゆつの多い服も増えるだろうし……もしかしたら、そ、その……君と海に行くこともあるかもしれないし……」

　後半の方はボソボソとした声だったが、聞き取ることができた。

　夏。海。そんな言葉が続けば、想像する光景は一つしかない。

　灼しやく熱ねつの太陽。真っ青な海。白い砂すな浜はま。そして、氷川先生が誘ゆう惑わくたっぷりの水着姿で「君と一緒に泳ぎたいな♡」って言ってくれて──

「確かに必要かもしれませんね、ダイエット！」

　くそっ、俺としたことがこんな大事なことを失念していたなんて！

　夏といえば、海。そして、海といえば水着。アニメやラノベを嗜たしなんでいるオタクにとっては、この辺は常識といっても差し支つかえない事じ項こうだ。だいたい、ラノベなら三巻あたりで口絵か挿さし絵えなどでヒロインの水着を一回挟はさんでおくのがお約束である。

　それほどまでに必然とも言うべきイベントだというのに、すっかりと頭からすっぽり抜け落ちていた。もうすぐ夏休みなのに。氷川先生と海に行くかもしれないのに。

　そして、氷川先生と一緒に海に行くということは、俺も水着姿にならねばならないということだ。そんなときに、俺のひ弱な身体からだを見せるには抵てい抗こうがある。確かに、ダイエットとかしたい。っていうか、筋肉が欲ほしい。

「君もダイエットの重要性をわかってくれた？」

　氷川先生の問いかけに、俺は深々と頷うなずく。

　しかし、それはそれで疑問が浮うかび上がってくる。

「どうやって、ダイエットするつもりなんですか？　言っときますけど、俺、ジムに行ったりは無理ですよ？　すぐに止やめる自信があります」

　少し前に、アニメでやってたから興味はあるんだけど、俺には無理だ。少なくとも、毎回のように服を破るトレーナーさんがいない限りは……いや、それはそれでかなり怖こわいな。

　だけれど、そんな俺の疑問に、氷川先生は指を伸のばして不敵に笑って。

「ちっちっちよ、霧島くん。ジムなんて凄すごい人たちばかり行ってそうなところは、私も無理だもん。だから、私たちに合ったやり方でやろ？」

「……私たちに合ったやり方？」

「そう！　つまり、この──リングストレッチトレーナーで！」

　そう言いながら、氷川先生が差し出してきたのはゲーム機だった。




　説明しよう！

　リングストレッチトレーナーとは、リング状の機器および身体にコントローラーを取り付けて、身体を動かすことでゲーム世界を攻こう略りやくしていくゲームのことである。簡単に言えば筋トレで攻こう撃げきを放ち、モンスターなどを倒たおしていくことで進めていくゲームなのである。

　もちろん、俺も少し前に発売されて話題になっていたから知ってはいるんだけど、なかなか買う機会がなかったんだよなぁ。

　というわけで、現在。

　氷川先生はヨガ用みたいな動きやすくぴっちりとした服装を身に纏まとって、既すでに臨戦状態でモニターの前に立っていた。端たん的てきに言って、エロい。

　そうして、氷川先生はゲームを起動する。それから諸設定やチュートリアルなどを進めていったところで──

　不意に、氷川先生が固まった。

　ん？　どうしたんだ？　……って、ああ。

　一いつ瞬しゆんだけ疑問を抱いだくが、すぐにそれは氷解した。

　何故なぜなら、氷川先生が見ているのは体重を入力する画面だったからだ。

　どうやら、カロリー計算のために体重が必要らしい。

　一方で、氷川先生は頬を染めて、チラチラと俺の方を見てくるだけでなかなか体重を入力しようとしない。……別に、俺は何キロでも気にしないんだけどなぁ。

　しかし、氷川先生にとっては大問題らしい。

　むうううううううと悩なやましげな声を漏もらしながら、先生は唇くちびるを尖とがらせる。

　だが、これではいつまで経たっても前に進まないとでも思ったのか。

　氷川先生は覚かく悟ごを決めたような表情をつくると、コントローラーを使って二ふた桁けたの数値を入力する。




「えーっと……三十九キロ、っと」




「そんなわけがありますかっッッ！　氷川先生がそんな軽いわけがないでしょう！」

「な、なんで、そんな酷ひどいこと言うの霧島くん!?」

　俺が思わず突つっ込むと、氷川先生は傷ついたような顔をした。

　でも、氷川先生みたいな（大きなおっぱいを持っている）身体つきで、三十九キロなんて有り得ないだろ！　身長だって、氷川先生は決して低いってわけじゃない。もし、本気で三十九キロだとしたら色々と心配になってしまうぐらいだ。

　小さく息を吐はき出して、俺は言う。

「別に見み栄えなんて張らなくていいですから。俺は氷川先生の体重が何キロでも気にしませんし。それに──そもそも、俺、氷川先生の体重には概おおむね予想がついてますから」

「え」

「まあ、一いつ般ぱん的な予想の範はん疇ちゆうではありますけど。だいたい、氷川先生ぐらいの身長とスタイルなら、体重は五十──」

　氷川先生が真顔になった。

「……霧島くん？」

「はい、すみませんごめんなさい俺の妄もう言げんでした！」

　俺は身体を折り曲げて、慌あわてて頭を下げた。

　ひっ、こ、怖かった……まさか、〈雪ゆき姫ひめ〉のときよりも怖いモードがあるなんて。あと、氷川先生は何段階の変身を残しているんだろうか。

　そうして、結局。

　俺は後ろを向かされ、その間に、氷川先生は体重を打ち込んだのだった。







「無理、無理、そ、それ以上は痛いから……！」

「あん、ま、待ってっ、そ、そんな速いのは……ぺ、ペースあげないで……！」

「はぁ……やぁ……し、死んじゃう。そ、それ以上は無理なの……！」

「やぁ、びくびくしちゃってる、もうびくびくしちゃってるからぁ……！」

　もちろん、氷川先生のゲーム中の台詞せりふ集である。

　意味がわからない台詞も一部あったものの、ゲームはなかなかハードらしく、氷川先生は叫さけび声とともに必死に筋トレをしながらプレイしていた。

　現在、氷川先生はスクワットをしていた。

　背筋をピンと伸ばして、綺き麗れいな形のお尻しりを突き出している。顔にぷくっと小さな汗あせ粒つぶが浮かびあがっては、鎖さ骨こつから胸むな元もとにかけてつーっと一筋の道をつくって谷間に消えていく。

　……なんで、運動しているだけなのにこんなエロいんだろうな。

　氷川先生のスクワット姿を見ているだけなのに、滅め茶ちや苦く茶ちやドキドキしてしまう。

　しかし、氷川先生は己おのれを省かえりみる余よ裕ゆうはないらしく、絶ぜつ叫きようをあげながらも何とかモンスターに攻撃する。

　と。

「あっ、っ、っ！」

　ニートゥチェストという足を浮かせたまま伸ばしたり縮めたりする筋トレをしているところで、氷川先生が不意に足をピンと伸ばしたまま断続的に悲鳴をあげた。

「ど、どうしたんですか、氷川先生!?」

　流石さすがにそれは無視できない。

　俺が慌てて駆かけ寄ると、氷川先生は涙なみだ目めでぴくぴくを足を震ふるわせながら。

「あ、足つっちゃった……」

「え？」

「足をつっちゃったの…………あっ、あー！　今、霧島くんたったこれだけでって思ったでしょ！　言っておくけど、これ、とっても辛つらいんだからね！」

　だから別に私が貧ひん弱じやくってわけじゃないんだよ！　とでも言いたげに、氷川先生は唇を尖らせる。だが、流れで身体からだを捩ねじったところで、氷川先生は再び涙目になった。どうやら腰こしにもかなり負担をかけたようだ。

「氷川先生、立てますか？」

「無理みたい……霧島くん、立たせてくれる？」

　上うわ目め遣づかいで、おずおずと手を差し伸ばしてくる氷川先生。

　俺はその手を取るが……なんだか、氷川先生の細い腕うでに力がかかって、なんかちょっとだけ怖いな。よし、それなら。

「よっ、と」

「え、え？　き、霧島くん!?」

　俺は氷川先生をお姫様抱だっこすると、一気に持ち上げた。

　慌てて、氷川先生がぎゅぅぅっと首に腕に回して抱きついてくる。そのおかげかバランスは安定して、非常に抱っこがしやすい。

　一方で、氷川先生は赤面しながら。

「き、霧島くんっ。わ、私、重いでしょ。そ、そんな抱っこなんて無理しなくてもっ」

「重くなんてありませんよ。氷川先生、軽いですし」

「そ、そう……？」

「はい。だから……今いま更さらこんなことを言うのもあれですけど、俺はそんなにダイエットを無理してやる必要もないと思いますよ？」

「……え？」

　氷川先生を椅い子すに座らせてあげながら、俺はこっそり秘ひめていた想おもいを打ち明ける。

　それに、氷川先生は微かすかに目を見開いた。

「で、でも、君もダイエットは必要だって言ってなかった？」

「俺は……その、好きで適度にやるならいいと思うんですけど、別に足をつるまで頑がん張ばらなくてもいいかなって思ってるんです。それに、ほら、最初にも言ったじゃないですか」




「──俺は氷川先生が何キロだろうと気にしません。それよりも、氷川先生が無理してダイエットをしたりする方が心配なんで」




「そっか……そうだよね、君ならそう言うよね」

　俺の言葉に対して、氷川先生は繰くり返し口の中で呟つぶやくと朗ほがらかに笑ってみせた。

「うん、わかった。君の言う通りにしてみる。このゲームは面おも白しろいし、これからも続けていくだろうけど……でも、自分にあったペースで適度にしていくね。身体のためなのに、身体を壊こわしちゃ意味がないし」

「はい、そうですね。じゃ、ゲームは一回片付けましょうか」

　ダイエットは重要。しかし、やっぱり個人のペースにあった適度さを保って。

　そんなありふれた結末に、俺と氷川先生は互たがいに微笑ほほえみ合うとモニターに向き直った。

　その直後。

　モニターにでかでかと映し出された文言に、俺と氷川先生は思わず目が奪うばわれた。




【消費カロリー：＋２００ｋｃａｌ】




「「え…………？」」

　え？　ま、マジで言ってる？　二百キロカロリー？　たったあれだけの時間の運動でそんなに消費したの？

　俺が驚きよう愕がくしていると、氷川先生が椅子からむくりと立ち上がった。

　その立たち振ふる舞まいからは、先さき程ほどまで足をつっていたとは思えない。

　それだけではなく、氷川先生の目にはメラメラと炎ほのおが浮うかび上がっていて。

「霧島くん」

「は、はい、なんでしょうか……？」

「このゲームは、何としてでもやり続けるべきだと思う」

「え、えっ!?　でも、さっきは身体を負傷しては意味ないって──」

「そんなこと誰だれが言ったの!?」

「氷川先生ですよ！」

「たった数十分で二百よ、二百!?　こんなに消費できるなら話が変わるでしょ！　よし！　私、もっと頑張る！　だから、霧島くんも見てて！」

「や、やめませんか!?　氷川先生さっき腰も痛めてたじゃないですか！　そ、それにやるにしても別に明日でもいいじゃないですか！」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってては駄だ目めよ、霧島くん！　筋肉は熱いうちに打たないと！」

「駄目だ！　完全に毒されてる！」

　そういうわけで、氷川先生の筋トレ熱はまたもや高まっていくのであった。




　　　　◇　◇　◇




「氷川先生、大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　翌日。昼休み。

　俺は慶けい花か高こう校こうの廊ろう下かを歩いて職員室へと向かいながら、呆あきれたように呟いた。

　今日の朝に氷川先生とやり取りしていたライン画面には、コミカルに描えがかれた苦しがってる女教師のスタンプが送られてきた。その下には、氷川先生から「筋肉痛つらい……」という泣き言。昨日、氷川先生散々筋トレやってたからな……。

　そのせいか、今日は授業をするのすら辛そうだった。昨日、「全然余裕だから！」と勉強まで見てくれていた姿が嘘うそみたいだ。

　されど、流石とも言うべきか、氷川先生はそれをひた隠かくしにして振る舞っていた。

　もっとも、痛みを我が慢まんするために眉み間けんにシワを寄せていたせいで、事情を知らないクラスメイトたちからは「今日、氷川先生機き嫌げん悪くないか？」などと言われていたんだけど。

　と、俺が廊下の角を曲がったところで、生徒会の眼鏡の先せん輩ぱいに出会った。俺たちは世間話すらする仲ではない。お互いにぺこりと頭を下げて通りすぎるだけだ。

　それでも、俺にとっては驚おどろくべきことだった。

　なにせ、少し前までは、誰にも目も合わせてもらえなかったのだから。

　それに比べれば、異常な成長とすら言えるかもしれない。

　ただ、それはもちろん。

「……氷川先生のおかげだよな」

　ここ最近、俺は学校生活を楽しいと思えるようになっていた。

　当然、代表の仕事は嫌いやだけど。でも、これも以前を考えれば有り得ないことだ。

　……まあ、学校生活が楽しいと思える一番の理由は、氷川先生と一いつ緒しよにいられる時間が増えたからなんだろうけど。

　我ながら単純だとは思うが、こればっかりは仕方ない。

　俺が慶花祭実行委員の代表に、氷川先生が慶花祭実行委員の監かん督とく役になってからは必然的に一緒にいられる時間が増えた。最近は学校が閉まる寸前まで二人きりでいることが多いし、それ以外にも、慶花祭関連の雑務──たとえば、買い出しになんかも一緒に行くことが増えた。一方で、氷川先生の方も仕事に余裕が出てきたのか、慶花祭実行委員の仕事も前以上に手伝ってくれるようになってきている。

　やってることはただの仕事なんだけど、それでも一緒にいられることは嬉うれしい。

　氷川先生って、いつも忙いそがしそうにしているし。

　俺と会えるってことは、氷川先生の仕事も一段落ついたんだろう。

　少なくとも、俺はそのときまではそう思っていた。

　だから。

　職員室の扉とびらに手をかけた瞬しゆん間かんに聞こえてきた言葉に、俺は固まってしまった。




「──氷川先生、最近無理されてませんか？　自分の担当じゃない仕事まで……そんなにお一人で抱かかえ込まれなくてもいいんですよ？」




　…………え？

　今、なんて言った？

　氷川先生が最近無理してるって？

　最初は筋肉痛のことかと思ったが、よく考えればそうじゃないことはわかった。筋肉痛は今日だけだ。対して、職員室の中にいる教師は「最近」と言った。期間が違ちがう。

　だとすれば──なんのことを言っているんだ？

　俺が職員室の前で呆ぼう然ぜんとしていると、尚なおも中から教師の声が聞こえてくる。

「氷川先生、休まれた先生の代わりに買い出しに行かれたりしていますし」

　え？

「最近は夜遅おそくまでずっと仕事をされてますよね？　最初は慶花祭の準備で生徒が夜遅くまで残ってるからだと思ってましたが……それ以前に、その時間帯まで残らなければいけないほど、氷川先生の仕事が終わらないからじゃないですか？」

　っ。

「それだけならまだしも、一番早く出勤されてますし」

　っ！

「そもそも、氷川先生は元々慶花祭実行委員の監督役ではなかったのにその役目を一手に請うけ負おって……その、大丈夫なんですか？」

　それに対して、氷川先生が凜りんとした口調で「大丈夫ですよ」などと返しているのが聞こえてきたような気がしたが、大半は頭に入ってこなかった。

　氷川先生が何故なぜ買い出しに行ったのかなんて考えもしなかった。

　氷川先生が夜遅くまで残っているのは、俺との時間をつくってくれているんだと勘かん違ちがいしていた。

　氷川先生が朝早く出勤していることなんて知らなかった。そして、氷川先生がいつの間にか慶花祭の監督役を一手に担になっていたことも知らなかった。

　だけど、俺は氷川先生の仕事量がいつもより多いことは把は握あくしてたはずで。

　なのに、俺は「氷川先生が無理している」という考えまで至らなかった。

　それどころか、慶花祭の仕事を少しお願いしていて。せっかくの休日も、ずっと付き合わせてしまって。

　ああ。

　本当はわかっていた。心の中のどこかで察していた。ずっと、ずっとずっと。

　氷川先生は本当に悩なやんでいることは、俺に相談したりしない。俺に言うのは、軽い愚ぐ痴ちとかそんなのばかりだ。

「愚痴を聞いてくれてありがと。君に助けられたかな」──氷川先生は以前そう言ったけれど、俺が特別だから助けられたわけじゃない。あれは、俺じゃなくても誰かに聞いてもらえればよかったのだから。

「君が頼たよりになるってわかってるから」──氷川先生はそう言うけれど、俺は本当の意味で頼りにされてはいない。意識的にしろ、無意識的にしろ、氷川先生自身が強く悩んでいることは俺の前では言ったりはしない。

　そして、その理由はわかっていた。

　それは、




　──それは、俺が子供だからで。




「……あれ、霧島くんもう来ていたんですね」

　話が終わったのか、氷川先生が職員室から出てきた。

　先生は俺を見るなり小さく破顔する。その振る舞いは嬉しい。だが、氷川先生はさっきの職員室での会話について話したりはしなかった。

　本当は、俺に割さいてる時間なんてないはずなのに。

　俺は傲ごう慢まんなんだろう。俺は子供で、仕事の話なんてわからない。それでも相談してほしかった。知っておきたかった。氷川先生がどんなに大変な状じよう況きようか把握しておきたかった。

　子供と大人の違いは、いったい何なんだろう。

　その答えは、俺にはわからない。

　でも、俺には氷川先生との間に大きな壁かべが立ちはだかっているように見えて。

　そして、それは、俺が大人になるためには乗り越こえなきゃいけないもので。

「……どうすりゃ、大人になれるんだろうな」

　ポツリと漏もらした声は、誰にも届かない。

　だが、俺にできることはどちらにせよ一つしかなかった。

　今、やっていることを全力で頑がん張ばるしかない。

　俺が知っている「大人」たちは、全員そうしているのだから。








第七章









　──オ××××××デ




　夢を見ていた。

　渋しぶ谷やにあるスクランブル交差点みたいなところだった。

　数えきれない人々のなかに、私は大人になった姿の霧きり島しまくんの姿を見つける。誰に見られていても、おかしくないような場所。しかし、そんな場所にもかかわらず。霧島くんは私を見つけると小さく口元を綻ほころばせた。それから、彼は多くの人に注目されるのも構わず駆かけ寄ってくる。

　それに対して、私も霧島くんへと駆け寄って──

　それと同時に、私は知覚する。

　ああ、これは、ここ最近ずっと見ている──幸せな夢だ。




　　　　◆　◆　◆




「氷ひ川かわ先生、確かく認にんお願いします」

「はい。では、少し待っててください」

　職員室。昼休み。

　私は、霧島くんから提出された書類をチェックしていた。

　もちろん、慶けい花か祭さい実行委員に関連するものである。

　最初こそ手直しすることが多かったものの、霧島くんの成長ぶりは目覚ましいもので今では誤字脱だつ字じをチェックするだけだった。うん。今回も問題なし。あとは、私の印いん鑑かんを押して、っと。

「はい、問題ありません。……で、霧島くんは今日も残りますか？」

「そうですね。まだやるべきことがあるので残りたいと思ってます」

「そうですか。わかりました。では、私も残りましょう」

　傍はたから見れば、単に実行委員として頑張る生徒と監督役の教師にしか見えないだろう。

　しかし、一方で、私の内心は浮うき浮きとしていた。

　やった、今日も霧島くんと二人きり！　最近は仕事は大変だけど、霧島くんと一緒なら無限に頑張れる気がする。

「最近頑張ってるじゃない、霧島くん」

　霧島くんが職員室から去った後。

　私に話しかけてきたのは、司書の桜さくら井い先生だった。

　桜井先生は腕うで組ぐみをしながら、霧島くんが去った方向を一いち瞥べつして。

「一年生のときはずっとムスッとしていたけれど、最近はなんか楽しそうよね。何か心境の変化でもあったのかしら？」

「さ、さあ、どうなんでしょう……」

「どちらにせよ、この時期の子供って成長が凄すさまじいわよね。身体的に、心境的にも。たとえ、生徒でもそういう姿を見るとちょっとドキドキしちゃうこともあるぐらいだし」

「わかります」

　その言葉には、「いいね」を百回ぐらい押したかった。

　だって、霧島くんが真しん剣けんな表情でパソコンに向かってる姿すっごく格好いいし。

　個人的に気になるのはどうしてそんなに頑張ってるかなんだけど、私としては詮せん索さくするつもりはなかった。昔に『ドラゴン桜』を読んで感化され、勉強をがむしゃらに頑張っていたときに、母親に詮索されたら恥はずかしかったからだ。……え、よくあるよね？　漫まん画がに感化されて突とつ発ぱつ的に何かを頑張ることとかあるよね？　『ヒカルの碁ご』に感化されて囲碁に手を出すとか、みんなするよね？　私、結局よくわからず一ヶ月で止やめたけど。

「そういう意味では、霧島くんの噂うわさを時々聞くわね。ギャップっていうのかしら。彼、ずっと悪い噂があったけど、実行委員やり始めてからは『意外と真面目まじめ』ってことで、一部の女子の話題にはなっているらしいわよ？」

　なるほど。道理で、実行委員の女子たちのなかには霧島くんに熱い視線を注ぐ人たちがいるわけだ。

　ただ、霧島くんを愛する一番の理解者である彼女としては呆あきれるしかなかった。

　はぁ、ギャップね。

　意外と真面目、ね。

　なんというか、わかってないなぁ。霧島くんの本当の格好よさは、そんな当たり前なところじゃないの。そのもっと奥に隠かくされたというか、簡単には言葉にできないところなの。

　まあ、でも、それも仕方ないかな。にわかじゃその辺が限界だよね。古参（四ヶ月）の私から言わせれば稚ち拙せつもいいところだけど、まあ、そんなものだよね。

　以前であれば嫉しつ妬としていたかもしれないが、先月を乗り越えた私にとっては些さ事じでしかない。気分的には、後方彼氏面づらしているようなものである。いや、私、彼女なんだけど。

　だから、今、私の心の中にある気持ちとしては。

　──霧島くんが、みんなに認められてきたということで嬉うれしい。

　ただ、それだけだった。







　予定通り、その日も夜遅くまで学校に残った。

　そうして、現在。

　月夜のもと、私たちは二人きりで帰宅していた。

　バレれば一発でアウトかもしれないが、こんな夜遅くの時間帯だ。生徒が心配だから駅まで見送りに行っていたと言えば、問題ないだろう。幸い、私と霧島くんの家は慶けい花か高こう校こうから慶花駅までの道の途と中ちゆうにあった。

「ね、霧島くんは夏休みどこかに行きたいとかってある？」

　私はチラッと横を見やってから訊たずねると、霧島くんはきょとんとした顔をしてから。

「……え、氷川先生、夏休みとかあるんですか？」

　私はいったいどんなブラックな職場に勤めていると思われているんだろうか。

　しかし、そう懸け念ねんするのもわからなくはない。私、いっつも働いてるもんね……。

　ただ、夏休みは別だ。

「夏休みは学校がお休みだから、比ひ較かく的てきお休みが取りやすいの」

　まあ、部活の顧こ問もんとかしたら話は別なんだけど。

　しかし、私はまだどこの部活の顧問でもないから、まだ休みやすいってわけだ。

「だから、大だい丈じよう夫ぶだよ。君がやりたいこととか、夏休みにしかできないこととかやろ？」

「そうですね。それなら、旅行とか行きますか？」

「あ、いいねそれ！　アニメの聖地巡じゆん礼れいとか行く？」

　霧島くんと旅行。その言葉だけで夏休みまでノンストップで働ける気がする。

　それに旅行先でなら、私と霧島くんが教師と生徒だってバレることもないわけで──

　……あれ、それって凄すごく良くない？

　何気なく胸に浮かんできたその考えの凄さに、私は思わず震ふるえた。

　私と霧島くんのことを知られていないということは、何をしてもいいわけだ。他人の視線も気にしなくてもいいし、堂々と手を繋つないで歩いてもいいし、もしくは普ふ通つうのカップルみたいに腕うでを組んで歩いても問題ない。

　え、なにそれ。旅行って最強じゃない？

　そう思ったが最後、私の中では夏休みに旅行に行かないという選せん択たく肢しはなくなっていた。

「霧島くん、ぜ～～～ったいに旅行に行こうねっ！」

「はい、先生」

　霧島くんは微笑ほほえんで頷うなずく。

　むぅ、これでは私が駄だ々だをこねて旅行に行きたがってるみたいじゃない。実際、そうなんだけど。

　でも──霧島くんと未来の話をするのは楽しかった。

　今はまだ数週間先の話だろうけど、これからは数ヶ月先や一年先の話をしていくのだろう。クリスマスには、春休みには、そしてゴールデンウィークにはどこに行こっか、なんて話しながら。

　そんな時間がいつまでも続くのだと。

　私は、そう信じて止やまなかった。

　それくらい、今は何もかも──順調に進んでいた。




　　　　◆　◆　◆




　その翌日は、慶花祭の前夜祭だった。

　明日から、慶花祭が始まる。それに当たって大学生の子たちはお店を貸し切って決起会みたいなものを行うらしいが、私たち教師や高校生は学校の教室を使って、わいわいとやっていた。

　慶花祭実行委員の予算を使って購こう入にゆうしたオードブルやジュースなどを広げて、慶花祭実行委員の生徒たちはこれまでの苦労を称たたえ合っていた。校舎前につくった巨きよ大だいオブジェや看板、近所のお店に貼はってもらったポスター、各クラスの統とう率そつ……などなど、仕事を挙げればキリがない。そんな体験談とともに「もう二度とやりたくない」と冗じよう談だん交じりに話しながら、生徒たちは談だん笑しようしていた。

　その中でも一ひと際きわ目立っているのは、重しげ野のくんだった。

　重野くんは何故なぜかこっちの会に参加しており、自分でお酒を飲みながら「みんなありがとー、みんなのおかげで慶花祭はもう成功も同然！」とあちこちで叫さけんでいた。

　だが、それ以外は特に問題なく進んでいくこと一時間。

　東とう条じようさんに促うながされて、霧島くんが教室の端はしっこにあるマイクのもとにそろそろと向かっていた。

　これから、締しめの挨あい拶さつでもするのだろう。

　大丈夫かな、と見守っていると、霧島くんは大勢の生徒の前で堂々と胸を張って。

「それでは、そろそろお開きにしたいと思います」

　それは、淀よどみない宣言だった。

　以前なら頭が真っ白になって噛かんだりしていたはずなのに、今ではその影かげも形もない。

　きっと、この短期間で慣れてしまったのだろう。

　そして、それこそは霧島くんが成長した証あかしで。

　──ズキッ。

　…………あれ？　どうしたんだろう？　なんか、今、胸が痛んだような。

　そんなことになる理由なんてないはず、なのに。

　だが、不思議な胸の痛みに眉まゆをひそめている合間にも、霧島くんは締めの挨拶を終えてしまった。それから、何人かの生徒が霧島くんのもとに集まっていく。夏なつ希きさん、生徒会長の東条さん、この慶花祭の準備で一いつ緒しよに頑がん張ばった生徒会のメンバー。決して多いとは言えないが、されど、以前の霧島くんでは考えられない集まり。

　雰ふん囲い気きが変わったのは、出版社と話をつけてからだ。

　それ以来、霧島くんを取り巻く環境は好意的なものになったように思える。

　そして、そんな光景は本来なら嬉しくて堪たまらないはずなのに。

　──ズキッズキッ！

　何故か、胸の痛みが治らない。

　それどころか、ますます酷ひどくなっていく。

　気がつけば、私は廊ろう下かに出て一人で休んでいた。

　いったい、私はどうしてしまったのか。何度自問自答してもわからない。

　だけれど、そうしていると胸の痛みだけではなく足先から徐じよ々じよに寒気も感じてきて──

「氷川先生、大丈夫ですか……？」

　教室から、霧島くんが不安そうな表情とともに出てきた。

　きっと、教室に私がいないことを察して来てくれたのだろう。

　霧島くんは私の顔を窺うかがいながら。

「なんか苦しそうですけど……保健室に行きますか？」

「ううん、大丈夫。君の顔を見たら、落ち着いたから」

　何でもないと主張するように、私は口角をあげて笑って見せようとする。

　しかし、できなかった。

　表情筋が強こわ張ばって上手うまく笑えてるかわからない。鏡がこの場にないので実際に確かく認にんすることはできないが、酷く歪いびつな笑みをつくっていたような気がした。

　そんな姿を見て、霧島くんは何かを言いかけて僅わずかに口を開ける。

　だが、その言葉は口に出されることはなかった。

　代わりに、霧島くんは無理やり朗ほがらかな空気をつくって。

「そういえば、氷川先生。俺、さっき生徒会の先せん輩ぱいたちに褒ほめられたんですよ。多分、お世辞だとは思うんですけど、来年生徒会に入ったらとかも言われて」

「そう、なんだ」

「はい。それから、今回の代表の仕事振ぶりも褒められて……なんか、これまで人に褒められることがあんまりなかったのですげー嬉しくて」




「だから、単純かもしれないけど──俺、これからも頑張ろうと思いました」




　──ズキッズキッズキッ！

　霧島くんが頬ほおを掻かきながら笑顔でそれを口にした瞬しゆん間かん、私は心臓のあたりに今まで最大の鋭するどい痛みを感じて崩くずれてしまった。

「氷川先生、大丈夫ですか!?」

　霧島くんが慌あわてて駆かけ寄ってきてくれる。

　だが、私は胸を押さえながらもそれどころではなかった。

　ああ。

　ああ、気づいてしまった。

　いや、本当はずっと前から気づいていた。でも、私は気づいていないフリをしていたのだ。私は自分がそんな醜みにくい感情を持っていると認めたくないから。

　──オ×テ××××デ

　始まりは、いつだっただろう。

　正確には思い出せない。でも、一つ挙げるとするならば、そう霧島くんが中間テストで私の予想を超こえた順位を取ったときだ。

　あのとき、私は霧島くんの成長が嬉しかった。

　だけれど、抱いだいた感情はそれだけではなかったと思う。

　怖こわかった、のだ。

　霧島くんが、予想以上の成長をしてしまったから。

　──オ×テ×カ××デ

「きっと将来、あなたは私なんて置き去りにして立派に遠くまで羽ばたいていくのでしょうね」とは高校時代の恩師の言葉だ。

　その意味が、今は痛いほど理解できる。

　生徒たちは数年で目覚ましい成長を遂とげる。

　停てい滞たいしている私たち大人とは違ちがって、常に変化し続け、そして最後に私たち教師を置いて先に行ってしまう。

　たとえるなら、そう、人生という道で長ちよう距きよ離り走そうでもやっているみたいなものだ。

　私たち教師は最初こそ先頭集団だが、やがて生徒たちに追い抜ぬかれていく。

　そうして、生徒たちは大人になっていき、私たち教師は次の後方集団を導くために再び元の位置に戻もどる。

　それが、教師という仕事だった。そして、それで良いと思っていた。

　──オ×テ×カナ×デ

　でも、私は気づいてしまった。

　霧島くんが他ほかの子と同様に、私を置いて先に行ってしまう可能性に気づいてしまった。

　そうなってしまえば、私はもう彼には追いつけない。停滞し、留とどまることこそが、私たち教師なのだから。彼とはもう対等ではいられない。

　ああ。

　だから、つまるところ、この胸に宿る不ふ穏おんを言ことの葉はで表すならば。




　──私は、霧島くんが大人になるのが怖いんだ。




　　　　◆　◆　◆




　その夜、いつもの夢を見た。

　渋谷にあるスクランブル交差点みたいなところ。

　数えきれない人々のなかに、私は大人になった姿の霧島くんの姿を見つける。

　それに対して、霧島くんは口元を綻ほころばせながら多くの人に注目されるのも構わず駆け寄ってくる。

　合わせるように、私も霧島くんへと向かって走っていって──

　だけれど、これが幸せな夢ではないことはもうわかっていた。

　霧島くんは私の横を通り過ぎると、私の後ろにいる別の女性のもとへと走っていく。

　彼の視界に、私は映っていない。

　彼の未来に、私はいない。

　私は霧島くんに手を伸のばして、夢の中で叫ぶ。

　──オイテ、イカナイデ。

　されど、私の声はいつまで経たっても彼には届かなかった。








第八章









『では、これより第一〇五回慶けい花か祭さいを開かい催さいいたします！』

　校内放送から、東とう条じよう先輩の声が聞こえてくる。

　生徒会長のその宣言により、校舎中から濁だく流りゆうのような歓かん声せいが発せられた。

　青春という名の熱が、一点に凝ぎよう縮しゆくされて爆ばく発はつしたような感覚。

　鼓こ膜まくがビリビリと震ふるえ、まるでライブ会場にいるような錯さつ覚かくを覚える。

　そんな状じよう況きようのなか、俺は野外ステージの控ひかえ室にいた。

　簡易的につくったテントで、机が幾いくつも並べられている。重しげ野のさんから割り振ふられたステージ管理はだいたい終わっているが、やっぱり空き時間はここで実際に予定通りに進んでいるか見守っておいた方がいい。

「えっと、霧きり島しまくん。重野さんの場所ってわかったりするかしら？」

「いえ、それがまったく知らなくて、すみません」

「君が謝ることじゃないわ……まったく、結局、重野さんから出版社や声優事務所とどうなったか最低限の情報しか教えて貰もらえないし。本人は『大だい丈じよう夫ぶ。全すべて手配済み』と言っていたけれど……本当に大丈夫なのかしら」

　東条先輩が小さく溜ため息いきをつくが、今いま更さらそれを嘆なげいても仕方ない。

　流石さすがに、明日には控え室にやってくる……と思いたい。そのときでは遅おそいだろうが、詳しよう細さいについては問い質ただすしかないだろう。

「さて、取り敢あえず私たちも仕事をしましょうか」

「そうですね」

　東条先輩の言葉に、俺は頷うなずく。

　そうして、俺たちは野外ステージの控え室から出ようとした瞬間。

「……え？」

　頭上から、ポツリポツリと大きな雨あま粒つぶが降り始めた。







　大粒の雫しずくは瞬またたく間まに豪ごう雨うと変化した。

　視界が雨によって塞ふさがれ、大勢の生徒や参加者が校舎に逃にげ込んできた。

　屋台を出店しているクラスなどはまだ踏ふん張ってるところもあるだろうが、それも時間の問題だろう。お客が校舎に引き籠こもった現状で、屋台で待ち続けるのは厳しいはずだ。

　そして、慶花祭実行委員会の教室。

「……どうしましょうか」

　東条先輩が眉まゆの間に皺しわをつくって深刻な表情で言った。

　現在、教室には、俺や東条先輩、それから生徒会役員の生徒が集まっていた。

　この慶花祭実行委員会の中心となって動いていた人たちばかりだ。

　では、何故なぜ、慶花祭が始まったタイミングで集まっているのか。

　その理由は簡単。大雨によって、校舎内に人が殺さつ到とうしたせいであちこちで軽いパニックが起きているからだ。元々、慶花祭は来場者数はかなり多い。その人たちが校舎に集中的に雪崩なだれ込んだとなれば、問題が溢あふれてくるに決まっている。

　東条先輩は教室の窓から豪雨の校庭を一いち瞥べつする。

「この豪雨により校舎中がパニックになっているわ。校舎内でカフェなどをやっているクラスではお客さんが殺到し、回っていないところも多いとか。早急に対策を立てる必要があるけれど……」

「取り敢えず、動ける実行委員がフォローしていくしかないと思います」

　俺は言った。

「全部把は握あくしているのは実行委員ですし、ある程度自由があるのもそうですから」

　他のクラスメイトたちはクラスのシフトが長時間決められている場合が多いが、慶花祭実行委員は短く設定されたり免めん除じよされたりすることが大半だ。

　となると、ここは慶花祭実行委員が動いた方が良いはずだ。

「そうですね」

　俺の意見に、東条先輩は頷いて同意した。

「ここは霧島くんの案でいきましょう。皆みなさんには私から連れん絡らくしておくわ。では、まずは自分のクラスなどからフォローできるところはフォローしていきましょう」

　それには、この場にいる全員が頷いた。

　さて。それじゃ、俺も行かないとな。

　俺にできることは少ないかもしれないが、取り敢えず自分のクラスぐらいは手伝わないと。

　などと思いながら、教室から出て行こうとした寸前。

「霧島くん、ちょっといいかしら？」

　東条先輩から不意に声をかけられた。

「確か、霧島くんって氷ひ川かわ先生のクラスだったわよね？」

「は、はい。そうですけど……」

　いったい、それがどうしたんだろう？

　俺が不思議そうにしていると、東条先せん輩ぱいは視線で迷う素そ振ぶりを見せながら。

「あの、こんな非常事態にあまり焦あせらせることは言うべきことじゃないかもしれないけど……さっき廊ろう下かで擦すれ違ったとき、氷川先生が二年二組の教室の前であまりにも深刻な顔でいたから」

「氷川先生が？」

「ええ。だから、これは私の勝手な推測だけど……もしかしたら、君のクラス相当不味まずいかもしれないわ」







「くっ、そ！」

　俺は出来る限りの速度を出しながら、二年二組の教室へと向かっていた。

　何が起こったかはわからない。

　だけれど、何故か脳のう裏りには嫌いやな予感が過よぎっていた。

　昨日──つまり前夜祭では、氷川先生の様子が何かおかしかった。思いつめているような、苦しそうな表情をしていた。東条先輩は氷川先生が深刻な顔をしていたということからクラスの状況が不味いと思ったのだろうが、俺は違う。どうしても、前夜祭のときの氷川先生を思い返してしまう。

　──何事もありませんように！

　心の中でそう叫さけびながら廊下を駆かけていくと、俺は二年二組に辿たどり着いた。

　そうして、スタッフルームと設定された部屋側の扉とびらを開けると、氷川先生が多くの生徒に真しん剣けんな表情で取り囲まれている光景が視界に入る。

　次の瞬しゆん間かん、生徒たちは全力で頭を下げて。




「お願いします、氷川先生！　やっぱり、キッチンで料理をつくるのを手伝ってくれませんか！」




　…………はい？

　えっ、え？　いったいどういうことだ？

　俺が眉をひそめていると、クラスメイトの一人が頭を下げたまま。

「氷川先生がお忙いそがしいのはわかってます。ですが、お客さんが多くて俺たちだけじゃ全然回っていかなくて……だから、氷川先生。申し訳ありませんけど手伝ってくれませんか」

「そ、その、手伝いたいのは山々なのですが……実は、私は、その、料理の腕うではそこまで……じゃなくて、普ふ通つうレベルと言いますかっ」

「そんな謙けん遜そんしなくてもいいですよ。だって、氷川先生、前に社会人としては当たり前のことができなきゃ駄だ目めって言ってたじゃないですか。氷川先生が必ず有言実行するような凄すごい方だってことは、俺たち知ってますっ。だから、料理の腕だって！」

「い、いや、別にそれはそういう意味じゃなくてですね──」

　慌あわてて否定しようとする氷川先生。

　だが、クラスメイトがあちこちで口々に紡つむぎ始める。

「やっぱ、氷川先生って完かん璧ぺきなイメージあるもんな。ってことは、料理の腕も半はん端ぱないんじゃ……」

「私、お店が出せるレベルって聞いたことあるかも」

「マジか！　じゃあ、氷川先生に手伝ってもらえば完璧じゃ……」

「え、え？　そ、そんな噂うわさがいったいどこから？　わ、私、そんな腕前なんかじゃ──」

　氷川先生は教師モードでは珍めずらしくわたわたと手を振る。

　しかし、生徒たちの間で伝でん播ぱしていく噂は止まらない。

　尾おを引いていき、やがては熱となって教室を埋うめ尽つくす。

　きっと、普段ではこんなことにはならないんだろう。

　だが、慶花祭というお祭り騒さわぎでみんなおかしくなっていたのか。

〈雪ゆき姫ひめ〉とすら揶や揄ゆされた教師の前で、クラスメイトが口々に騒ぎ始める。




「氷川先生！」「氷川先生、お願いします！」「氷川先生、俺たちを救ってください！」




　大勢に持て囃はやされて、満まん更ざらではないのか口元をむずむずと動かす氷川先生。

　そうしている間に、今度はクラスメイトたちは声を揃そろえて合唱する。




「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」

「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」「ＨＩ・ＫＡ・ＷＡ！」




「ま、まったく仕方ありませんね」

　ふぁさっ、と。氷川先生はクールに髪かみを掻かき上げる仕草をした。

　次いで、氷川先生はきりっとした表情で告げる。

「──後は、私に任せてください。必ず何とかしてみせます」







「ど、どうしよ、霧島くんっ。みんなの前であんな大見得を切っちゃったっ。わ、私、料理全然得意じゃないのにっ」

「し、知りませんよ！　本当にどういうつもりだったんですか!?」

　家庭科室。

　他ほかの生徒が見えないところで、氷川先生が急におろおろとし始めた。

　ちなみに、もう既すでに作業に移っていた。俺と氷川先生がサンプルとしてつくってみたのはパンケーキ。ただ、まあ、出で来き映ばえはお察しのとおりだ。芸術高めの見た目をしている。とてもじゃないが、学園祭ですら出せるレベルじゃない。

　そんな現実を直視してか、氷川先生は顔を真っ青にしていた。

　俺が問うと、氷川先生は口元をもにょもにょとさせながら応こたえる。

「だ、だって、何回もキッチンで手伝ってくださいって言われて……それに、あんなに何回も強く言われたら断れないでしょう？」

　なるほど。俺が辿り着く前にも、何回か氷川先生に要よう請せいがあったのかもしれない。

　ってことは、氷川先生が深刻な表情をしていたのは「料理が苦手なのに手伝ってくれと何回も言われていたから」かもしれない。
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「まあ、断れないってのはわかりますけど……」

「それに、私、『美味し◯ぼ』全巻読んでるからいけるかなって」

「それでいけるなら、俺だって料理滅め茶ちや苦く茶ちや上手うまくなってますよ！」

　いけるわけないだろ！　氷川先生、先月一いつ緒しよに住んでたときにたまごを爆ばく発はつさせたこと忘れてるんじゃないのか！

　とはいえ、このまま、氷川先生を見捨てるわけにもいかない。

　実際、隣となりで、氷川先生が涙なみだ目めでぷるぷると震ふるえながら俺の服の袖そでを掴つかんでるし。

　ただ、俺と氷川先生だけじゃどうにもならないのも事実だ。

　さっき打てる手は打っておいたけど、来てくれるかどうか──

「ったくもうっ、霧島。急にこっちを手伝ってくれって……わたしだってシフトの時間があるんだから」

「悪い、夏なつ希き。けど、サンキューな」

　家庭科室の扉を開けて入ってきたのは、夏希だった。

　元々、夏希は今の時間帯とは違ちがうシフトに入っていた。だが、この非常事態に際して手伝ってくれるように頼たのんだのだ。夏希は慶花祭実行委員として全体像を把握している。夏希ほど助すけっ人ととして適した人間もいないはずだ。

　しかし、夏希は既にシンプルな色のエプロンを身につけていた。

　その手て際ぎわの良さに眉まゆ根ねを寄せていると、夏希は口元をにやりとさせてから誰だれにも聞こえないように小声で。

「ま、あんたに言われなくても手伝うつもりではいたけどね。クラスがヤバいんだし、わたしだけ傍ぼう観かんしてるわけにはいかないでしょ？」

「だから、もうエプロンまで用意してあったのか……」

　流石さすが、この辺は夏希陽ひ菜なだ。

　けど、少し気になるのが。

「こんなことを聞くのもあれなんだけど……夏希って料理って上手いのか？」

「ったく、あんた舐なめすぎ。料理ぐらい出来るに決まってるでしょ？」

「わ、悪い。ちょっと、俺の周囲に料理がそんなにバリバリ出来る人がいなくてさ。だから、少しだけ気になったというか──」

「わたし、『食しよく戟げき◯ソーマ』全巻読んでるし」

「お前らのその、漫まん画が読んだら技術も上がってる理論なんなんだよ！」

　わかるけどね！　漫画読んだら自分にも出来る気がするときとかあるけどね！　でも、それって結局出来ないところまで含ふくめてワンセットだろうが！

「ま、冗じよう談だんだけどね。本当に漫画読むだけで上手くなるわけないし。ただ、ラノベ書くときに料理をしたことなかったら、その描びよう写しやが適当になって『取り敢あえず手順通りつくったパンケーキ』とかになっちゃうでしょ？　そういうのが嫌で、わたしは料理をしてたら上手くなっただけ」

「なるほどな」

　俺は取り敢えず手順通りにつくったパンケーキを見ながらそう言った。

「じゃ、霧島、時間もないしそろそろ始めようっか。……って、どうしたの、霧島？」

「いや、何でもない」

　実は、もう一人助っ人を呼んでいたのだけど……そんな都合が良いことがあるわけないか。夏希を確保できただけでも有り難がたく思うべきだ。

「よしっ、じゃあやろう。だけど、どうする？　チームとなってやった方がいいよな。そっちの方が効率良いだろうし」

「それなら、私と霧島くんのチーム。夏希さんが単独で行うようにしましょう」

　そこで口を挟はさんできたのは、氷川先生だった。

　氷川先生もエプロンをつけて万ばん全ぜんのモードだ。その堂々とした姿からでは、料理研究家のように思えなくもない。

　けど、確かに、ここは氷川先生が提案した組み分けが最適だろう。

　俺も氷川先生も実力的にはそこまでだが、二人で一緒にすれば多少はマシになるに違いない。逆に違う組み合わせにして、夏希の足を引っ張っちゃいけないし。

　氷川先生の案に、俺は頷うなずこうとする。

　だが、その寸前。

「え、それって効率悪くないですか？　霧島が氷川先生の足を引っ張るに決まってるじゃないですか。それなら、霧島はわたしと一緒にやった方がいいと思うんですけど」

　言いながら、俺の服の袖を引っ張ってくる夏希。

　……あ、そっか。

　夏希は、氷川先生がお店で出せるレベルの料理上手と思っているのかもしれない。だとしたら、この行動にも頷ける。最高効率を目指すなら、俺は氷川先生の足手まといになるわけにはいかない。実際は逆なんだけど。

「だ、駄目ですっ。霧島くんが夏希さんと一緒になると、私は……い、いえ、料理が苦手な子の面めん倒どうを見るのも教師の役目です。だから、霧島くんはこっちですっ」

「それで効率が落ちたらどうするんですか？　ここは、霧島はわたしと一緒にやるべきじゃないですか」

「慶花祭は学習の場でもあります。効率を求めるばかりではなく、克こつ己き心しんを養うことも大事だと思いますが」

「いえ、効率ですっ」

「いえ、克己心ですっ」

「い、痛い痛い痛い！　ふ、二人とも俺の腕を引っ張るな、引っ張らないでください！　折れる折れる、折れますから！」

　奇き跡せき的に勘かん違ちがいが起きて、俺の取り合いが起きてる！

　傍はたから見ればラブコメに見えなくもないが、実際は違うところがちょっと悲しい。氷川先生は自分の威い厳げんを保ちたいってところが大部分だろうし。

　しかし、こうしている暇ひまもそれほどあるわけじゃない。

「わかった。わかった。ここは三人バラバラにしようぜ。それが一番早いだろ？　俺は誰の足も引っ張らないわけだし」

「……そ、そうですね。霧島くんの成長の意味でもそれが良いかもしれません」

「……き、霧島の言う通りかな。じゃ、そうしましょうか、氷川先生」

　……あれ？　なんか反応微び妙みようじゃないか？

　俺の提案に、視線を明後日あさつてに向けて露ろ骨こつに意い気き消しよう沈ちんする二人。

　氷川先生がそうなるのは理解できるけど……え、夏希も？

　だけれど、先さき程ほども言った通り気にしている時間はなかった。

　早さつ速そく、俺たちは注文されたメニューを捌さばいていく。

　位置的には、氷川先生、俺、夏希の順番で横並びになっていた。これなら、俺が氷川先生のフォローに入ることもできる。できるはずなのだったが……

「き、霧島くんっ。りんごの皮を剥むいてたら、中身が消えたんですが！」

「き、霧島くんっ。たまごが上手く割れなくて……う、ううっ……」

「き、霧島くんっ。フライパン焦こがしちゃった！　ど、どうしよ！」

　まっっっったく、心が休まらないんだけど！

　っていうか、氷川先生！　だんだんと教師モードが解けかけてますよ！

　それでも、俺と氷川先生が力を合わせながら苦戦して何とか形にしていると──

　ふわり、と。良い匂においが漂ただよってきた。

　その匂いに思わず隣を見ると、

「う、うわっ。夏希、すげーな。完かん璧ぺきにできてるじゃん」

「そ、そう……？」

　照れ臭くさそうに髪を触さわりながらも、しっかりとフライパンを見ている夏希の姿があった。

「た、大したことないでしょ、これぐらい。誰でもできるし」

「そんなことねーよ。少なくとも、俺にはできねーし。いや、夏希マジですげーよ」

　特に、氷川先生と料理した後だとそう思ってしまう。

　普ふ通つうに料理するって、実は超ちようムズいんだぜ？

「でも、霧島もそこそこ出来るじゃん。最初はどれだけ酷ひどくなるかわからなかったけど……これなら出せそうじゃない？」

「そ、そうだな」

　俺が自分のフライパンを見下ろすと、そこそこのパンケーキが焼けていた。

　最初こそ駄だ目めだったが、夏希の成功例を何度も見ていたらちょっとずつできるようになってきたのだ。先月、氷川先生と勉強合宿を行ってから一番目覚ましく成長しているのが実は料理だったりする。……どうせなら、勉強とかが良かったなぁ。

「で、氷川先生はどうですか？　……って聞くまでもなく、順調に決まってますよね。すみません、当たり前のことを聞いちゃって」

「は、ははっ、そ、そうですね」

　夏希の問いかけに、氷川先生は頬ほおを引きつらせる。

　夏希的には嫌いや味みは一いつ切さいないんだろうが、氷川先生をちくちくと虐いじめているようにしか思えない発言だ。

「ど、どうしよっ、き、霧島くん。こ、このままじゃバレちゃう。それに──」

「──ええ、間に合いません」

　氷川先生の小声の囁ささやきに、俺は小さく頷く。

　俺と氷川先生で一人分。夏希が三人分ぐらい、その他の場所でクラスメイトたちが何人か頑がん張ばって働いているものの、これじゃ注文を捌く速度が足りない。あと一人、料理が上手い人がいれば何とか間に合うのだろうが──

　と、そのとき。

「よっ、彼氏くん。遅おそくなって悪いな」

「紗さ矢やさん！」

「え、さ、紗矢……？」

「あっ、ファミレスのお姉さん……？」

　家庭科室に入ってきたのは、金きん髪ぱつヤンキーみたいな女性・紗矢さんだった。

　良かった。慶花桜おう花か祭のときも来る予定とか言っていたし、紗矢さんなら慶花祭にも来ると思っていたのだ。だから、紗矢さんにも声をかけていたんだけど……上手くいって良かった。

　紗矢さんは不敵な笑えみとともにエプロンをつけながら。

「いや、ここまで来るのに時間がかかって悪かったな。慶花祭にはもっと前から来てたんだけど、家庭科室の場所がわかんなくてな。適当な女の子を捉つかまえて場所を聞いたら、まったく別の場所に連れて行かれちゃって」

「別の場所って……どこに連れて行かれたんですか？」

「迷子相談センター」

　果たして、俺は笑っていいんだろうか。

「なんか迷子の子供と勘違いされてたみたいだから、いつも通りその辺りをその女の子に説明して。で、今に至るってわけだ」

　なるほど。紗矢さんは紗矢さんで色々とあったらしい。

　などと思っていると、紗矢さんはキッチンの前について。

「で、あたしは何をすればいいんだ？　その辺のメニュー通り作ればいいのか？」

「は、はい、お願いします」

「言っとくけど、あたしは高くつくぜ？」

「覚かく悟ごをしておきます」

「そっか。なら、後で色々と請せい求きゆうするからな」

　ニヤリと犬歯を剥き出しにして笑みをつくる紗矢さん。

　しかし、紗矢さんに手伝ってもらう前に、スケジュール感の把は握あくのためにはやっぱりこれだけは確かく認にんしとかなきゃいけない。氷川先生から紗矢さんは料理上手と聞いていたけど、念のために本人からも確認しておかないと。

「それで、あの、呼んでおいてこんなことを聞くのは失礼かもしれませんけど……その、紗矢さんって料理の腕うでは……？」

「おい、彼氏くん。安心しろよ、あたしはかなり出来るぜ」

　俺の問いに、紗矢さんは片頬をつりあげて自信満々の笑みをつくった。

　そして、紗矢さんはぐっと親指を立てて告げる。

「なんてたって、あたしは『クッキン◯パパ』を読破してるからな」

「あんたら、俺の知らないところで打ち合わせでもしてるんですか！」

　俺は全力で叫さけんだ。







　しかし、その後は、紗矢さんの協力のおかげで何とか注文を処理することができた。

　そうして、

「……何とか終わったね、霧島くん」

「……そうですね、氷川先生」

　お昼半ば頃ごろ、俺と氷川先生はぐったりしながらも二年二組の騒さわぎを何とか収めていた。

　今では、お客さんの列もそれほど並んでいない。

　この状態なら、通常のシフトでも捌けるだろう。

　ちなみに、夏希と紗矢さんは危機が去った後は何故なぜか一いつ緒しよに去って行った。あの短時間で仲良くなったのだろうか。

　そういうわけで、俺と氷川先生は二人きりに戻もどっていたのだけど。

『霧島くん申し訳ないのだけど、別のクラスのヘルプに行ってくれないかしら？』

　電話越ごしに、俺は東条先せん輩ぱいから出動要よう請せいを受けていた。

　俺は訊たずねる。

「えっと、別に行きたくないってわけじゃないんですけど……他ほかに人はいないんですか？」

『ごめんなさい。今は、みんなだいたい既すでに他のクラスのヘルプに回ってるみたいで……まあ、一人、手が空すいてる人はいるんだけど』

「え、誰だれですか？」

『重野さんよ』

「あー」

　その名前に納なつ得とくしてしまって、俺は声を漏もらした。

『一応、お願いしてみたんだけど……僕は忙いそがしいから、と断られてしまって。ただ、インスタには慶花祭を満まん喫きつしてる写真が上がってたけど』

「まあ、それは……」

　苦く笑しようしか出ない。が、今はそこに時間を使っている余よ裕ゆうもない。

「わかりました。取り敢あえず、そのクラスを教えてもらってもいいですか？　今から向かうんで」

『わかった。えーっと、クラスは……一年四組よ。場所はわかる？』

「はい、わかります。大だい丈じよう夫ぶです。じゃあ、失礼します……えっと、氷川先生。そんな感じなんですけど」

「大丈夫です。行きましょう、霧島くん」

　電話を切って隣となりに問いかけると、氷川先生は真しん剣けんな表情でこくりと頷うなずいた。

　というか、一年四組と言えば木こ乃の葉はのクラスだ。

　以前、木乃葉にクラスの出し物について訊きいたことがあったが、ついぞその答えを教えてもらうことはなかった。代表権限で調べることもできたのだけど……それやっちゃうとなんか負けた気がするからしなかったんだよな。

　だから、こうして一年四組に行くのは実はちょっぴり楽しみだったりする。

　さて、木乃葉のやつ何やってんだろうな。

　そうしている間に、俺と氷川先生は一年四組の教室に辿たどり着いた。

　そして、その教室の扉とびらを開けると──




「お帰りなさい、ご主人様♡　さあ、中に入ってくださいにゃん♡」




　木乃葉がメイド服を身に纏まとって、手を招まねき猫ねこみたいにくにゃっと曲げて可愛かわいらしいポーズを取っていた。

　普ふ段だんじゃ絶対にやらないような、媚こび媚びのポーズを取っていた。

　まあまあ、痛々しいポーズを全力でやっていた。

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

　沈ちん黙もくだった。

　長い、長い沈黙だった。

　隣で、氷川先生が躊躇ためらいがちにこそこそと耳打ちしてくる。

「あ、あの、小こ桜ざくらさんどうしちゃったんでしょう……？」

「元から、不法侵しん入にゆうとか平気でする頭はちょっとあれなやつだったんで……それが、ついに出てしまったのかもしれません」

「そこ、聞こえてるんですけど！　っていうか、メイド服を着ただけで、なんでそこまでボロクソ言われなきゃいけないんですか！」

　叫んで、木乃葉が顔を真っ赤にしてストレートにキレる。

「なんですか私がこんなことしてたらおかしいですかっていうか私を笑いに来たんならもう帰ってくれませんか！」

「いや、別にそういうわけじゃないんだけど……」

　え？　そもそも、なんでこいつこんな格好してんの？　マジで何やってるんだ？

　氷川先生も同様の感想を抱いだいたのか、心配そうに表情を曇くもらせて。

「あ、あの、小桜さん」

「はぁ。なんですか、氷川先生？　氷川先生も何かこの格好に文句があるんですか？」

「いえ、文句があると言いますか、その……その格好をしろと言った子に、先生から注意しましょうか？」

「私、別に虐められてませんけど!?」

　ギリっと歯を噛かみ締しめて、木乃葉は額に青筋を浮うかばせる。

「慶花祭ですよ！　学園祭ですよ！　普っっっ通に考えてクラスの出し物に決まってるじゃないですか！　頭腐くさってんですか！」

「「あー」」

「ムカつくんですけど。その、今、初めてわかったような反応が凄すごくムカつくんですけど！　絶対、二人とも最初からわかってましたよね!?」

　いや。確かに途と中ちゆうからはわかってたけど、最初からはわかってなかったぞ？　ちょっと衝しよう撃げき的てきな光景でそこまで考えが及およんでなかったっていうか。

「で、何の用なんですか？」

　あのまま、俺たちが一年四組の教室の前を陣じん取どっていたら営業妨ぼう害がいだ。

　そのため近くの空き教室に移動した後に、木乃葉がそう切り出した。

　この空き教室は近くのクラスが物置として使っているのだろう。あちこちに、展示やらカフェをやるための小道具や衣い装しようなどが置いてあった。

　というか、ここまで来れば、木乃葉のクラスはメイド喫きつ茶さで確定だろう。

　木乃葉もあんな格好するのであれば、確かに俺に話したくなかったのも理解できる。

　木乃葉の問いかけに、俺は答える。

「今、お前のクラス不味まずいんだろ？　だから、助っ人に来たんだけど……」

「……あー、そういうことですか。確かにそれならちょっとピンチですけど……なんで、よりによってこの二人なんですか」

「知らねーよ」

　そんなことを言われても、俺と氷川先生がちょうど手が空いていたんだから仕方ない。

「で、何が不味いんだ？」

「ホールの人数が足りないんです」

　俺が訊ねると、木乃葉は端たん的てきに原因を述べた。

「今、お客さんの応対に忙しくて……ホールの人数が足りないんです。私もいつまでもこうしている場合じゃないですし。ま、朝からずっと働き詰づめなんで多少の休きゆう憩けいぐらいは問題ないとは思いますけど」

「ホールの人数が足りない、か」

　それは、確かに混雑する要因の一つだろう。

　それが解消できないと、回転率も低いままだ。何としてでもすぐに解消する必要がある。

　でも、

「当たり前だけど、ホールってなると……もちろん、あれだよな？」

「はい、あれですね」

　具体的に口に出さなかったが、それで木乃葉には通じたらしい。

　となると、解決手段は一つしかない。

　木乃葉も俺と同じ結論に辿り着いたらしい。

　視線でそれを読み取ると、俺と木乃葉は一緒にとある方向を見つめた。

　すなわち──氷川先生の方向を。

「え、え？　な、なんでしょうか……？　ふ、二人の目が、何だか怖こわいんですけど……」

「怖くなんかありませんよー。ただ、ホールの人数が足りないじゃないですかー？　だから、氷川先生にお手伝い頂こうかなと思いましてー」

「ちょ、ちょっと待ってください。ホールって……その、メイドさんってことですよね？」

「はい、そうですけど？」

　ダッ！

　氷川先生が扉に向かって床ゆかを蹴けった！

　だが、そこは木乃葉の方が速かった。がしっと氷川先生の腕うでを掴つかむと、それ以上先に進ませない。……俺もだけど、氷川先生って基本的にインドア派だからなぁ。木乃葉に力勝負で勝てないのは道理だ。

　木乃葉は悪あく魔まみたいな笑え顔がおをつくって小首を傾かしげる。

「ねぇ、氷川先生。なんで、私から逃にげようとするんですかー？」

「ひっ。だ、だって、メイド服なんて可愛い服、私には似合いませんし……というか、霧島くん!?　なんでさっきから黙だまって見守っているんですか!?」

　君は私の味方でしょ？　ね、ね？　と必死な感じで問いかける氷川先生に、俺は素す直なおに思いの丈たけを告げる。

「すみません、氷川先生。そ、その……俺は氷川先生のメイド姿が見てみたいんで」

「霧島くん!?」

　ずがーんとわかりやすくショックを受ける氷川先生。

　それを聞いて、木乃葉は笑顔で氷川先生にじりじりとにじり寄る。

「氷川先生、これで逃げ場はなくなりましたね。さあさあ、私と一いつ緒しよにメイド服を着ませんか？」

「そ、それは……そ、そもそもっ。私みたいな大人が、年とし甲斐がいもなくメイド服を着るなんておかしくないですかっ？」

「そんなことありませんよ。何事も世の中には特とく殊しゆな需じゆ要ようがあるものですから」

「それ、絶対に小桜さんはおかしいと思ってますよね!?」

「氷川先生！　俺は先生のメイド姿が見たいですよ！」

「特殊な需要は黙っててください！」

「まさか彼女にそんなこと言われるってあります!?」

　だが、氷川先生は何としてでもメイド服を着たくないらしい。

　いやいやと首を振ふる氷川先生に、木乃葉は冷れい酷こくそうに口元の端はしっこを持ち上げて。

「っていうか、そんな抵てい抗こうしても無む駄だですよ。氷川先生ってば、私に逆らえると思ってるんですか？　私、大事な秘密を知っちゃってるのに？」

　氷川先生は諦あきらめた。







　そういうわけで、毎度お馴な染じみの氷川先生のお着き替がえショー。

　……なのだけど、当然の如ごとく、氷川先生が着替えている間、俺と木乃葉は取り残されてしまった。

　木乃葉とは長い付き合いだ。

　だから、無言の時間が気まずいってことはない……はずなんだけど、

「…………」

「…………」

　なんで、こいつさっきから黙ったままなんだ？　いや、俺も黙ったままなんだけど。こういうときは、いつも木乃葉から話しかけてくるから何か意外だ。

　前回、俺、何かやらかしたっけ？

　前回会ったときといえば、そういえば……

　──俺と木乃葉の幼い頃ころの写真。

　ずっと遠い昔の写真。あんな意外性溢あふれる写真を、木乃葉が未いまだに持っていたことは意外だったけど……避さけられてるのってあれじゃないよな？

「な、なんですか？」

「い、いや、なんでもないけど……」

　隣となりをチラッと見ると、木乃葉と視線が合ってしまう。

　だけれど、何故なぜか、木乃葉はプイっと顔を背そむけた。……本当に意味がわからない。

　そうして、しばしの間の後、木乃葉は不ふ機き嫌げんそうにポツリと。

「……わ、笑いたければ笑えばいいじゃないですか」

「は？　なんで？」

「だ、だって、こんな変な格好をしてますし……クラスの出し物ですけど、痛々しいことやってるって自覚はありますし」

　自覚はあったのか。

　だけど、それにしても、やっぱ調子狂くるうな。いつもは木乃葉に噛み付かれて、それに反はん撃げきするって形だからやりやすかったけど……木乃葉が弱ってるなんて、どうしたんだ？

　しかし、それはそれとして言いたいことが一つあった。

「でも、まあ、笑ったりはしねーよ。っていうか、俺は凄いと思うけど」

「え？」

「俺は、その……クラスの出し物でメイド喫茶やりますとか言われても、全力でやったりできないからな。変に斜はすに構えるっていうか、空気が読めないっていうか。その点、お前は昔から俺には文句言うけど、協調性はあるしそういうところはちゃんとするからな」

「まあ……それは、人として最低限のことですし」

　……え？　俺、もしかして最低限のことすらできなかったの？

　などと一いつ瞬しゆん思ってしまうが、一ひと先まず頭の片かた隅すみに追いやって思考を切り替かえて続ける。

「それに、その……その格好については普ふ通つうに似合ってるんじゃねーの？」

「え？」

「なんというか、上手うまく言えないけど昔のことを思い出したよ。確か、木乃葉って小学生ぐらいの頃に割とそういう服……っていうか、お姫ひめ様みたいな格好してたよな」

　今でこそ、そんな格好は絶対にしないけれど。

　小学生の頃、木乃葉は可愛かわいい系の服を頻ひん繁ぱんに着ていた。多分、木乃葉の母親・春はる香かさんの好みだったんだろうけど、あのときは泣き虫なのもあって気弱なお姫様みたいなイメージだった。ま、今では泣くことがあるのかと思うぐらい強くなってるんだけど。あの頃は可愛いかったなぁ……

「ば、ばっかじゃないですか。昔のことなんてよく覚えてますね」

　一方で、木乃葉は身体からだの熱を追い出すようにパタパタと手で扇あおいでいた。頬ほおもちょっぴり赤くなっている。

「正直キモいんですけど、私すら忘れてる昔のことを持ち出してくるとか。ばーかばーか」

「俺、今、そんな罵ば倒とうされること言った!?」

　もう、木乃葉のことはわかんねぇ！

　木乃葉とは長い付き合いだ。それこそそろそろ十年近くになりそうなほどだが、それでも、未だにさっぱりわからない。

「ただ、そんなキモい拓たく也やさんには……その、特別にこれをあげます」

　木乃葉がもじもじとしながらも差し出してきたのは、一枚の紙だった。

「その、一応助けてもらうことになるわけですし……それに、拓也さんみたいな人はきっとこういうのが好きなんですよね？」

　紙を見ると、そこにはポップなフォントで『メイドと一緒に写真を撮とれる券』と書かれていた。裏には、『好きなメイドと一緒に撮れる券です。注文を二千円以上してくださったお客様にお渡わたししています』と記き載さいされている。おい、このクラスはどれだけお客から毟むしり取るつもりだ。慶花祭では高校生組は非営利であることちゃんと理解してるんだよね？

　だけれど、こういうカードをタダで貰もらうと少し不安になってしまう。

「なあ、いいのか？　俺、別に二千円払はらったわけでもないし、頼たのむつもりもないのにこんな券を貰うなんて……」

「メイドから一枚だけ特別に渡して良いことになってるんです。意中の男子と一緒に写真を撮りたいうちのクラスの女子の策略で」

　ちゃっかりしてるなぁー。

　だが、実際、この慶花祭ならばそれも許されるのだろう。男子も女子も普段やらない大だい胆たんな行動が取れる。お祭りの雰ふん囲い気きには、そういった効果は必ずある。

　そして、ある意味では、木乃葉もそれは同じなのかもしれなかった。

「だ、だから、これは拓也さんにあげます。それに、男子から遠回しに渡して欲しいってアプローチかけられるのも……その、いい加減面めん倒どう臭くさかったですし」

「そういうことなら貰うけど……お前は本当にいいのか？」

　木乃葉が俺にこの券を渡す。

　俺はその意味を確かく認にんすると、木乃葉はチラチラと見て来ながら髪かみを手て櫛ぐしで整え。

「べ、別に、私は……その、本当は嫌いやですけど覚かく悟ごはできてますし。シフトの時間はそれが仕事ですから、仕方ないっていうか……その、拓也さんが可愛いって思うメイドを指名すればいいじゃないですか」

　木乃葉がそう言うなら、俺としてはこの券を使うしかない。

　机に置いてあったペンを取ると、券の指名欄らんに名前を書き込む。木乃葉がそわそわとしながら、スマホを取り出して自分の格好をチェックし始めた。そんな光景を視界の端で捉とらえながら、俺は名前を書き終えた。長い付き合いだ。名前を間ま違ちがえることはなかった。

「じゃあ、木乃葉、これお願いしていいか」

「は、はいっ」

　俺は木乃葉に券を手て渡わたす。

　木乃葉は頬を紅潮させて、券に視線を落とす。俺もつられて視線を落とす。

　すると、そこにはこう書いてあった。




　希望メイド：氷川真ま白しろ先生




「あぁ？」

　木乃葉の口からガラの悪い濁だく音おんまみれの声が漏もれた。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　俺のテンションはかつてないほど最高潮だった。

「いやー、最高に助かるぜ、木乃葉！　ここだけの話、ずっと氷川先生のメイド姿の写真撮りたかったんだよなー。氷川先生のメイド姿って絶対に可愛いに決まってるじゃん？　でも、普通に撮るなんて絶対に許してくれないだろうし諦めてたんだけど……まさか、こんなにぴったりの券があったなんて！　お前の言った通り、シフトの時間はそれが仕事だから氷川先生でも断れないよな！　マジでありがとな、木乃葉！　お前にも渡したい相手がいたかもしれないのに、幼おさな馴な染じみの俺なんかにタダでくれるなんて──って、ちょっと待った！　なんで、ビリビリに破くんだよ！　ああああ！　あああああああああああ！」

「うるっっさいっばああああああああああああああああか！」

　木乃葉が何故か全力で叫さけんで、俺の夢の券は跡あと形かたもなく破れてしまったのだった。







　っていうわけで、氷川先生が着替え終わったようなのでメイドのお披ひ露ろ目めタイム。

　一方で、俺はといえば『メイドと一緒に写真を撮れる券』が消えてしまったショックを未だに拭ぬぐい切れていなかった。ああ、あんなに素す敵てきな券だったのに……

　そうしていると、氷川先生が教室の隅すみっこにある更こう衣い室から出てきて──

「そ、その……ど、どうですか？」

　おずおずと上うわ目め遣づかいに窺うかがってくるメイド姿の氷川先生。

　教師モードの象しよう徴ちようである眼鏡は外し、普段と同じように髪も下ろしている。

　氷川先生はもじもじとして短いスカートを下に引っ張っていたが、無む駄だに近かった。少し動くだけでスカートがひらひらと揺ゆれ動き、むちっとした太ふと腿ももが扇せん情じよう的に見えている。普段はブラウスに押し込まれている胸むな元もともオープンになり、非常に目に毒だ。

　くっ……予想はしていたけど、これでもかってぐらい破は壊かい力が凄すごい！

　木乃葉の衣い装しようなんか比べ物にならないぐらい過激だ。

　木乃葉も同じ考えなのか頬を赤らめて。

「た、拓也さんこれヤバくないですか？　なんかすごくドキドキしてきたんですけど」

「お、おおお落ち着けって木乃葉。落ち着いて取り敢あえず一いつ旦たん写真でも撮ろうぜ。『メイドと一いつ緒しよに写真を撮れる券』とかもうないのかよっ？」

「あっても、拓也さんにはもう渡しませんし！」

「なんで!?」

「いや、そもそも撮らせないからね!?」

　身体を隠かくすように両りよう腕うでで携けい帯たいのカメラからガードする氷川先生。

　ちぇっ、駄だ目めか。……せっかく良い機会だと思ったのに。

　そんな俺の反応に、先生は耳まで真っ赤にして髪をくるくる指先に巻きつけながら。

「で、でも、君の感じだと、この格好もそんなに悪いわけじゃないのかな……それなら良かったかな、えへへ」

　くっ……可愛すぎる。どうしてこれが写真に収められないのか。残念すぎる。

　そうして俺が心の中で血の涙なみだを流していると、木乃葉がファイルボックスから一枚の紙を取り出してきた。

「じゃあ、氷川先生。取り敢えず、うちのクラスで用意されてる接客マニュアルを声を出して読んでもらっていいですか？」

「接客マニュアル？」

「はい。氷川先生がちゃんと接客できるか確認しないと、流石さすがにお店に出すわけにはいかないですし。はい、ここに書いてあること読んでもらってもいいですか？」

「わ、わかりました」

　氷川先生がこくりと頷うなずく。

　しかし、氷川先生って接客ってどうなんだろう。基本的に何でも（家事以外）上手くこなしそうなイメージがあるけれども、接客については何の情報もない。氷川先生が大学生のときにバイトで接客業をしていたっていう話も聞かないし。

　けど、氷川先生は教師だ。

　つまり、それは喋しやべり慣れてるということ。変な失敗することはないだろう。

「では、行きます」

　そう宣言すると、氷川先生は小さく息を吸い込んだ。

　それから、きりりっとした表情でマニュアルを読み上げる。




「──お、お帰りなしゃいませ！　ごしゅじんしゃま！」




　そして、噛かんだ。

　誤ご魔ま化かしの効かない、手て垢あかがつきまくったベタベタな噛み方だった。

「さあ、なかにはいってくだしゃい！　にゃ、にゃんにゃん！」

　それだけではなく、拍はく車しやをかけて酷ひどくなっていた。氷川先生も必死すぎて自分でも何を言っているかわかってないようだった。

　一連の光景を見て、木乃葉がゴミを見るような視線とともに言う。

「…………まっっったく駄目ですね。メイド舐なめてるんですか？　ってか、普段、そんなんでどうやって教師をやってるんですか？　教師辞やめたらどうです？」

「ミスに対する暴言の割合多くないですか!?」

　氷川先生が涙目で抗こう議ぎするが、木乃葉はどこ吹ふく風だ。

　っていうか、よく考えたら、氷川先生に対してよくそんな態度取れるよな。まあ、俺にもだけど。何か気に食わないことでもあったんだろうか。

　木乃葉は呆あきれながら。

「なんで、マニュアルを読み上げるだけでそんなに緊きん張ちようしてるんですか？　私、氷川先生の授業は受けたりしたことありませんけど……普段、そんな感じじゃないですよね？」

「そ、それは、接客業と授業は全く別物ですし……マニュアルを読み上げるだけでも、お客さんが目の前にはっきりと見えるような気がして、その……き、緊張するんです！」

「……あの、氷川先生。何かヤバい薬とか使ってませんよね？」

「なんだか変な声も聞こえてくる気がしますし」

「ヤバい薬とか使ってませんよね!?」

　叫んで。

　木乃葉は小さく息を吐はき出すと、ちらっとこっちを見てくる。

「あの、拓也さん。これ、どうするんですか？　この感じじゃヘルプにもならない気がするんですけど」

「え、そうか？　むしろこれで良いと思うんだけど」

「は？」

　怪け訝げんな表情をする木乃葉に、俺は説明する。

「いや、だって、氷川先生が噛んでるところとか……その、控ひかえめに言って最高じゃね？」

「はぁ、これだから特とく殊しゆな需じゆ要ようは」

「俺、そんなに変なこと言った!?」

　なんか解げせないんだけど！　はぁ、氷川先生ドジっ子メイド版とかどう考えても最高だろうが！　目と耳が腐くさってんのか、お前は！

　だが、それはそれとして少しばかり言いたいことがあった。

「その、ちょっといいか。今いま更さらだけど、なんというか……氷川先生にはそんな格好をして欲しくないんだけど……みたいな」

「はぁ？　拓也さん、何言ってるんですか？」

「だ、だって、氷川先生がこのままホールで接客するってことはこのメイド姿が色んな人に見られるってことだろ？　そ、それはちょっと嫌いやっていうか……」

　氷川先生の今の格好は、やはり露ろ出しゆつが多い。

　俺や女子が見るのはいいんだけど……その、やっぱり男子生徒には見られたくない。俺ってこんなに独どく占せん欲よく強かったっけ？　と思わなくもないが、それが嘘うそ偽いつわりない心情だ。

　そんな告白に、氷川先生は両手をもじもじとしながら。

「ふ、ふーん、そ、そうなんだ……霧島くんは私のこの格好が色んな人に見られるのが嫌なんだ。し、嫉しつ妬とするんだ……」

「あ、いや、す、すみません。こんなタイミングで言って。でも、やっぱり嫌で……」

「ううん、それならやめとこ。その……私も君が嫌なことはしたくないし……その、気分も悪くないし」

「え、最後の方なんて言いました？」

「な、なんでもないっ。とにかくメイドとしてホールでは頑がん張ばれないけど、他ほかに何か手伝えることもあるかもしれないし、そっちで頑張ろ？」

「はい、そうですね」

　俺と氷川先生は顔を見合わせて微び笑しようを浮うかべる。

　それを見て、木乃葉は舌打ちをすると。

「あの、すみません。茶番終わりました？」

「茶番って言うなよ」

　いくら何でも言い方が酷すぎない？

「ただ、そういうわけだから、この格好で氷川先生が接客するのはちょっと……こっちの都合で悪いんだけど、他に手伝えることってないか？」

　恐おそる恐る問うと、木乃葉は小さく溜ため息いきをついて。

「……ったく、拓也さんは仕方ありませんね。本当に我わが儘ままっていうか」

「わ、悪い。無駄な時間とらせちゃって──」

「別の、私が着ているようなもっと普ふ通つうの衣装があるんでそっちにします？」

「あるんなら、最初からそっち出して欲しいんだけど（ですけど）！」

　俺と氷川先生は全力で叫んだ。




　　　　◇　◇　◇




「あー、でも、やっぱり氷川先生のメイド姿写真に残しておきたかったなぁ……」

「そ、そんな何回言っても撮とらせてあげないからねっ」

　一年四組のヘルプが終しゆう了りようした後──俺と氷川先生は二人で校舎を歩いていた。

　あの後、氷川先生はホールで、俺はお会計や剥はがしをしていた。剥がしという言葉にピンと来ない方は、アイドル握あく手しゆ会などで時間を過ぎたお客さんを無理やり剥がす役割と同じと思ってもらっていい。

　で、現在。俺と氷川先生は国語準備室に向かって歩いていた。

　外では雨が上がっていた。

　だからか、校舎の中にいた人たちは外の屋台に出かけ、廊ろう下かは一転して静かになっていた。俺と氷川先生以外、誰だれの影かげも見えないぐらいだ。まあ、だから、俺たちのヘルプも終わったんだけど。

「でも、なんで国語準備室に着き替がえを置いてきちゃったんですか？」

「そ、それは、さっきの空き教室だと誰が使うかもわからないし、私が比ひ較かく的てき自由に使えるのは国語準備室ぐらいしかないし……し、仕方ないでしょう？」

　チラッと横を見ると、氷川先生はロングスカートのクラシックなメイド服だった。

　慎つつましやかであるものの、俺としてはこっちの方が氷川先生の魅み力りよくを存分に引き立てている気がする。ちなみに、これは木乃葉があの後に用意したものである。

　国語準備室は、氷川先生を含ふくめた国語教師の城だ。特に、この慶花祭ではおそらく誰も使わない。だから、氷川先生は更こう衣い室として国語準備室を利用したってことなんだろう。あそこ鍵かぎもかけられるし。

　だが、それ故ゆえに、氷川先生はシフトが終わった後もすぐにスーツに着替えられずに今もメイド服のままなのだけれど……その、大好きな人がメイド服のままなんだけど。

「霧島くん、さっきからチラチラ見てるし、すっごく写真も撮りたがってたし……そんなにこういう服が好きなの？」

「うっ」

　氷川先生から見み透すかされたような目で見られて、俺は息を詰つまらせた。

　いや、だけど──仕方ないだろ！　だって可愛かわいいんだもん！　世界一好きな人が、可愛い衣い装しようを着てたらそりゃ気になって見るに決まってるだろ！

　一方で、俺の反応を見て確信したのか、氷川先生は頬ほおを染めてぼそぼそと。

「そ、そうなんだ。霧島くん……こういうのが好きなんだ……」

「い、いや、決してそういうわけじゃなくてですねっ」

「霧島くん、前に体操服を着たときにもそういう目をしてたし……もしかして、コスプレとか好きなの？」

「うっ」

　反射的に否定したいけど……ひ、否定できない。

　いや、違ちがうんだよ。俺は別にコスプレが好きなわけじゃなくて、氷川先生がコスプレしているのが好きなのであって……あれ、でも、これって結局同じことになるのか？

　しかし。

　こうなっては仕方ないだろう。ここで曖あい昧まいに否定しても、疑いは晴れないに違いない。

　というわけで、俺は全力で開き直ることにする。

「な、なんてね。霧島くんはコスプレには大して興味ないよね。前に、コミケでもコスプレエリアには行ったことがないって言ってたし──」

「いや、それは違います。俺、コスプレ大好きですよ」

「へっ？」

「ぶっちゃけ今もエロい目で見てます」

「エロい目で見てるの!?」

　途と端たんに、氷川先生が頬を真っ赤に染めて両りよう腕うでで身体からだを抱だきしめて覆おおい隠かくす。

　だけど、それにも構わず、俺は力説する。

「ありきたりですけど、慎ましいロングスカートとか。隙すきが少なそうだったり、露出が少ない感じとか逆にエロいですしっ。あとは氷川先生の真面目まじめな部分が引き立ってて、俺は最高だと思ってますっ」

「ふぇ……ふぇっ？」

「ただ、勘かん違ちがいしないでください。俺はコスプレも大好きですが、一番は氷川先生がコスプレしているから好きなんです」

「な、何言ってるのっ、霧島くん？　そ、そんな冗じよう談だんなんか──」

「冗談なんかじゃありません！　俺は今も尚なお、氷川先生を舐なめ回すように見てますから！」

「それは、よりタチ悪いんじゃない!?」

　何故なぜか距きよ離りを取って警けい戒かいするような視線を向けてくる氷川先生。

「……き、霧島くんのばか。う、嬉うれしいけど素す直なおに喜べないでしょ……」

　何やら、氷川先生が小声で呟つぶやいているけど……うーん、対処を間違えたか？　っていうか、やっぱり開き直ってもいいことないな。

　そうしているうちに、俺たちは国語準備室に辿たどり着いていた。

　氷川先生が準備室の中に入るのにつられて、俺も何にも考えずに入る。

　すると、氷川先生から恥はずかしそうにじろっと見られて。

「そ、その……霧島くん、私、これから着替えるつもりなんだけど」

「あっ、す、すみませんっ」

　そっか、そうだよな！　そのために準備室に来たんだもんな！

　俺は慌あわてて教室から出ようとする。

　そのとき。




「──先生！　俺、先生のことが好きなんです！」




「「っ」」

　準備室の外からの声。

　俺と氷川先生はびくっと身体を震ふるわせると、いつかのように反射的に窓まど枠わくの下に潜もぐり込んだ。しかし、確かにここはひっそりとイチャイチャできるような場所ではあるけど、まさか告白するようなやつがいるなんて。それも教師に。

　いったい、どんな組み合わせなんだろう？

　俺と氷川先生はほとんど同時に窓からこっそりと覗のぞき込んで。

　そして、絶句した。

「桜さくら井い、先生……？」

「え、高たか橋はしくん……？」

　準備室の外である校舎裏。

　そこには、一人の男子生徒が立っていた。俺は面識がないが、氷川先生の発言から察するに高橋という苗みよう字じなんだろう。

　そして、その反対にいるのは司書の桜井先生だった。

　前から綺き麗れいな先生だとは思っていたけど……まさか、告白されてるなんて。

　二人はお互たがいに真しん剣けんな表情で向き合っていた。

　慶花祭一日目。まだまだお祭りの最中だが、その熱にあてられたのだろうか。

　高橋という男子生徒ははただひたすらに必死に言葉を重ねる。

　いつかの誰かを彷ほう彿ふつさせる姿で。

「俺、去年、学校の課題で凄すごく悩なやんでいたときに桜井先生に本を紹しよう介かいしてもらって──」

「ごめんなさい」

　しかし。

　その男子生徒は最後までその言葉を紡つむがせてすらもらえなかった。

「ごめんなさい、あなたの告白は受け入れられないわ」

　桜井先生は至し極ごく真面目だった。

　普ふ段だんは、教師モードの氷川先生すら揶揄からかうような女性だ。

　だけれど、この場ではふざけるわけでもなく揶揄うわけでもなく。

　そして、桜井先生のその態度こそが明確な拒きよ絶ぜつを示していた。

「なんで……なんて聞かなくてもわかるでしょう？　賢かしこいもの、高橋くんは」

「っ」

　男子生徒が辛つらそうに顔を歪ゆがめる。

　だが、それ以上、言葉は出なかった。ぺこりと頭を下げてそのまま去っていく。

　何も、何も言えなかった。

　だって、あれは自分の姿であるかもしれなかったから。いや実際に一度はそうなった。

　だからこそ、俺は他人ひと事ごとだとは思えなくて。

　と。

「……そこに、誰かいるんでしょう？　出てきて」

　桜井先生が不意にこちらを振ふり向く。──って、バレてたのか!?　間かん一いつ髪ぱつで俺は反射的に首を引っ込めることに成功するが、しかし、隣となりの氷川先生は見事に失敗していた。先さき程ほどの告白にびっくりして出で遅おくれたのか、氷川先生は中ちゆう途と半はん端ぱに逃にげようとした姿のまま固まっていた。

　桜井先生はほっと小さく息をつく。

「……なんだ、真白先生か。あれ？　でも、今、もう一人誰かいなかった？」

「き、気のせいじゃないでしょうかっ。そもそも、みんな慶花祭で忙いそがしいですし」

「まあ、それもそうね……で、真白先生はどこから聞いていたの？」

「その……多分、最初からです」

　流石さすがに誤ご魔ま化かせないと思ったのか、氷川先生は正直に口にした。

「真白先生はどう思う？」

「え？　な、なにがでしょうか？」

「生徒と付き合うこと。私は教師ではないけれど……学校側の人間でしょう？　そんな人が生徒と付き合うことに、真白先生はどう思うかなって」

「それ、は……」

　氷川先生は何かを言いかけるが、しかし、その口から意味のある言葉が出ることはなかった。……ま、まあ、そうだよな。氷川先生、俺と付き合ってるわけだし。教師としては否定しなくちゃいけないんだろうけど、そんなの出来るわけがない。

「私は付き合っても、付き合い続けることは難しいと思う」

　氷川先生が困った顔をしていると、桜井先生はポツリとそう呟いた。

「あっ、もちろん、付き合ってはいけないのはわかってるわよ？　でも……たとえ、付き合っても、それを続けるのは難しいと思う。だって、あの子たちって、私たち大人からすれば愚ぐ直ちよくなぐらい真まっ直すぐで、素直に前に進んでいって、だから眩まぶしくて。……高橋くんだってそう。あの子もあと数年経たてばもっと凄い子になると思う。なのに、私たち教師は学校に留とどまり続けるでしょう？　そんな関係は辛くて……きっとどこかで捩ねじれが出るに決まっているわ」

「…………」

「だから、私たちはあの子たちが大人になって振り返ったときに『ああ、高校のときにあんな先生いたな』って記き憶おくの中で思い出してもらえるぐらいでちょうどいいの。成人式のときに懐なつかしがってもらえるぐらいでちょうどいいの。少し寂さびしくはあるけどね……ってごめんなさい、真白先生。急に意味のわからない話をして。ただ、あの年とし頃ごろの生徒に告白されると、どうしてもこんなことを考えてしまって──」




「いえ、わかりますよ」




　それに対して、氷川先生は悲痛そうな表情をつくって静かにそう言った。

　本気でそう思っているのか、あるいは桜井先生の前だからそう答えたのかは、俺にはわからない。

　でも、氷川先生のその言葉は、俺にずしりとした重みを与あたえた。

　だって、その言葉は、ある意味では俺たちの関係を否定するもので。

　だとすれば──俺はいったいどうすればいいのだろう？

　その答えは、いつまで経っても出なかった。




　　　　◆　◆　◆




「いえ、わかりますよ」

　言って、私はずきりと痛む胸を押さえた。

　桜井先生が口にした言葉は、痛いほど理解できた。

　それはここ最近、私が悩んでいたことだから。

　彼ら生徒は何にでもなれることができる。

　それは可能性だ。特別な何者かになれる可能性だ。

　だけど、私はもうそれを手放してしまった。平へい凡ぼんな大人になり、特別な何者かになれる権利は失ってしまった。

　でも、霧島くんはその可能性を持っていて。その一いつ端たんを見せつけられて。

　だから、私は怖こわい。

　霧島くんが『大人』になるのが。

　私を置いて先に行ってしまうのが。

　そして、そんな私がやらなくてはいけないことはもうわかっていた。

　私は霧島くんに弱いところを見せてはいけない。

　いや、私のダメダメなところはもう手て遅おくれなぐらい把は握あくされているけれど──そういうわけではなく。私が彼に精神的に依い存そんしてしまったときはもう終わりだと思う。

　そうなってしまっては、私はもう霧島くんに追いつくことができないから。

　だから、私は──

　と、そこで。

　不意に、桜井先生は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて。

「ところで、なんだけど……なんで、真白先生メイド姿なの？」

「そ、それは、止やむに止まれぬ事情がありまして……」

　そ、そういえば、着き替がえてなかった……




　　　　◇　◇　◇




　翌日。

　慶花祭二日目。

　昨日の豪ごう雨うが嘘うそみたいに、蒼そう穹きゆうが頭上に広がっていた。

　今日は朝から屋台がフル活動し、多くの人々が慶けい花か高こう校こうと慶花大学の間を行き交かっていた。そんな中、俺がいるのは慶花高校と慶花大学の間にある野外メインステージの控ひかえ室だった。

　野外ステージでは、大学生のバンドグループが荒あら々あらしく演奏していた。ビリビリと鼓こ膜まくが震えるほどの音楽と歓かん声せい。しかし、その裏の控え室ではそれに負けないほどの怒ど号ごうが飛び交っていた。

「おい！　そろそろ終わるから、次の組をスタンバイさせろ！」

「ねえ、誰だれが舞ぶ台たい袖そでに用具なんか置いたの！　危ないでしょ！」

「スケジュールが押してるから巻いて！　お昼までに終わらないよ！」

　……などなど、大学生サークルと慶花祭実行委員が一体となって動いており、時には喧けん嘩かするぐらいの勢いで叫さけびながらも、メインステージを運営している。しかし、その誰もが願っているのはこの慶花祭の成功だった。なにせ、メインステージは慶花祭の華はなだ。これが成功するかどうかで、今年の慶花祭が成功したかどうかが決まるほどだった。

　だからこそ、誰もが必死になって駆かけ回っていて。

　と、そのとき。

「やぁやぁ。みんな頑がん張ばってる？」

　そう言いながら、野外ステージの控え室に入ってきたのは重野さんだった。

　その両りよう脇わきには、まったく知らない男女が入り混じった大学生の集団。

　その集団を従え、重野さんは頬ほおを赤らめてにやにやと笑えみを浮うかべて近づいてくる。

「霧島くん、どう？　順調？」

「ええ、順調ですが……どうしたんですか？　って酒臭くさっ。もしかして飲んでます？」

「あはは、そりゃ慶花祭だから多少は飲むでしょ？　というか、どうしたんですかって酷ひどいなぁ。せっかく、わざわざ代表総そう括かつが来てあげたっていうのに」

　重野さんが馴なれ馴れしく俺の肩かたに腕うでを回してくる。

　思わず振り払はらうが、重野さんは気分を害した様子もなかった。何が楽しいのか、にやにやと笑っている。それはそれとして、このひとって代表総括だったのか。初めて知った。

　しかし、重野さんの登場とともに、実行委員のなかで少しだけ空気がピリついていた。

　これまで、ほとんど手伝ってこなかったからだろうか。

　俺も当然その態度について何も思わないわけではないが……今は、このタイミングで足を運んできた理由の方が気になっていた。

　果たして俺の読み通り、重野さんは汚きたならしい笑顔を保ったまま。

「と言っても、用はあるんだけどね。ちょっとお願いなんだけど、こいつらのバンドの飛び入り参加を認めてくれない？　他大学の奴やつらなんだけど、盛り上がると思うんだよねー」

「え？　と、飛び入りですか……？」

　どうやら、重野さんが連れてきたのは他大学サークルのバンドのようだった。

　だが、そんな予定は聞いていない。

　ちらっと東条先せん輩ぱいの方を見るが、彼女はふるふると首を横に振った。当然のように、東条先輩も知らないことらしい。

「……飛び入りは、時間と人員が余計に割さかれることになります。今いま更さら、飛び入り参加だと予定が崩くずれることになるんじゃないでしょうか？」

「時間は、午後にある休み時間を少し使えばいいでしょ？　人員については予備で配置しているんじゃなかったっけ。それを使えばいいんじゃない？　ほら、可能でしょ？」

「確かに可能ではありますが、それだと何かあったときの対応が──」

「何かあったときのためなんかに、無む駄だに人員を確保している方がもったいないでしょ？というか、もうちょっと臨機応変になれない？　そんなマニュアル通りじゃ、社会じゃ通用しないよ？」

「それ、は……」

「わかったわかった。何かあったときは僕が責任取るから。じゃ、それでよろしくー」

　肩をぱしんと叩たたくと、重野さんは他大学生のサークルの元へと戻もどっていく。次いで聞こえてくるのは、遠えん慮りよのない「な、僕に任せとけば問題ないだろ？」「流石さすが、重野っ」「やっぱかっけぇ！　やりたい放題じゃん！」などの会話だ。

「……霧島くん、どうする？」

　気がつけば、東条先輩が不安げな表情で隣となりに立っていた。

　俺は迷った末に言う。

「……他ほかのみんなには申し訳ないですけど、重野さんの言う通りにしましょう。現状、確かに真っ向から否定する要因も少ないですし」

「そう、ね。それに何かあってヘソを曲げられたら困るもの」

　流石にそんなことはないと思いたいが、重野さんは読めないひとだ。本当にそんなことがあっては困る。一応、大学生の代表なのだから。

　──と。

「……なんか、慶花町で小さな土ど砂しや崩くずれが起こったんだって」

「あー、昨日の大雨で……？」

「うわー、うちの近所じゃん。帰るとき面めん倒どう臭くさぁ……」

　メインステージの午後の部も半ばに差し掛かかったころ、そんな声がぽつりぽつりと聞こえてきた。

　うわっ、マジか……と思って検けん索さくすると、確かに慶花町で土砂崩れが起きたとの情報が入ってきた。この辺は山を切り崩したような地形をしている。そういうことが起こってもおかしくないだろう。

　しかし、それだけではなかった。

　なんでも、土砂崩れの影えい響きようにより一部の道路が通行止めになったらしかった。

　しかも、それにより深刻な渋じゆう滞たいが勃ぼつ発ぱつしているらしい。

　となると。

「あの、東条先輩」

「うん、なに？」

　近くにいた彼女に声をかけると、東条先輩はこっちに視線を向けてくれた。

　俺は懸け念ねんを伝える。

「もしかしたら、この渋滞で何か問題が出てくるかもしれません。念のため、待機している他の生徒と一いつ緒しよに確かく認にんするつもりなんですけど……どう思いますか？」

「そうね、それが良いと思うわ。ただ……」

「ただ、どうしたんですか？」

「いえ、実はなんだけど、さっきの飛び入りで今は誰も待機してなくて」

「あ」

　しまった、そういうことか。それなら待機している人たちに頼たのむことはできない。

「わかりました。それなら手が空すいた人たちに順次お願いしてみます。だから、えっと」

「ええ、わかったわ。私の方でもやってみる」

「すみません、お願いします」

　決める否いなや、俺たちは行動を開始する。

　事前につくっておいたＬＩＮＥのグループで東条先輩と決めたことを書き込んで、お願いしていく。次いで、俺は一つずつ渋滞により各所の進行に問題ないか確認していくが……基本的に、仕入れなどは朝の段階で終わっている。配送などで問題が出ることはないはずだった。

　そうして、数十分近く、電話やパソコンなどを駆く使しして確認が終しゆう了りようしかけた頃ころ。

「た、大変です！」

　一人の女子生徒が、野外ステージの控え室に駆け込んできた。

　確か、メインステージの大トリ──星ほし宮みや志し帆ほさんの事務所からの連れん絡らくを、最終的に重野さんから引き継ついだ一年生の清し水みずさんだ。

　重野さんが出版社と大まかな調整を終えた後、残りの緊きん急きゆう連絡時の受け付けなどを彼女に一任したのだ。そのときは、重野さんは緊急事態なんて起きないからと言われて、清水さんは仕事を引き継いでいた覚えがある。

　清水さんの見た目は、インドア系なのか肌はだが白い女の子である。

　しかし、その清水さんは今や何故なぜか顔を真っ青にさせていた。

「どうしたの、清水さん？」

　生徒会長の東条先輩が優やさしい声こわ音ねで訊たずねる。

　その微び笑しように勇気づけられたのか、清水さんは血の気を失なくした唇くちびるを動かす。

　そうして、紡つむがれたのは信じられないようなことだった。

「じ、実は……星宮志帆さんを乗せたタクシーが渋滞につかまって……メインステージに間に合わなくて。す、ステージを中止してほしいそうですっ」








第九章









「……落ち着いて、もう一回話してくれませんか？」

　野外ステージの控え室は、大おお騒さわぎだった。

　星ほし宮みや志し帆ほさんが間に合わないかもしれない。その情報に場が騒そう然ぜんとする。東とう条じよう先輩ですら、口を半開きにして固まっていた。

　俺も本来であればパニックになっているところだが、不思議なもので慌あわてている人を見ると思考が自然とクリアになっていた。

「何故、そうなったのか教えてください？　どうして中止要よう請せいまで出ているんですか？」

　渋滞に引っ掛かった。だから、遅ち刻こくするというのはわかる。だが、中止してくれと言っている意味まではわからなかった。

　俺は努めて穏おだやかな声音で訊ねると、清水さんは真っ青な唇を動かす。

「そ、それが、元々厳しいスケジュールのなかで来て欲しいという話だったみたいで……慶けい花か祭さい運営側でも、想定外の出来事があった場合は、次のスケジュールを優先してもいいと約束しているって……」

　そんな話は聞いていないし、了りよう承しようした覚えもない。

　蒼あお崎さきさんと最初に話をしていたときには、そんなことになっていなかったはずだった。

　となれば、おのずとその約束を結んだのは誰か明らかだ。

　さあああっと視線が流れていき、今しがた吞のん気きにフランクフルトを食べながら控え室に入ってきた男に集まっていく。

　すなわち、重しげ野のさんに。

「え？　みんな？　ど、どうしたんだい？」

　流石に、控ひかえ室の異変に気づいたんだろう。

　重野さんが珍めずらしく取り乱しながらも問うと、東条先輩が説明する。

「星宮志帆さんが乗ったタクシーが渋滞に捕つかまっていてメインステージに遅刻しかけていると。ただ元々厳しいスケジュールのなかで来て頂いてるらしく、事前の約束通り中止させて欲しいとの要望まできています」

「ちゅ、中止？」

「はい。ただ、私たちはそんな事前の約束などは聞いてません。何かご存じですか？」

「い、いやー、ど、どうだったかなー？」

　明らかに挙動不ふ審しんに目を逸そらす重野さん。

　その態度が何よりも事実を如によ実じつに語っていた。

　東条先輩に合わせて、俺も訊ねる。

「重野さん、もし何か知っているなら教えてください」

「お、おい、僕を疑ってるのか？　僕は知らないと言っているだろう！」

「それは失礼しました。では、蒼崎さんに心当たりがないか聞いてみますね」

「ちょ、ちょっと待った！」

　俺がスマホを取り出すと、重野さんが慌てたように声をかけてきた。

「蒼崎さんには……その、待ってくれ」

「何故ですか」

「そ、その……心当たりなら、い、今ちょうど思い出したからだ！　そ、そういえばだが、そういう約束をしてしまったかもしれない」

　重野さんがそう口にした瞬しゆん間かん、控え室が一気に静まり返った。

　誰だれも、何も喋しやべらない。

　だが、みんなが何を考えているかは口に出さなくても察することができた。

「それは、蒼崎さんがそういう契けい約やくを結んだってことですか？」

「…………」

　それには、重野さんは気まずそうに顔を背そむけるだけで何も答えなかった。

　こうなっては仕方ない。

「お、おい、霧きり島しま！　蒼崎さんには電話するなって言っただろ！」

　目の前で重野さんが喚わめくが、時間は有限だ。

　俺が電話すると、ワンコールで蒼崎さんは出た。

「もしもし、蒼崎さん。あの」

『──状じよう況きようは把は握あくしてる。困ったことが起こったね』

　開口一番、蒼崎さんは話を切り出してきた。

『ただ、事前の契約上、当日判断としてナシにすることができるから何とかするのは難しいかも──』

「あの、その話についてなんですけど……俺、伺うかがってないんですが」

『え』

　素す直なおにそう言うと、電話の向こうから蒼崎さんの驚おどろいたような声が聞こえてきた。

『え、聞いてないって……その、ほんと？』

「はい。えっと申し訳ないんですけど……契約の詳しよう細さいについて教えてもらってもいいですか？」

『えっと……元々の話なんだけど、向こうから候補日は二つあって。昨日と今日だったんだけど、今日は先方に事前にアフレコが入ってて。慶花祭の後は仮押さえの仕事が入ってるから、どうしましょうってことになってたの。ただ、重野って子がどうしても今日が良いって……その、最悪当日判断としてナシになってもいいと』

「……ありがとうございます。だいたい状況は掴つかめました」

『いえ、それはいいんだけど……その、流石さすがにこれじゃ可哀かわい想そうだから、こっちでも出来ることは何とかしてみます』

「はい、ありがとうございます」

　そこでお礼を言って、俺は電話を切った。

「さて」

　俺は重野さんに向き直る。

　実は、今までの会話はスピーカーモードにしてたのでみんなに聞こえていた。

　だからこそ、この場にいる全員が何故こうなっているか鮮せん明めいに把握できていた。

「し、仕方ないだろう！　それしかなかったんだから！」

　みんなの視線を受けて、重野さんは周囲を見回しながら叫さけんだ。

「慶花祭のメインステージのトリは二日目と決まっている！　かつて百回以上行ったが、一回も一日目で行ってない！　僕の時代でそんな前代未み聞もんなことができるわけないだろう！　うちの大学は縦の繋つながりだって強いし、慶花祭は期待されてるんだ！　そんなことをしたら、何て言われるかわかっているのか！」

「……ですが、それでも選せん択たく肢しを共有することはできたのでは？」

「それだと、僕が予定通りの時間にすらできないような──その程度の交こう渉しようもできないやつに思われるだろう！」

　東条先せん輩ぱいが恐おそる恐る口を挟はさんだ瞬間、重野さんが激げき昂こうして叫んだ。

　それが引き起こしたのは、更さらなる静せい寂じやくだった。

　みんな、口を閉とざしている。ただ冷たい視線で彼を見続けている。

　それに対して、重野さんは助けを求めるように視線をあちこちに移しながら。

「そ、それに、誰だってこんなこと予測できるはずがない！　そうだろう!?　だ、第一、そもそもなんだって渋じゆう滞たいなんか──」

「豪ごう雨うによる土ど砂しや崩くずれのせいでしょう」

　冷静にそう言ったのは、東条先輩だった。

　この辺りは交通量が多い割に、細い道が多い。どの道が、どの範はん囲いだけ使えなくなったのかはわからないが、まあ、そういうことが起こってもおかしくない。

　一方で『豪雨による土砂崩れ』という言葉を聞いた瞬間、重野さんは水を得た魚のように途と端たんに生き生きとする。

「ご、豪雨による土砂崩れ！　それなら予測できたはずだ!?　今思い出したけど、なんか午後にそれで騒さわいでたもんな！　そのときに確かく認にんすればよかったじゃないか！　──おい、君！　どうして確認しなかったんだ！」

　重野さんの矛ほこ先さきが向かったのは、彼の仕事を引き継ついだ清水さんだった。

　清水さんは一層表情を青白くさせる。

　それに対して、東条先輩が補足する。

「あの、重野さん。それはできなかったんです」

「できなかった？　なんでだ？　まさかこの程度のこと考えてなかったとでも──」

「いえ」

　東条先輩はゆっくりと首を横に振ふって告げる。

「清水さんは文字通り確認できなかったんです。何故なら、清水さんは重野さんが飛び入り参加させたバンドの準備などを担当していたんですから。──そうですよね、清水さん」

　東条先輩の呼びかけに、こくりと震ふるえながら頷うなずく清水さん。

　そう、あの時点で待機していたはずの清水さんはそちらに割さかれてしまった。

　あのとき、飛び入りがなかったら何とかなっていたかもしれない。

　重野さんはいったい誰が原因で現状の事態が引き起こされたのか、そこでようやく理解したらしい。ぺたりとその場で座り込んだ。

　と思いきや、急に高笑いを始める。

「は、はは、終わりだ！　慶花祭のメインステージのトリが何もなしだなんて、前代未聞だ！　こんなの、誰が責任取るんだ！」

「……少し前に、重野さんが責任取るって言ってませんでしたか？」

　俺の記き憶おくなら、確かにそう言っていた気がする。

「はは、馬ば鹿か言え！　あんなの、ちょっと口が滑すべって言っただけだろう！　僕にそんな力なんてあるものか！　こんなの誰だろうと責任なんか──」

　言いかけて。

　重野さんは途と中ちゆうで硬こう直ちよくした後、にやりと汚きたならしい笑えみをつくった。

「氷ひ川かわ先生だ」

「は？」

　急に何を言い出すんだ？

　俺たちが唖あ然ぜんとしていると、重野さんは何かを見つけたように目を煌こう々こうと光らせながら。

「だって、そうだろう？　この状況で責任を取れるのは氷川先生しかいないだろう！　監かん督とく不行き届きだ！　あの女はそのために実行委員会に参加してるんだから！」

「っ」

「ああ！　元から気に入らなかったんだよな、あの女のことは！　最初から、僕がやることに突つっかかってきやがって！　教師のくせに出しゃばってんじゃねーよ！　けど、これであの女に責任取らせるとしたら面おも白しろいよな！　は、はは、そうだ！　僕は最初からそういうつもりだったんだ！」

　お酒が入っているからだろうか。

　重野さん──いや、あいつは顔を真っ赤にした状態で矛む盾じゆんめいたことを声こわ高だかに紡つむぐ。

「なあ、お前らは知らないだろう！　いや、今の三年は知ってるか？　あの女が少し前に何をしでかしたか！　大学じゃ有名な話だぜ、あの女は良くも悪くも有名だからな！　教えてやろうか、あの女は今イエローカード貰もらってるんだぜ！　それもこれも、ＰＴＡの会長の娘むすめの人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたからだ！　これで問題を起こせば、いったいどうなんだろうな？　下手すりゃクビなんてことも──」

「────」

　そこから先も、あいつは喚き続けるがそれ以上は頭には入ってこなかった。

　俺が知らない氷川先生のことも喋り続けていたが、それも重要じゃない。

　俺は俺がいくら馬鹿にされようが、手て柄がらを取られようが、正直どうでもいい。

　俺にとっての勝利条件はそこではないのだから。

　でも、氷川先生だけは。

　氷川先生を傷つける可能性があるこいつだけは──

「……霧島？　どうしたの、そんなに怖こわい顔して。ね、やめよ？」

　気がつけば、夏なつ希きが隣となりに立っていた。

　慶花祭実行委員としてこの事態の収しゆう拾しゆうのためにやってきてくれたのか。

　だが、それだけではなく、夏希はいつの間にか固く握にぎられていた俺の拳こぶしをそっと押さえていた。

　ハッとして顔を上げると、重野さんを含ふくめた全員が俺の方を見つめていた。

　その視線には、最近は縁えん遠どおかった恐きよう怖ふの感情。特に、あいつに至っては俺の感情を全力で向けられたせいかガタガタと歯を震わせていた。

　それで、自分が何をしてしまったかはだいたい察することができた。

　後こう悔かいするも、もう遅おそい。

　だけれど、今はそんなことをしている場合じゃなかった。

「……悪い、夏希ありがとな」

　言って、俺は現状の把握に努める。

　怒いかりは収まっていた。思考もクリアだ。何が問題かもはっきりしている。

　となれば、俺がやることは一つだった。

「すみません、ちょっと席外します」

「ちょ、ちょっと、霧島くんどこにいくのっ？」

　慌あわてて声をかけてくる東条先輩に、俺は言う。

「この事態を何とかしてみます！　なので、みなさんは予定通りに動いてください！　あと、出来れば出演者の人たちには出来る限り時間を稼かせいでもらうようにしてください！」

　単なる時間稼ぎ。

　それでも告げると、俺は控ひかえ室から飛び出した。

　まだ何をしていいかもわかっていない。

　それでも、足を前へと向ける。

　俺に出来ることはそれぐらいしかないのだから。




　　　　◆　◆　◆




「……そう、そんな事態に」

「は、はい、そうなんです。ど、どうしましょう、氷川先生」

　慶けい花か高こう校こうの校舎の中。

　慌てて駆かけ寄ってきた慶花祭実行委員の生徒たちから状じよう況きようの説明を受けて、私は思考を巡めぐらせていた。

　現状は考える得うる限り、最悪だった。

　恐らく生徒たちと同じぐらい頭の中がパニックになるが、何とか息を吐はき出して全すべて脳内から一いつ旦たん追い出すと、私は指示する。

「取り敢あえず、先方には可能な限りこちらに向かうように伝えてください。次のスケジュール的に難しいと判断すれば、もちろん慶花祭に来なくても問題ない旨むねも一いつ緒しよに。約束がそうと決まっている以上、先方には非はありませんから」

「そ、それで大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？」

「わかりません、ただ何とかします。それと、メインステージに出る皆みなさんにはちょっとずつでも時間を稼いでもらってください。それと、皆さんは落ち着いて予定通り振る舞まってください」

「は、はい、わかりました！」

　私の指示に、この場にいた慶花祭実行委員は気力を取り戻もどしたように見えた。

　パニックになったときには、可能なことを一つずつ指示してあげればいい。それで多少は頭も身体からだも動くはずだ。

　しかし──これは、問題の先延ばしをしているだけだ。

　結局のところ、何かが解決されるわけではない。

「…………」

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。そんな言葉が脳内で巡る中、私は無意識に霧島くんを視線で探して──しかし、理性でそれを引き留めた。

　霧島くんはこの場にはいなかった。

　恐らく控え室にいて指示を出しているのだろう。どこまで的確な指示をしているかはわからないが、それでも彼ならこの事態を何とかしようとしているはずだ。

　しかし、私が霧島くんを探すのを止やめたのは別の理由だった。

　今、私は自分でもビックリするぐらいパニックに陥おちいっている。そんな状況で、霧島くんに出会ってしまえば私はどうなるのか。想像に難かたくなかった。

　きっと、私は彼に弱いところを見せてしまうことになる。

　みっともないところを見せることになる。

　今まで見せてきた『氷川真ま白しろ』としての弱みの部分ではない。

　教師としての『氷川先生』としての弱みの部分だ。

　これまで、私は霧島くんを心の中でどこか子供扱あつかいしてきた。

　教師だから──大人だから、私の方がしっかりしないとと思っていたところがあった。

　たとえば、霧島くんが先月あたりに疲ひ労ろうで倒たおれたときなんかはそうだ。

　でも、教師として弱みを見せてしまえば。大人として弱みを見せてしまえば、私は霧島くんに頼たよってしまう。霧島くんに何ができるかわからないが、それでも、私は精神的に完全に依い存そんしてしまう。それは追いつかれて対等になってしまうことと同義だった。そして、いつか追い越こされ、置いていかれてしまう。何の根こん拠きよもないが直感がそう囁ささやいていた。

　だから、今、霧島くんに会うわけには、頼るわけにはいかなくて。

「…………はぁはぁ」

　いつの間にか、私は職員室にやってきた。

　誰だれか頼りになる先生がいないか探しにきたのだ。

　だが、職員室には誰もいなかった。

　当然だ。慶花祭であれば、どの先生も見回りなどに駆り出されているに決まってる。

　誰かに早く連れん絡らくを取らないと。そう思って遅おくればせながらもスマホを取り出すが、手が震ふるえていて落としてしまった。慌てて手を伸のばすが、スマホがなかなか掴つかめない。ようやく何とか掴めても、指が数字を間ま違ちがえて認にん証しようが解除できなかった。

　落ち着け、落ち着け……と念じるものの、身体の震えは一向に止まらない。

　そんなの当たり前だ。

　だって、私は知っているのだから。

　慶花祭実行委員のみんなが、二年二組のクラスメイトたちが、その他の大勢の生徒や大学生たちが関かかわっていることを、私は知っている。霧島くんだって、東条さんだって、そして重野くんだって。全員、悪気があったわけではない。不運なことが起きてしまって、こんな事態になってしまっただけで。それでも、子供たちが収拾をつけられないのだとすれば──そこから先は、教師の仕事だ。大人の仕事だ。

　私の、仕事だ。

　だから、何とかしないといけない。

　私にとっては毎年の慶花祭だけれど、彼らにとってはそうではない。

　だから、メインステージはちゃんと成功を収めてあげたい。無事に終わらせてあげて良い思い出にしてあげたい。だが、そう思えば思うほど、手が震え、頭が固まり、何もできなくて──。

「っ！　い、痛ぁ……」

　いつの間にか、私は無意識のうちに職員室の中を歩き回っていたらしい。

　家庭科を担当されている先生の机にぶつかってしまって、大量に積まれていたプリントを落としてしまった。

　私は慌てて拾う。

　それは、どうやら身近な尊敬する人を書けという課題の内容らしい。祖母だったり、父親だったり、あるいは親しん戚せきのミュージシャンにインタビューしましたという内容などが書かれていたりした。

　そんな中、霧島くんが提出したであろう課題を見つけた。

　そして、その第一行目にはこんなことが書いてあった。




『私が尊敬する人は、担任の氷川先生です』




「………………え」

　手が、震えた。

　だが、先さき程ほどまでの震えとは種類が違った。

　信じられないとか、そういった感情だ。

　だけど、そこに書かれていたのは紛まぎれもなく私のことだった。しかも、そこから先に書いてあったのは私を絶賛する言葉ばかりで。

　──氷川先生は厳しいですけど、いつも私たち生徒のことを考えてくれています。

　──そんな中でも、私が一番嬉うれしかったのは、氷川先生に勉強のことを相談したときに言われた「君は伸びるよ」という言葉でした。

　──私は今まで誰かに期待されるということが少なくて。だからこそ、私は先生に信じてもらえてるということが嬉しかったです。

　そして、その課題は最後はこんな文章で締しめ括くくられていた。




　──だから、私は氷川先生みたいな大人になりたいです。




「……馬ば鹿かだなぁ、霧島くんは」

　ぽたっ、と。

　滴しずくが、紙に落ちた。

　課題だから濡ぬらしちゃいけない。そうわかっていても涙なみだは止められなかった。

　なんで。なんで、私なんかのことを尊敬しているなんて書いてくれるのだろう。

　少し遅れて、霧島くんがここ最近頑がん張ばってる理由が見えたような気がした。

　もしかして、もしかすると、勉強も、慶花祭実行委員も頑張っているのも、私が理由だとしたら？　私みたいになりたいと思っていてくれたからだとしたら？

　私は霧島くんが大人になるのが怖こわかった。

　特別な何かになってしまうのが、私を置いて先に行ってしまうのが。

　でも、その『先』にいるのが、私だったとしたら？

　私を目指して、霧島くんが頑張って駆け抜ぬけているのだとしたら？

　だとしたら、私は──

「っ」

　ぱちん！

　私は自分の頬ほおを全力で叩たたいた。

　パニックに陥っていた思考が少し戻ってくる。未いまだにどうすれば解決されるかはわからない。でも、何をすればいいかはわかっていた。

　以前、私は教師と生徒との関係を長ちよう距きよ離り走そうで考えたことがあった。

　私たち教師は最初こそ先頭集団だが、やがて生徒たちに追い抜かれていく、と。

　でも──でも、それなら！

「っ」

　私は職員室から出て走り始める。

　もう迷わなかった。行かなきゃいけない場所は決まっていた。

　私たち教師はいずれ生徒に追い越されていく。置いていかれる。

　でも、それが嫌いやなら──私たちも走り続けるしかない。

　変わり続けるしかない。

　霧島くんが目指し続ける存在であるしかない。

　変わるのは子供の特権であるけども、大人だって頑張れば変わることはできるだろう。

　だから、走れ。

　走れ。

　走れっ。

　走れッ！

　霧島くんに置いていかれないように。

　いつまでも一緒に隣となりにいられるように。

　そうして、私は廊ろう下かの途と中ちゆうでその姿を見つけると足を止めた。

　ずっとずっと探していた男の子。

　そうして、私はようやくこれまで言えなかったことを口にする。

　一人の教師として、一人の大人として。

「霧島くん──君を頼ってもいいですか？」




　　　　◇　◇　◇




「霧島くん──君を頼ってもいいですか？」

　自分一人じゃ何もできない。

　だから、氷川先生を探して走っていたとき──先生からそんなことを言われて、俺は不思議と高こう揚ようしていた。

　だって、俺は子供で。だから、これまで氷川先生から教師として頼られることはなかった。そして、それこそが子供扱いされていることだと感じていて嫌だった。

　だから、俺は大人になりたかった。

　でも、今、氷川先生に学校で頼られた。
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　そんなこと、これまで一度もなくて。

　だとすれば、その返答は一つしかないに決まっていた。

「──はいっ！」

　俺は全力で頷うなずく。

　途と端たん、氷川先生は何故なぜか足あし下もとから崩くずれ落ちた。え、え？　ど、どうしたんだ？

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、氷川先生!?」

「う、うん、大丈夫です。というか、君の顔を見るとなんかホッとしちゃって」

「そ、そうですか」

「それと……ごめんなさい。幻げん滅めつしたでしょう？　プライベートはともかくとしても、仕事でもこんな焦あせってるなんて」

「いえ、そんなわけないじゃないですか。氷川先生は、俺が好きな──格好良い氷川先生のままですよ」

「そ、そうですかっ……そ、それなら良かったですけど」

　教師モードの口調のまま、顔を真っ赤にする氷川先生。超ちよう可愛かわいい。

　だけど、ラブコメしてる時間はないんだっけ。

　氷川先生も同じ考えに至ったのか、ぶんぶんと首を振ふって。

「そ、それでですね。君は状じよう況きようを把は握あくしていますか？」

「はい、ただどうしていいかわからなくて……」

　氷川先生に頼られたものの、俺なんかが咄とつ嗟さに妙みよう案あんが出せるわけがない。

　いや、正確には一つだけ案とすら言えない案はある。

　でも、問題があるし、可能かどうかもわからない。

　と、そのとき。

　氷川先生と目が合い、先生は俺に何か考えがあることを察したようだった。

「霧島くん、何か案があるんですか……？」

「い、いや、案ってほどじゃないですけど……ほら、渋じゆう滞たいが起きている辺りって前に氷川先生と一いつ緒しよに自転車に乗ったときに通ったところじゃないですか」

「あ、ああ。確かにそうですね」

　今、気づいたと言うように目を見開く氷川先生。

「あのとき、自転車だと帰りでも意外と時間がかかりませんでした。道によっては下り坂が多いからです。だから、上手うまく道を使えば間に合うかもしれません。ただ──」

「──それでも時間が足りない、ですよね」

　そう。そうなのだ。

　今から自転車で迎むかえに行って、連れて帰ってくる。

　どれだけ頑張っても、時間が僅わずかに足りない。今、メインステージで頑張っている組に時間を多少なりとも延ばしてもらっても、もう一つ演目が何か必要だ。

　だけど、そんな急に新しい演目なんて──

「それは、私がやります」

「えっ？」

「だから、それは私に任せて。上手くできるかわからないけど、何とか時間は稼かせいで見せるから。だから、迎えに行くのは──君にお願いしてもいいですか？」

「はい！」

　間に合うかどうかもわからない。

　でも、氷川先生にそうお願いされて断るという選せん択たく肢しはなかった。

「じゃあ、氷川先生！　俺、行ってきます！」

「はい！　では、私は君が辿たどり着くまで時間を稼ぎます！」




「「──だから、そっちは任せました！」」




　そうして──

　俺と氷川先生は口元に笑えみを湛たたえたまま、同時に背中を向けた。

　もう振り返らなかった。ただ前に進むために足を動かす。

　氷川先生の気配はもう背後からはしなかった。

　その信しん頼らいが今は嬉うれしくて堪たまらなかった。




　　　　◆　◆　◆




「と言っても、ど、どうやって時間なんて稼ごう……」

　何か考えがあっての発言ではない。

　私は野外ステージに向かって走りながら思考を巡めぐらせていたが、距きよ離りが近づいてくるだけで一向に何にも思いつかない。

　新たに演目を追加するにしても、急きゆう遽きよ何かをやってくれるところなんてあるだろうか。

　既すでにある程度は時間稼ぎをしてもらっている。それでも、このままではあと僅かだけ足りないはずだ。

　もう手札は全すべて場に出ている。打てる手はない。

　でも、霧島くんに大見得を切ってしまった。

　それなら、私が何とかするしかない。

　それこそ、私が舞ぶ台たいに上がって何かをするとかでも……いや、でも、私に芸なんかないし。ああ、こんなことになるなら芸や踊おどりの一つでも覚えておけばよかった──

「……あ」

　いや、ある。あった。一つだけ私が出来ること。

　正直に言えば、恥はずかしくて堪らない。

　だけど、今はそれしかないように思えて。

「あっ。ひ、氷川先生！　じ、実は今は大変なことになっていまして」

「はい、状況は把握しています」

　私が野外ステージの控ひかえ室に入ると、東条さんに迎え入れられた。

　東条さんは出て行ったときよりも顔を青白くさせていた。

　他ほかの生徒だってそうだ。この控え室にいる全員が不安そうな視線を向けてくる。

　それに、私は安心させるような声こわ音ねで。

「落ち着いてください、皆みなさん。きっと何とかなります。ただ時間を少しだけ稼がなければなりません」

「じ、時間を稼ぐって……そんなのいったいどうやって。もう既に引き延ばしてもらってますし、追加で演目を増やすのも無理なのでは──」

「それは私が何とかしてみせます。だから、皆さんは予定通りに」

　霧島くんに言った台詞せりふと全く同じことを口にして、私は野外ステージへと向かう。

　その途中で、私は眼鏡を取って髪かみを括くくっていたアクセサリーを外した。

　擦すれ違ちがった生徒がびっくりしたように目を丸くするが、それもそうだろう。

　私が学校でこんな格好をすることなんて、ほとんどないのだから。

　だけど、仕方ない。

　ここから先は、氷川先生じゃ駄だ目めなんだから。

「あ、あの、氷川先生」

「うん、なにかな？」

　追いかけてきた東条さんに優やさしく微笑ほほえんで見せると、彼女はぽかーんとしてぴしりと硬こう直ちよくした。……私、そんなに変なことしたかな？

　でも、ちょうどいい。私は東条さんにお願いする。

「東条さん、この音楽を流すのをお願いしてもいい？」

「は、はい、問題ありませんが……」

「じゃ、よろしくね」

　笑顔で言うや否いなや、私は前の演者と入れ替かわるように野外ステージに立った。

　私のことを知っているであろう多くの生徒が、その姿を見て東条さんと同じように固まったかのように思えた。けど、氷川先生という教師を知っているならそれが当たり前なんだろう。

　でも、さっきも言った通り、この場だけは氷川先生じゃ駄目だった。

　だから、私は仮面を外す。

　学校で被かぶり続けた仮面を。

　そうして、私は素すに戻もどった。

　すなわち、霧島くんの彼女で──ただのオタクである氷川真白へ、と。

「──、──っ」

　素に戻った私は、大勢の人に見つめられて足が震ふるえる。

　それでも、その音楽が頭上から流れたときには勝手に身体からだが動いた。

　だって、これは私の青春。

　氷川真白が大好きで何度も聞いたラノベアニメのＥＤなんだから。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　私は頭上から鳴り響ひびいた音楽に合わせて、全力で踊り始めた。




　　　　◇　◇　◇




　走って、駆かけて、疾しつ走そうする。

　俺はなりふり構わず夏希に借りた自転車で坂を走っていた。

　氷川先生が何とか時間稼ぎしてくれている。それなら、俺はそれを信じて走り続けるしかなかった。

　全身の力を振り絞しぼって必死にペダルを押し込む。押し込むごとにぐんぐんと力が生まれて、前に進んでいく。

　それからどれぐらい漕こいだだろうか。

　前方には渋滞にはまっている車の大群が見えた。方向転てん換かんしようにもそれすらままならず、多くの車両が硬直したままだった。

　その中に、タクシーが一台。

　俺は下り坂の勢いそのまま、タクシーの横にほとんど滑すべりながら停車すると車に向かって声を張り上げる。

「慶花高校の生徒です！　星宮志帆さんはいらっしゃいますか！」

「……こ、こんなところで大声で叫さけぶな！　き、君は何をしているんだ！」

　果たして、タクシーの中から顔を出したのは星宮志帆のマネージャーと思わしき男性だった。しかし、いちいち怯ひるんでいる暇ひまはない。俺は更さらに声を張り上げる。

「慶花祭実行委員代表の霧島拓たく也やです！　すみません、今から一緒にきてもらえますか!?」

「は、はぁ!?　な、何を言っているんだ、君は！　私たちは今から次の現場に行くところだったんだ！　もうどうやっても間に合わない！　それは君もわかっているだろう！」

「そこを何とか！」

「無理なものは無理だ！　第一、なんだその自転車は！　まさか、うちの星宮を自転車に乗せて一人で行かせたり、もしくは走らせたりするわけじゃないだろうな！　そんなことが許されると思っているのか!?」

「そこを何とか！」

「話聞いてたか、君!?」

　でも、俺に巧たくみな交こう渉しようなんて出来るわけがない。ゴリ押しするだけだ。

　しかし──こうしている間にも刻々と時間が過ぎていく。くそっ、どうする？　まさかここでマネージャーが立ちはだかってくるとは思わなかった。

　こうなったら、無理やりにでも──と思っていたその瞬間。

「そんな意地悪言わないであげてよ、宗むな方かたさん」

　鈴すずを転がすような声。

　そんな透すき通るような声音とともに、タクシーから現れたのは一人の美少女だった。

　星宮志帆、だ。

　第一印象は、天使だった。初めて芸能人を肉眼で見たが……なんというんだろうか、オーラを纏まとっている人間って本当にいるんだなと感じた。っていうか、顔小さっ！　超ちよう可愛かわいい！　氷川先生の次ぐらいに可愛い！

「私なら全然走ってもいいからさ。せっかくの友達とのイベントだし、やっぱり成功させてあげたいよね」

「だ、だが──」

「社長には私から言っておくからさ。それならいいでしょ？」

　ぺろりと可愛らしく舌を出して、ウィンクする星宮さん。そんな姿がいちいち絵になっているのは流石さすがと言うべきか。

　されど、星宮さんのその言葉でマネージャーは渋しぶ々しぶながらも納なつ得とくしたようで。

「じゃ、君。慶花高校まで私を連れて行ってくれる？」

「はい！　じゃあ、自転車に乗ってもらえますか！　……って、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　よく考えたら、今のご時世、超ちよう人にん気き声優さんを自転車に乗っけて走るってかなりヤバくないか？　ＳＮＳに挙げたら一発でアウトのような──

　だが。

「心配ないよ。こうして顔を隠かくすから」

　サングラスとマスクをかける星宮さん。それだけで確かに誰だれだかわからなくなる。

　それから、星宮さんはマクスの下で微笑んでいるのか目め尻じりを下げて。

「じゃ、お願いします。慶花高校まで連れて行って」

「はい、わかりました！　じゃ、行きますよ！」

　いつかの氷川先生のように自転車の荷台に腰こし掛かける星宮さん。

　それを見届けた瞬間、俺は再びペダルを漕ぎ始めた。何の失敗もなくスムーズに進んでいく。それを見てか、星宮さんが背後から言ってくる。

「なんか、君慣れてるね？　どうしたの？」

「練習しましたから！」

　氷川先生と二人乗りした経験が今になって生きていた。

　それ故ゆえか、予想以上に早く辿たどり着くことができて──

「あっ」

　自転車で校内に入ると、野外ステージが見えてくる。

　その野外ステージ上では、氷川先生が全力で踊っていた。

　絶対零れい度どの教室の支配者。〈雪ゆき姫ひめ〉とすら揶や揄ゆされている教師が全力で踊っている姿には会場全体が盛り上がっていた。しかも、その踊りは、以前、俺に見せたライトノベルのアニメの踊りで。

　星宮さんがころころと笑いながら言う。

「面おも白しろい先生がいるんだね」

「はい、最高の先生です」

　歓かん声せいに包まれる氷川先生を見ながら、俺はそう言ったのだった。
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エピローグ









　校庭では、キャンプファイヤーが行われていた。

　夜空のもと、炎ほのおが立ち上り、多くの生徒や大学生たちがその周辺では騒さわいでいる。少し遠くを見れば、屋台のテントなどが片付けられている最中だった。目を凝こらせば、慶けい花か祭さい実行委員のテントなども見えるだろう。きっと多くの慶花祭実行委員の生徒たちがそこで喋しやべったりしているに違ちがいない。

　しかし、俺はその輪の中には加わっていなかった。

「はい、お疲つかれ様。霧きり島しまくん」

「ありがとうございます、氷ひ川かわ先生」

　屋上。

　俺は氷川先生からタピオカジュースを受け取ると、フェンスに体重を預けた。

　なんでも、うちのクラスで余ったものらしい。氷川先生がそれをクラスメイトたちから渡わたされて、そのおこぼれに与あずかっているわけなのだが──

「……霧島くん、どうしたの？　なんか不ふ機き嫌げんそうだけど」

「…………別になんでもありません」

　嘘うそだった。

　失礼な話だけど、氷川先生が生徒から物を貰もらうなんて昨日までは有り得ないはずだった。

　では、それが何故なぜ今日になって変わったかと言うと、氷川先生がメインステージで時間稼かせぎのためとはいえ踊おどったからだ。

〈雪ゆき姫ひめ〉とすら揶揄され敬遠されていた教師。

　そんな教師が余興のために全力で踊れば、親近感を持つ生徒が以前よりもぐっと増えるのは道理とすら言えた。

　結果、何が起こったかというと、二年二組のクラスメイトに受け入れられたのだ。

　いや、二年二組の生徒ではなく、慶けい花か高こう校こう全体で氷川先生フィーバーが小さく起こっていると言っても過言ではない。それぐらい、氷川先生は一気に人気教師の一人に成り上がったのだ。

　と、まあ、そういうわけで、氷川先生は色んな生徒たちから慶花祭で余った飲食物を貢みつがれたりしていたのだけど。

　正直に言えば、俺はもやもやしていた。

　だって、俺が最初なのに。

　氷川先生が良い先生だって知っていたのは、俺だけだったのに……なんだかなぁ。

「でもでも、星ほし宮みや志し帆ほさんの公開アフレコ凄すごかったね！　それに、新シリーズもすっごく面白そうだったし！」

　笑え顔がおで楽しそうに、声優さんのトークショーについて話す氷川先生。

　結局、次の現場があるということで予定より短い時間だったけれど──結果から言えばトークショーは大盛せい況きようだった。

　まあ、色々あったが、氷川先生が笑顔になれたのなら良かったのだろう。

　俺の勝利条件は達成されたのだから。

　と。

　ぷにっ、と。氷川先生が俺の頬ほおを突つついてきた。

「……え、えーっと、なんでしょうか？」

「べっつにー。なんでもないっ」

　言いながらも、急に不機嫌そうにぷいっと顔を背そむける氷川先生。

　だが、言葉と行動がまったく合っていない。……いったい、どうしたんだ？

　俺が眉まゆをひそめていると、氷川先生はチラッとこちらを不満げに見ながら。

「……ただ、ここ最近、霧島くん、色んな子から人気だなって思って」

「え？」

「小こ桜ざくらさんでしょ、夏なつ希きさんでしょ。それから、東とう条じようさんとか……」

「い、いやいやいや何言ってるんですか！　だ、第一、なんでそこに東条先せん輩ぱいが入ってくるんですか！」

　いったい何を言ってるんだ、氷川先生は。

　しかし、氷川先生は気になることがあるのかぷくっと頬を膨ふくらませて。

「でも、今回の慶花祭で、霧島くん人気が出たでしょ？　色んな女の子から話しかけられるようになったし」

「そ、そりゃなりましたけど、でもあれは仕事だから話しかけられただけで！」

　それに、最後の重しげ野のさんとの一件で全すべてパァになったしな。

「それだけじゃなくても、霧島くんって押しに弱いから色々と心配だし」

「いや、俺は押しに弱くなんかは──」

「ほんと？」

「ええ、本当です」

　氷川先生が疑わしげにじっと見つめてくるのに、俺は頷うなずく。

　それを確かく認にんして、氷川先生は甘い声で囁ささやいてくる。

「じゃあ、キスして」

「え？」

「だ、だから、君からキスしてっ」




「──そ、そうしないと、信用……しないんだからっ」




　夜空のもとでもはっきりとわかるほど、氷川先生の顔は真っ赤だった。

　けど、今、その……氷川先生はなんて言った？　俺の聞き間違いじゃなければ、き、キスをして欲しいって──

　と思いきや、氷川先生がぶんぶんと手を振ふって。

「や、やっぱり今のなし！　い、今のは忘れて！」

「え？」

「だ、だって、さ、サイトにはこれで上手うまくいくってっ。か、彼氏の方からメロメロになってしてくれるって、で、でもこんなの恥はずかしすぎるし、ううっ～～」

　な、なるほど、そういうことか。

　どうやら、さっきのはサイトの入いれ知ぢ恵えだったらしい。

　氷川先生らしくないとは思っていたが、その読みは当たっていたらしい。

　氷川先生は依い然ぜんとして耳まで朱しゆ色いろに染めたまま、おずおずと。

「ご、ごめんね、変なことを言ってっ。だから、その……忘れてくれると嬉うれしいかなって──」

　だが、氷川先生はそれ以上紡つむげなかった。

　否いな、正確に言えば紡げないようにしたというべきか。

「…………」

「…………え」

　そっ、と。

　俺は、彼女の唇くちびるから顔を離はなした。

　氷川先生の頬はさっきよりも真っ赤だった。きっと俺も同じなんだろう。心臓がバクバクと鳴り響ひびき、頬も異常に熱を持っていた。

「その……これで、信用してくれましたか？」

　初めてはレモン味とは、どこかで聞いたことがあるような気がするが全くもってそんなことはなかった。それどころか、歯がカチッと当たって下手くそなキスだった。

　それでも、俺の気持ちは伝わってくれたと思う。

　それにしても、滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしい。

　こんなの、当分、氷川先生の方を向けそうにない。

　それに、キスは禁止と言われたのにしてしまった。もしかしたら怒おこられるかも──

　だが。

　氷川先生は、俺の服の袖そでをちまっと掴つかんで。

「うん、信用してるよ」




「で、でも、その……足りないから、もう一回して？」




　ああ。

　氷川先生の言う通り、俺は押しに弱いのかもしれない。

　だって、俺には氷川先生のお願いを断ることができないのだから。

　氷川先生が今度は目を閉じて、唇を近づけてくる。

　それを受け入れるために、俺は目を閉じて。




　真夏日。

　打ち上げ花火が夜空を彩いろどるなか。

　学校の屋上で、俺は氷川先生と二回目のキスをした。

　そのときのことは、一生忘れられないだろう。
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　人間、努力なんかじゃどうにもならないことはあると思う。

　どれだけ努力を重ねても、越こえられない壁かべというものがあるというか。

　一言でいうなら、それは「才能」ってやつで。もっと範はん囲いを拡大するなら、人間それぞれには「出来ること」と「出来ないこと」があるんじゃないかと思ってしまう。

　そうなると、俺みたいな凡ぼん人じんにとって、人生で一番大切なのは、自分の「出来ないこと」を見み極きわめることで。さらに、「出来ること」に焦しよう点てんを絞しぼって、効率良く時間を使っていくことが大切なんだと考えてしまう。

　時間は有限だから。

　だから、「出来ないこと」には時間は使わない。

　もっと、有益なことに──自分がもっと楽しめたりすることに、時間を使うべきだ。

　そうするのが、俺は賢かしこい生き方だと思う。




　──そう思っていた、少し前までは。




　高校一年生の春休み、俺は彼女に出会って。

　四月には、彼女は先生だということが判明して。

　それから、一いつ緒しよに過ごして、擦すれ違ちがって、そして和解して。

　そうしているうちに、少しだけ考え方が変わった気がする。

　俺は今でも無む駄だな努力はしたくないと思っている。

　出来ないことに時間を使うなんて真まっ平ぴら御ご免めんだ。

　でも、大人になるためなら──彼女と対等になるためなら、少しだけ出来ないことに挑ちよう戦せんするのも悪くないと思う。

　人間、努力なんかじゃどうにもならないことはあるのだろう。

　どれだけ努力を重ねても、越えられない壁はあるのだろう。

　それでも、俺はそこに向かって手を伸のばし続けたい。

　たとえ、最終的に届かなくても、結果的に無駄だったとしても。

　少しでも、彼女に近づけるのならば、俺は前に向かって走りたい。

　それが、俺の今の考え方だ。




　──そうして、俺がそう考えるようになったのはやっぱり彼女のおかげだ。




　俺、霧きり島しま拓たく也やが通う慶けい花か高こう校こうには生徒に恐おそれられている教師がいる。

　まあ、よくある話だ。学校一、厳しい鬼おに教師。俺たち高校生が緩ゆるみがちになってしまう面めん倒どうな校則や規則に基もとづいて、口うるさく言ってくる嫌きらわれ役。そんな存在は、どこの学校にも一人や二人はいるものだと思う。

　しかし、それは少し前の話。

　今はちょっぴりだけ違う。

　慶けい花か祭さいを終えて、彼女の評価は生徒間でほんの少しだけ変わった。

　怖こわい先生だけど……実は、意外と悪い先生ではないんじゃないか、みたいに。

　だから、生徒たちもいつもより楽しみにしているのだと思う。

　彼女の授業が受けられることに。

「今日は、静かのようですね」

　教室に入るなり、彼女は開口一番にそう言った。

　それから、彼女は口元に小さく微び笑しようを湛たたえると、教きよう壇だんへと向かう。

　その途と中ちゆう──

　彼女は俺の方をチラッと一いち瞥べつして、僅わずかではあるけれども視線を交かわした。

　それは、俺たちの合図。

　今日の昼休みもいつも通り国語準備室で会おう、という逢おう瀬せの約束。

　それを流れるような自然さで伝えると、彼女は教壇の真ん中に立って生徒たちに真正面から向き直った。




　綺き麗れいさと可愛かわいさの両方を兼かね備そなえた顔立ち。

　動きやすいように一つにまとめられた黒くろ髪かみ。鋭するどい眼光。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡。

　若手の先生らしく、その格好は黒のスーツで。

　厳しさと真面目まじめな雰ふん囲い気きを合わせ持っていて。

　だけれど、その胸むな元もとには銀色のアクセサリーがつけられていて。

「それでは、授業を始めます」




　その女性の教師の名前は、氷ひ川かわ真ま白しろ。

　世界で一番大好きで最高に可愛い──俺の彼女だ。








あとがき






　最近、念願の一人暮らしを始めました。お久しぶりです、篠しの宮みや夕ゆうです。

　いや、一人暮らしってやっぱり良いですね。

　特に、他の家族の視線を気にしなくて良いところとか。

　小説を書いていたとしても後ろをちょろちょろと移動されると気が散りますし、その場で文章を読み上げられたりすると精神的なダメージはヤバいですし。他ほかにもどんな時間でも趣しゆ味みに没ぼつ頭とうできるって言うのもかなりのメリットですよね。夜にテレビの大画面で映画とか見たい気分になるときがあるんですけど、家族がいるとやっぱり気が引けますし。そういう自由を手に入れられたのは良かったかなと思います。

　まあ、そのせいで、仕事が進まなくなったんですけど。

　自由には責任が伴ともなう、とはよく聞くフレーズではありますが、私は完全に『自由』を自分勝手に都合良く解かい釈しやくをしてはしゃぐ側でした。好きなだけ寝ねられるぜ！　好きなだけ遊べるぜ！　仕事なんてやってられるか！　って感じです。あ、担当さん。これはもちろん冗じよう談だんです。ちょっと大おお袈げ裟さに言っているだけなので。ちゃんと仕事はやってますので。ところで、最近、スケジュールが妙みように厳しくなったのは何故なぜでしょうか？　以前よりも、なんか締しめ切きりの間かん隔かくが短くなっているような気もするのですが。私の気のせいでしょうか？　不思議なこともあったものです。

　そういうわけで、一人暮らしを謳おう歌かしているのですが、当然自分でやることも増えていきます。非常に恥はずかしながら社会人ではあるものの、実家にいた頃ころは、家事などは親に頼たよりきりでして。だから、一人暮らしを機会に初めて一人だけで家事をすることになりました。

　しかし、普ふ段だんから家事が苦手な氷ひ川かわ先生を弄いじっている私です。

　当然、家事ができないなんて許されません。

　と言いますか、むしろ、私の中では家事の熱が燃え上がっていました。

　ここで、家事ができることが証明されれば、今後、心置きなく氷川先生を弄ることができます。今回の一人暮らしはそれを示せる絶好の機会なのです。

　というわけで、私は万ばん全ぜんの態勢で家事に臨のぞみました。

　今回やったのは料理です。

　簡単な料理では氷川先生に勝利したことにはならないので、今回は「難しい　料理」で検けん索さくして出てきたエビチリを作ることにしました。

　そうして、決戦当日。

　材料など一通り揃そろえた私は、ちょっと小腹が空すいてしまったのでご飯を先に少し食べることにしました。メニューは、ふりかけご飯です。これぐらいならさっとできるだろうと思いまして、前日に冷れい凍とうしていたご飯を電子レンジで解かい凍とうしました。




　そして、出てきたのは化石となったご飯でした。




　冗談かと思いました。冗談だと信じたかったです。

　しかし、箸はしでどれだけ突つついても、いつの間に覇は◯を覚えたんだよと思うぐらい、跳はね返ってきます。当然そのまま食べられたものではありません。っていうか、今時、電子レンジでミスるって。しかも、エビチリ全く関係がない前座でミスるって。取り敢あえず心の中で氷川先生に謝っておきました。ごめんなさい、氷川先生。先生は頑がん張ばっていたんですね……結局、その日はエビチリはやめて冷凍食品で済ませました。美味おいしかったです。

　と、まあ、一人暮らしの話はこの辺にしておきまして。

　そういうわけで、『氷川先生はオタク彼氏がほしい　３時間目』でした。いかがでしたでしょうか。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

　今回は文化祭編です。

　といっても、大学生と合同ということでちょっと規模が大きいかもしれません。

　大学生の頃の文化祭（？）を思い出しながら、今回は書きました。

　まあ、大学生の文化祭といっても高校と同じくこれといった思い出はないのですが、妙に記き憶おくに残っているのは、友人に校内に「俺の◯◯」シリーズのお店があったと教えてもらったときのことです。へぇー、都内でちょこちょこ見るフレンチだったりイタリアンのお店がうちの大学にも来てるんだー、すげーなーと思ったのを覚えております。それから友達に連れられたお店には、でかでかとこう書いてありました。俺のバナナ。大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか。捕つかまったりしないのでしょうか。それとも、どこの大学にもあるような鉄板ネタなんですかね。

　しかし、そういった多様性も大学の特色である気がします。

　高校のときよりも手広く派手に……そんな文化祭に驚おどろいたことは、今でも心に残っております。今回のお話を書いていて、ふと、そんなことを思い出しました。

　せっかくページ数を頂いているので、ちょっとだけ本編に触ふれます。

　今回のお話は、先生と生徒との間に広がる距きよ離りの話でした。

　先生は生徒に距離を感じて、生徒は先生に距離を感じて……と書くと、毎巻やってることみたいに感じられますが、今回はちょっと違ちがう視点から書いてみたつもりです。

　子供の頃、教師は両親の次に触れ合う大人でした。

　しかし、どれだけフランクな先生でも距離はあったようにも思えます。教師には私たち生徒が立ち入れない大人の世界を持っていて。やっぱり距離を感じていました。とても格好良い、憧あこがれの対象のような教師には尚なお更さらです。ところが不思議なもので、大人になった今では高校生たちに憧れを感じてしまいます。特に部活に打ち込んでいたり、夢を語る彼ら彼女らは素す敵てきだと思います。それは眩まぶしいとも言えたり、可能性とも表現できるかもしれません。そんな想おもいの一いつ端たんでも伝わればこれ以上に嬉うれしいことはありません……と、ちょっと真面目まじめに書いてみましたが、当然ながら、この作品は私の煩ぼん悩のうでできておりますので横に書いたような真面目なことは１％未満も考えておりません。だいたい、氷川先生のおっぱいとかお尻しりとかそういったことを考えながら書いておりますおっぱい。

　そして、最後となりますが実は本巻が最終巻となります。

　本シリーズに関しては色々と心残りがありますので、機会があればどこかで補完したいなと思っております。最後までお付き合いいただきましてありがとうございました。

　では、謝辞を。

　西にし沢ざわ５㍉先生。今回も素敵なイラスト、誠まことにありがとうございます。毎巻毎巻、イラストが素敵すぎてもう……！　いつも楽しみにイラストを拝見させていただいています。むしろ、先生に描かいていただきたいシーンを選んで作品を書いてるぐらいです。ここまで続けられたのは先生のお力ちから添ぞえによるものです。最後まで本当にありがとうございました。

　担当編集さんへ。そろそろスケジュールを破りすぎて、後ろから刺さされないか不安な毎日ですが、何とか殺意を堪こらえていただいて本当にありがとうございます。私のような面めん倒どうかつ、スケジュールとページ数をぶっ飛ばすような作家を相手にする気苦労お察しします。あなたのような編集さんは他ほかにいません。最高です。……と、これだけ褒ほめたんでスケジュールもうちょっと緩ゆるくなりませんか？　駄だ目めですか。はい、自じ粛しゆくします申し訳ありません頑張ります。

　友人たちへ。いつも気にかけてくれて本当にありがとうございます。一人暮らし始めたんで良かったら遊びに来てください。アニメ一挙放送会とかやりましょう。

　それから何よりも、最後までこの作品を手に取ってくださった皆みな様さまに多大なる感謝を。

　それでは、本作が皆様の頭の片かた隅すみに置いていただけることを祈いのって。

　そして、再び皆様にお会いできることを心より願って。
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